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第だい１章しょう　旅たびの準じゅん備びは用よう意い周しゅう到とうに！


[image: アイコン] １話わ　人じん生せい、ハードモードが決けっ定ていです！


水すい晶しょうに浮うかび上あがった文も字じを視し線せんが追おう。


《テイマー　＃＃＃》


え？　見み間ま違ちがいかな？　母ははと父ちちの顔かおを見みる。……二ふた人りとも、すごい顔かおをしている。これは……マジですか。







    
  
  




オードグズには魔ま法ほうがある。最さい初しょに魔ま法ほうを意い識しきした時ときには驚おどろいた。なんせ、前まえに居いた世せ界かいには魔ま法ほうはなかったから。魔ま法ほうがあることを知しって、私わたしはこぶしを上うえに突つき上あげた。当とう時じ二に歳さい。両りょう親しんに心しん配ぱいされた。


……私わたしにはどうやら、前ぜん世せの記き憶おくがあるようだ。村むらの占うらない師しから聞きいた。輪りん廻ね転てん生しょうと言いって、記き憶おくを持もって生うまれ変かわるのは珍めずらしいらしい。このことは人ひとに話はなしてはいけないと言いわれた。だから内ない緒しょ。


私わたしは今いま五ご歳さい。信しん仰こう深ぶかい両りょう親しんに兄あにと姉あねがいる。つまり三さん人にん兄きょう妹だいの末すえっ子こになる。厳げん格かくな父ちちは苦にが手てだが、優やさしい母ははは大だい好すきで。ちょっと意い地じ悪わるな兄あにには本ほん気きでムカつく事こともあるけど、姉あねはいつも私わたしの味み方かたになってくれる。兄あにだって、本ほん気きで私わたしが怒おこったり拗すねたりすると、お菓か子しを譲ゆずってくれたり優やさしい面めんもちゃんとあって。私わたしは兄あにも姉あねも大だい好すき！　今日きょうは不ふ安あんがる私わたしを大だい丈じょう夫ぶだと二ふた人りで応おう援えんしてくれた。なのに……。


オードグズでは五ご歳さいになったら、神かみ様さまよりスキルが授さずけられる。スキルは多おおい人ひとで五ご個こ。でも五ご個このスキルを持もつ人ひとは、奇き跡せきと言いわれるほど少すくない。多おおくの人ひとは二に個こと言いわれている。このスキルで仕し事ごとが決きまる。だから神かみ様さまにお祈いのりをして、水すい晶しょうで自じ分ぶんのスキルを知しる儀ぎ式しきがある。


今いま、ここ。で、私わたしの人じん生せいはどん底ぞこまで落おちた。何なん度ども確かく認にんするが……。


《テイマー　＃＃＃》である。


テイマーは、動どう物ぶつや魔ま物ものを手てなずける事ことが出で来きるスキル。これに問もん題だいはない。次つぎが問もん題だい、《＃＃＃》である。スキルは星ほしの数かずで評ひょう価かされる。テイマーで星ほしが一ひとつなら、小ちいさい動どう物ぶつをテイム出で来きる。町まちの手て紙がみの配はい達たつなどの仕し事ごとがある。星ほしが多おおければ強つよい魔ま物ものをテイムして、冒ぼう険けん者しゃとして成せい功こうも出で来きる。


私わたしは星ほし一いちより弱よわい弱じゃく小しょうの《＃＃＃》である。つまり私わたしにテイム出で来きる魔ま物ものも動どう物ぶつも、いない。私わたしに出で来きる仕し事ごとは、おそらくないだろう。なぜならスキルで全すべて決きまるのが、このオードグズだからだ。


「無む理りゲー」


……無む意い識しきに前まえの私わたしが声こえを出だしたようだ。意い味みは不ふ明めいだが、きっとこの状じょう態たいの事ことを言いっているのだろう。さて、困こまった。前まえの私わたしの記き憶おくは、ほとんど役やくに立たたない事ことはここ三さん年ねんで理り解かいしている。まぁ時とき々どきは役やくに立たつのだが。


今いまも、とっとと現げん実じつを見みてこれからの事ことを考かんがえろと、教おしえてくれている。確たしかに現げん実じつを見みないと。ただ、五ご歳さい児じにはつらい。


《＃＃＃》は星ほしなしと呼よばれている。星ほしなしは、神かみ様さまから見み捨すてられた存そん在ざいだ。母ははが読よんでくれた絵え本ほんの中なかで、悪わるい事ことをしたら星ほしなしにされるという物もの語がたりがあった。オードグズには星ほしなしの話はなしはあるが、存そん在ざいは確かく認にんされていないと言いう。


……ここに居いるけどね！


神かみ様さま、私わたしは何なにかあなた様さまにしましたか？　そういえば、スキルはもう一ひとつもらえるのだった。


《テイマー　＃＃＃》《＃＃＃》


えっと……スキルをもらえず弱じゃく小しょう。さて、これからどうなるのかな私わたし。







[image: アイコン] ２話わ　今日きょうからサバイバル！


何なんというか。生せい活かつが一いっ変ぺんした、悲かなしいほうへ。


家いえに帰かえってきた時ときから、すでに異い変へんを感かんじた。両りょう親しんが私わたしを見みないし、声こえもかけない。おかしいなとは思おもったけれど。信しんじたくはなかったよ。


でも、間ま違ちがいない。あからさまに私わたしを避さけている。食しょく事じの時じ間かんになり、ご飯はんを食たべる部へ屋やに行いくと、私わたしの食たべるものは準じゅん備びされていなかった。目め線せんを合あわせようとしない母はは。睨にらみ付つける父ちち。戸と惑まどう兄あにと姉あね。


……どこかで「やっぱりな」と聞きこえた。


ため息いきをついて部へ屋やを出でる。前まえの私わたしが覚かく悟ごを決きめろと言いった意い味みを理り解かいした。どうやらこの家いえから私わたしの居い場ば所しょは消きえたらしい。星ほしなしとは、こんなにも影えい響きょうがあるのか。


さて、どうしようかな。お腹なかが空すいた……。食たべ物ものをどうにかしたい。まだ五ご歳さいの私わたしにはきついな、色いろ々いろと。










家いえを出でて森もりへと入はいる。視し界かいが滲にじむ、別べつに覚かく悟ごをしていたから悲かなしくない！　ただ、悔くやしいだけだもん。ちょっとだけ、両りょう親しんを信しんじたかっただけだもん。……やっぱり悲かなしい、さびしい。涙なみだがはらはらと落おちる。何なんで星ほしなし……何なんで……。


泣ないていても仕し方かたがない。お腹なかも膨ふくれないし。まずは何なにか食たべる物ものを探さがそう。


一ひと人りで森もりに入はいったのは今日きょうが初はじめてだ。いつも見みている森もりより、なんとなく恐こわいし。もしかしたら魔ま物ものも出でるかもしれない。どうしよう……帰かえりたい……でも、お腹なかが空すいた。










見みつけた食しょく料りょうは少すこし大おおき目めの木きの実み。ちょっと酸すっぱいけど、食たべられる。


「酸すっぱい！」


ちょっとじゃない、かなり酸すっぱい。以い前ぜん食たべた時ときは、もう少すこし甘あまかったのに。


木きの根ね本もとに座すわり込こむ。明日あしたからどうしよう。


前まえの私わたしが教おしえてくれている。この村むらから逃にげる準じゅん備びをって。でも、逃にげるってどこに？　魔ま物ものと戦たたかえない私わたしが、この村むらから離はなれて生いきていけるのか？


このままこの村むらに居いたい。でも、無む理りだとなんとなく感かんじた。両りょう親しんが変かわったように、みんな変かわってしまうのかな。


……今日きょうはもう、家いえに帰かえって寝ねよう。部へ屋やは、まだあるかな？







[image: アイコン] ３話わ　占うらない師しは知しっていた！


朝あさ。誰だれも、起おこしに来こなくなった。あの衝しょう撃げきの日ひから数すう日じつ。既すでに諦あきらめたし。


兄あにや姉あねにも、話はなしが伝つたわったみたい。両りょう親しんを困こまらせたと、嫌いやみを言いわれた。私わたしのせい？　もう、分わからない。


とりあえず、五ご歳さいの私わたしがするべき事ことは体たい力りょくづくり。逃にげるにしても体たい力りょくが一いち番ばん大だい事じだと思おもう。あと、森もりの中なかで食たべられるモノを探さがす技ぎ術じゅつ。どちらも誰だれにも聞きけないから、私わたしには難むずかしい。でも、覚おぼえるしか……体たい力りょくをつけるしかない！


森もりの中なかを走はしって移い動どうする。体たい力りょくをつけるなら走はしれと、頭あたまに浮うかんだ。前まえの私わたしが教おしえてくれた事ことだと思おもう。此こ処こは素す直なおに聞きいておく。


今日きょうも朝あさから木きの実みを探さがすが、なかなか見みつけられない。森もりの中なかを一ひと人りで走はしりまわる毎まい日にちにも、徐じょ々じょに慣なれてきた。ちょっとだけ体たい力りょくはついたような気きがする。……ただの希き望ぼうかもしれないけど。






ふっと意い識しきが浮ふ上じょうする……あれ？　疲つかれて、眠ねむっていたようだ。隣となりを見みて固かたまった。初しょ老ろうの女じょ性せいが座すわっていたのだ。視し線せんが合あうと目め元もとの皺しわを深ふかくして、にっこりする。その笑え顔がおで思おもい出だした。この人ひとは、村むらに住すんでいる占うらない師しだ。いつも穏おだやかな笑え顔がおで、村むら人びとの相そう談だんにのっていた。


「こんにちは」


「……はい、こんにちは」


占うらない師しの人ひとが話はなしかけてくれた。何なんだろう、心こころがジーンとなる。ここ数すう日じつで、私わたしの事ことは村むらの人ひとたちに知しれ渡わたった。それからは私わたしには、誰だれも声こえをかけないし、見みえていない者ものとされた。


「どうして？」


占うらない師しは私わたしを見みて、静しずかな声こえで話はなし始はじめた。


「私わたしの占うらないは、先さき読よみなんです。星ほしが一ひとつなので、ほんの少すこしの先さきしか見みる事ことは出で来きませんが。前まえに会あった時ときに、あなたが何なにかによって今いまの状じょう態たいになっているのが見みえました。ただ、原げん因いんを見みる事ことは叶かないませんでしたが」


「……そっか」


いろいろ思おもう事ことはあるけど、占うらない師しが悪わるいわけではない。私わたしの今いまの状じょう態たいは……この世せ界かいでは仕し方かたないのだと思おもう。前まえの私わたしが言いっていた、理り解かい出で来きない者ものを排はい除じょするのはどこも同おなじだと。少すこしだけ理り解かいは出で来きる、納なっ得とくは出で来きないが。


「贈おくり物ものです」


渡わたされたのは、一ひとつのカバン。戸と惑まどったけど、受うけ取とって中なかを見みてみる。見みた目めよりもいろいろ入はいっている。







    
  
  




「劣れっ化か版ばんのマジックバッグです。中なかにいろいろと入いれておきました。これからきっと、必ひつ要ようとなるだろう物ものを」


カバンをひっくり返かえす。本ほん当とうに、いろいろと出でてきた。本ほんが数すう冊さつ、食たべ物ものの見み分わけ方かたや毒どく草そうについての本ほんだ。ポーション……数すう本ほんあるけど、どれも色いろが違ちがう。小こぶりのナイフ。


占うらない師しを見みる。


「劣れっ化か版ばんは捨すてられるので、手て軽がるに手てに入いれる事ことが出で来きます。正せい規きのマジックバッグは時じ間かん停てい止しがついていますが、手てに入いれるにはお金かねが必ひつ要ようです。ポーションも、そこにあるのは劣れっ化か版ばんです。効きき目めはよくありませんが、正せい規きのポーションはかなり高たかく子こ供どもでは買かえないでしょう。……一ひと人りで生いきていくには、劣れっ化か版ばんでも必ひつ要ようだと思おもいます」


この人ひとは優やさしい人ひとなのだと思おもう。別べつに私わたしによくしなくても、何なにも問もん題だいはない。なのに、生いき方かたを教おしえてくれている。


「ありがとうございます」







[image: アイコン] ４話わ　森もりで生いき抜ぬいた三さん年ねん


占うらない師しさんは、あれからも何なん度どか会あいに来きてくれた。話はなしをしてくれたり、劣れっ化か版ばんのポーションをくれたり。食しょく料りょうを、分わけてくれたりもした。


その間あいだにも、私わたしの環かん境きょうはどんどん悪あっ化かしていく。あの日ひから一いち年ねんが過すぎた頃ころ、家いえに入はいれなくなった。悲かなしくて泣なきながら、窓まどに向むかって落おちていた石いしを、投なげつけてしまった。そのあと父ちちに何なん度ども殴なぐられて、それまで感かんじた事ことのない痛いたみを経けい験けんした。母ははが父ちちを止とめる事ことはなかった。


劣れっ化か版ばんだけどポーションが役やくに立たった。傷きず跡あとがいっぱい増ふえた事ことが悲かなしかったけど、涙なみだは出でなかった。


森もりに隠かくれて住すむようになると、おかしな事ことにホッとした。誰だれにも会あいたくないと思おもったので、それからは隠かくれる技ぎ術じゅつを磨みがいた。見みつからないように、ただただその技ぎ術じゅつを磨みがいた。


その間あいだに、本ほんを何なん度ども読よんで頭あたまに叩たたき込こむ。食たべられる木きの実み、毒どく草そう、薬くすりになる薬やく草そう。それぞれの特とく徴ちょうを、覚おぼえて見み分わけがつくようになった。これで何なんとか森もりでの生せい活かつが、少すこしだけ安あん全ぜんになる。毒どく草そうを間ま違ちがって食たべて、苦くるしんだのもちょっとした思おもい出でだ。


獲え物ものを罠わなで捕つかまえる方ほう法ほうの本ほんがあった。自じ分ぶんでも作つくれる罠わなを覚おぼえて実じっ践せん。何なん度どか失しっ敗ぱいしたが、獲え物ものを捕つかまえる事ことが出で来きた。解かい体たい中ちゅうに、前まえの私わたしが叫さけんだような気きがするが、気きのせいだろう。久ひさしぶりのお肉にくに、ちょっと興こう奮ふんしてしまった。


三さん年ねん。随ずい分ぶんと体たい力りょくがついたと思おもう。森もりの中なかを長ながい時じ間かん、走はしれるようになった。小ちいさい獲え物ものだが、捕つかまえられる確かく率りつも上あがった。劣れっ化か版ばんのポーションより効こう果かはないが、薬やく草そうを使つかって傷きずの手て当あても出で来きるようになった。森もりでの生せい活かつは、順じゅん調ちょう。






気きになる事ことがあったので、久ひさ々びさに森もりから出でて村むらの集しゅう落らくに行いく。……死しんだと思おもわれていたのか、驚おどろいた顔かおをされる。死しんでたまるか。


気きになる事こととは、占うらない師しの事ことだ。二に週しゅう間かんごとに会あいに来きてくれていたが、一いっヵ月げつほど会あっていない。何なにか、あったのだろうか？　占うらない師しの家いえには誰だれもいなかった。どうしたのかと不ふ安あんになる。


後うしろでひそひそと、声こえが聞きこえる。耳みみを澄すましてみると、微かすかに聞きこえる話はなし声ごえ。話はなしの内ない容ように、胸むねがギュッと掴つかまれたように痛いたくなる。……その場ばから走はしって森もりへと逃にげた。


占うらない師しは亡なくなっていた。風か邪ぜを拗こじらせてしまったと、聞きこえた。村そん長ちょうが持もっているポーションがあれば、治なおせたらしい。でも……村そん長ちょうはポーションでの治ち療りょうを拒きょ否ひ。原げん因いんは私わたしにあるようだ。私わたしに良よくした占うらない師しは、村むらから煙けむたがられていたらしい。知しらなかった。私わたしのせいで……。


隠かくれ住すんでいる住すみ処かに戻もどる。何なにもする気きが起おきない。悲かなしいのに、なぜか涙なみだは出でなかった。







[image: アイコン] ５話わ　旅たび立だちます！


劣れっ化か版ばんのマジックバッグを五いつつ。バッグの一ひとつを半はん分ぶんに畳たたんで紐ひもで腰こしに巻まく。残のこり四よっつは右みぎに二に個こ、左ひだりに二に個こ。それぞれに、詰つめ込こめるだけ詰つめ込こむ。


劣れっ化か版ばんのポーション多た数すう。


青あお色いろの、傷きずが治なおるはずのポーション。


赤あか色いろの、病びょう気きが治なおるはずのポーション。


緑みどり色いろの、痛いたみを抑おさえるはずのポーション。


紫むらさき色いろの、呪のろいが解とけるはずのポーション。


全すべて劣れっ化か版ばんなので本ほん当とうに効こう果かがあるのかは、使つかってみないと分わからない。最さい悪あくな劣れっ化か版ばんでない限かぎりは、ある程てい度どは治なおしてくれる。経けい験けん上じょう、それを知しった。


森もりの中なかを走はしりながら、隠かくしていた旅たびの準じゅん備び品ひんを回かい収しゅうしていく。占うらない師しと一いっ緒しょに集あつめたり、隠かくしたりした物ものを一ひとつも置おいていきたくはない。


食しょく料りょうは干ほし肉にく。あちらこちらから拝はい借しゃく……旅たびの餞せん別べつにもらっておいた。何なにか問もん題だいでも？


竹たけ筒づつに森もりの湧わき水みずを入いれてバッグに入いれる。正しょう直じき旅たびをするにはいろいろと足たりない。でも私わたしの体からだがまだ小ちいさいために沢たく山さんは持もてないから諦あきらめるしかない。占うらない師しにもらった本ほんも、持もった。


あとは、大たい木ぼくの根ね元もとの穴あなに隠かくした、壊こわれた小ちいさな剣けん。






たまたまだった。そう、おそらく運うんがよかったのだろう。


私わたしは情じょう報ほうを得えるために、五いつ日かに一いっ回かいの頻ひん度どで村むらに潜ひそむようになった。情じょう報ほうは大たい切せつだと、経けい験けんで知しったから。昨日きのうも情じょう報ほうを得えるために、森もりから下おりた。


人ひとがあまり来こない集しゅう会かい所じょに身みを隠かくして、周まわりの気け配はいを窺うかがう。いつもは感かんじないが、今日きょうは人ひとの気け配はいを感かんじる。耳みみを澄すましていると声こえが聞きこえてきた。男だん性せい二ふた人りのようだ。


「見みつけました。森もりの、ある場ば所しょに潜ひそんでいるようです」


「そうか、タブロよ。あれはこの村むらを不ふ幸こうにする、分わかっているな？」


タブロは父ちちの名な前まえ。もう一ひと人りは分わからない。息いきをゆっくり吐はいて、集しゅう会かい所じょの建たて物ものの陰かげから慎しん重ちょうに声こえの主ぬしを確かく認にんする。……村そん長ちょうだった。


「もちろんです。星ほしなしなど、この世よに居いていい存そん在ざいではありません。あの子こも、神かみ様さまのもとに行いけるのですから、幸しあわせでしょう」


……ふざけるな！　死しんだら幸しあわせ？　私わたしは生いきたいし、神かみ様さまなんかのところに行いってたまるか！


ムカついた。深しん呼こ吸きゅうをして怒いかりを抑おさえる。見みつからないように、その場ばをそっと離はなれて、今いままで密ひそかに集あつめていた物ものを回かい収しゅうし、この村むらを捨すてる決けつ意いをした。既すでにいつでも旅たび立だてるように、準じゅん備びはしていた。ただ、最さい後ごのきっかけが掴つかめなかっただけ。……やはり、生うまれた村むらから離はなれる怖こわさがある。でも、ここでも死しぬ可か能のう性せいがあるなら村むらを出でる。もう、迷まよわない。


村むらからかなり離はなれた森もりのはずれに、森もりの中なかで一いち番ばんと言いっていいほどの大たい木ぼくがある。その大たい木ぼくの根ねっこの部ぶ分ぶんには、物ものを隠かくせるほどの空くう洞どうが出で来きている。その空くう洞どうに手てを差さし込こんで、掴つかんだ物ものを外そとに引ひきずり出だす。森もりの中なかで、身みを守まもるために大たい切せつな剣けん。これは占うらない師しが、私わたしの体からだの大おおきさに合あわせて探さがし出だしてくれた物ものだ。


八はっ歳さいの私わたしにはまだ少すこし大おおきかったけれど、これより小ちいさい剣けんは見みつからなかったと言いっていた。刃は先さきが少すこしかけた剣けん。それを持もって、村むらとは反はん対たい方ほう向こうに走はしる。


村むらの光ひかりが微かすかに見みえるほど離はなれた場ば所しょで、一いち度どだけ振ふり返かえる。村むらの周まわりにある森もりには、随ずい分ぶんとお世せ話わになった。占うらない師しには、ありがとうを言いいたかった。色いろ々いろな思おもいがあふれ出でるのを、剣けんを握にぎって抑おさえ込こむ。


村むらから視し線せんをずらすと、私わたしが隠かくれ住すんでいた場ば所しょの一ひとつに明あかりが見みえる。森もりの中なかに数すうか所しょ、寝ねられる場ば所しょを確かく保ほしていた。見みつかったのは、一いち番ばん村むらに近ちかい場ば所しょだったようだ。次つぎに住すみ処かを見みつける時ときには、気きを付つけよう。


止とまっていた足あしを動うごかす。もう、この村むらには二に度どと戻もどらない。








第だい２章しょう　オトルワ町まちまで


[image: アイコン] ６話わ　初はじめての旅たびはハードだ！


目め指ざすのは、オトルワ町まち。


ラトミ村むらから一いち番ばん近ちかい町まちだ。オトルワ町まちまでは何なん個こかの村むらがあるが、ラトミ村むらと取とり引ひきしている行ぎょう商しょうが居いるため、あまり長なが居いはしない予よ定ていだ。わざわざ捜さがす事ことはないだろうけど、もしかしてという不ふ安あんがある。隣となりの村むらで捕つかまるとか、考かんがえただけでムカつく。村そん道どうはある。でも、姿すがたをなるべく見みられたくないので、村そん道どうに一いち番ばん近ちかい獣けもの道みちを歩あるく。


やばい！　後うしろからドドッドドッと、追おいかけてくる音おとがする。必ひっ死しになって足あしを動うごかす。少すこしでも速はやく走はしれるように。何なにが追おいかけてきているのか、確たしかめる余よ裕ゆうはない！　分わかる事ことは……止とまったら死しぬ！


どうしよう、どうしよう。えっと、この場ば合あいは木きの上うえに逃にげる。……登のぼれる木きが無ない！　次つぎは……ダメだ。追おいつかれる！


ああ！　木き、木きを発はっ見けん。絶ぜっ対たいに、あそこまで逃にげ切きる！


死しにもの狂ぐるいで木きまで走はしり、がむしゃらに木きを登のぼる。逃にげ切きれた……助たすかった～。全ぜん身しんから、汗あせが大たい量りょうに流ながれている。


よかった、木きに登のぼれる魔ま物ものじゃなくて、本ほん当とうによかった。村むらを出でて、ちょっと気きが緩ゆるんでいたかもしれない。気きを引ひき締しめないと、森もりは危き険けんだ。


今日きょうはこのまま、ここで休きゅう憩けいしよう。疲つかれて動うごけないし。それにしても、何なにに追おいかけられたんだろう？……はぁ。先さきが不ふ安あんだ。






怖こわくて、あまり寝ねられなかった。仕し方かたがないか。とりあえず、木きから降おりて移い動どうしよう。


え！　高たかい！　自じ分ぶんのいる場ば所しょを確かく認にんして、驚おどろいた。そうとう背せの高たかい大たい木ぼくの、かなり上うえの方ほうまで登のぼってしまったみたいだ。……降おりるのが怖こわい。切きり傷きずや擦すり傷きずが大たい量りょうに出で来きたが、降おりられた……よかった。劣れっ化か版ばんポーション四よん本ほん分ぶんを、消しょう費ひして傷きずを治なおす。今こん回かいのポーションは、ちょっと劣れっ化かしすぎていたようだ。


村そん道どうを見みる。少すこし考かんがえて、やっぱり獣けもの道みちを進すすむ事ことに決きめた。今こん度どは周まわりをしっかりと警けい戒かいしながら進すすむ。歩あゆみは遅おそくなるけど、命いのちは大たい切せつだから。


干ほし肉にくをかじりながら歩あるく。匂においで魔ま物ものが来こないか心しん配ぱいだが、仕し方かたがない、お腹なかが空すいた。


あれから魔ま物ものに何なん度ども追おいかけられたが、ぎりぎり逃にげ切きる事ことが出で来きている。怪け我がは増ふえているが、命いのちがあるので大だい丈じょう夫ぶ。想そう像ぞうしていたより、森もりの中なかには凶きょう暴ぼうな動どう物ぶつや魔ま物ものが多おおくいるようだ。もっと早はやく、気け配はいに気き付づけるようにならなければ。










八よう日か目めに、人ひとの賑にぎわいが微かすかに聞きこえてくる場ば所しょに、来くる事ことが出で来きた。ようやく隣となりの村むらの近ちかくまで来こられたようだ。でも、ここは回かい避ひする事ことに決きめているので、村むらを迂う回かいするように進すすむ。


村むらから見みつからないように少すこし遠とお回まわりな道みちを進すすむと、広ひろい場ば所しょに出でた。周まわりを見みて確かく信しんする、ここは捨すて場ばだ。人ひとと魔ま物ものたちの気け配はいを気きにしながらゴミを見みていく。マジックバッグがある。劣れっ化か版ばんだろうけど、これは絶ぜっ対たいに欲ほしい。確かく認にんすると一〇個このマジックバッグが捨すててある。全ぜん部ぶを持もっていきたいけど……荷に物もつになるし……。


しばらくゴミを漁あさっていると、人ひとの気け配はいが近ちかづいてくる。体からだを隠かくせる岩いわが近ちかくにあったので、様よう子すを見みるために隠かくれた。


「早はやくしろって！」


「分わかってるよ！」


ガチャガチャと音おとがして、しばらくすると気け配はいが遠とおざかる。子こ供どもの声こえだった、おそらく何なにかを捨すてに来きたのだろう。


見みつからなくてよかった。


新あたらしく捨すてられたのはポーションのようだ。数すう本ほんのポーションを、肩かたから掛かけているバッグに入いれる。迷まよったけど、一〇個このマジックバッグもバッグに入いれて移い動どうした。







[image: アイコン] ７話わ　捨すて場ばで拾ひろったマジックバッグ


捨すて場ばから移い動どうして一いち時じ間かんぐらい。少すこし休きゅう憩けいを取とる。


持もってきたマジックバッグが重おもい。さすがに一〇個こは多おおかったか……。劣れっ化か版ばんに、時じ間かん停てい止し機き能のうはついていない。他ほかにも、入はいる容よう量りょう、入いれた物ものの重おもさを軽かるくする、しないなど個こ々こに違ちがうため、いちいち確たしかめないと使つかえない。


一〇個このうち六ろっ個こは、私わたしが使つかっていた物ものより容よう量りょうが大おおきい。ただし、その内うちの一いっ個こは重おもさが軽けい減げんされないので使つかえない。と言いっても、五ご個このマジックバッグは使つかえるのだ、これは儲もうけものだ。中なか身みを入いれ替かえながら、ポーションを確かく認にんしていく。時じ間かん停てい止し機き能のうが無ないので、ポーションが変へん色しょくする事ことがある。そうなってしまったら、使つかえない。次つぎの捨すて場ばで、捨すてる事ことになる。


荷に物もつを入いれ替かえて、残のこりのマジックバッグを見みる。使つかったのは、新あたらしく拾ひろったバッグ三さん個こで残のこり二に個こ。今いままで使つかっていたのが四よん個こ。一いっ個このマジックバッグに残のこった空からのバッグ六ろっ個こを入いれて持もつ。まだ、容よう量りょうにかなり余よ裕ゆうがある、これはうれしい。


正せい規きのマジックバッグのレア版ばんには、マジックバッグの中なかに、中なか身みが詰つまったマジックバッグを収しゅう納のう出で来きるモノがあるらしい。そんな物ものを劣れっ化か版ばんで期き待たいするだけ無む駄だだが、羨うらやましい。


右みぎに二に個こ、左ひだりに二に個このバッグを提さげて、腰こしにもバッグを紐ひもで括くくり付つける。見みた目めは変かわらないが、一いっ個こにはまだ容よう量りょうに余よ裕ゆうがある。……ゴミを忘わすれていた。ゴミもバッグに入いれて準じゅん備び完かん了りょう。


荷に物もつの入いれ替かえも終おわったので、次つぎの村むらに向むかう。あの村むらの捨すて場ばはよかったな。


数すう時じ間かん歩あるくと、川かわの音おとが耳みみに聞きこえてくる。水みずの補ほ充じゅうも考かんがえて、水みずの音おとを頼たよりに獣けもの道みちから外はずれて森もりの奥おくに向むかって歩あるく。所ところ々どころにしるしをつけて、迷まよわないように気きを付つける。


「ぅわ～」


綺き麗れいな川かわが流ながれているのが目めに入はいった。魚さかなも泳およいでいるようなので、問もん題だいはないだろう。竹たけ筒づつに水みずを補ほ充じゅうして、歩あるいて火ほ照てった足あしを川かわにつけて癒いやす。気き持もちがいい。







    
  
  




気き分ぶんも一いっ新しんしたので、獣けもの道みちに戻もどるために歩あるき出だす。少すこしすると気け配はいを感かんじた。木きの陰かげに身みを隠かくして、周まわりを確かく認にんする。


少すこし離はなれた場ば所しょに、一ひと人りの男だん性せいの姿すがたが見みえた。スライムを連つれているようだ。テイマー星ほし二ふたつを持もっているのだろう。スライムは、星ほしが二ふたつ必ひつ要ような魔ま物もので、有ゆう機き物ぶつを処しょ理りするのに活かつ躍やくする。ゴミ処しょ理り屋やさんと言いわれて、とても大たい切せつな仕し事ごとだ。無む機き物ぶつを処しょ理りするスライムもいるが、かなりレアらしい。


こんなところで、何なにをしているんだ？







[image: アイコン] ８話わ　捨すて場ば＝違い法ほう投とう棄き


男だん性せいはマジックバッグからゴミを出だしては、スライムに処しょ理りをさせている。……恰かっ好こうから見みて、冒ぼう険けん者しゃに見みえる。周まわりの気け配はいを探さぐってみると、少すこし離はなれたところに複ふく数すうの気け配はいを微かすかに感かんじた。気け配はいが薄うすくて、気きが付つかなかった。上じょう位いランクの冒ぼう険けん者しゃチームかもしれない。彼かれらとは反はん対たいの方ほう向こうに、そっと離はなれる。


獣けもの道みちに戻もどると、一ひとつ息いきを吐はき出だす。緊きん張ちょうした。少すこし離はなれた森もりの奥おくに、先さきほどの冒ぼう険けん者しゃたちの気け配はいがある。と言いっても、かなり薄うすくて読よみにくい。何なんとか気け配はいを探さぐり、私わたしの方ほう向こうへ来きているかを確たしかめる。……来きていないようだ、よかった。


おそらく私わたしの気け配はいは、気きが付つかれているだろう。興きょう味みを引ひく事ことはないと思おもうが。あそこまで気け配はいの薄うすい冒ぼう険けん者しゃたちは、初はじめてだ。ちょっと怖こわい。


大おおきく深しん呼こ吸きゅうをして、次つぎの村むらを目め指ざして歩あるき出だす。


何なん度どか立たち止どまって気け配はいを探さぐる。色いろ々いろな気け配はいがあるが、害がいとなる気け配はいは感かんじない。先さきほどの冒ぼう険けん者しゃチームの気け配はいも感かんじなくなった。彼かれらが故こ意いに気け配はいを消けしたら、今いまの私わたしでは捜さがせないが、おそらく大だい丈じょう夫ぶだろう。


魔ま物ものや獣けものを回かい避ひしながら歩あるく。正せい確かくな地ち図ずを見みた事ことが無ないため、次つぎの村むらまでの距きょ離りが分わからない。……とりあえずは、あまり村そん道どうから離はなれない道みちを選えらぼう。






次つぎの村むらを目め指ざして四よっ日か。


おかしい。目めの前まえには、捨すて場ばがある。でも、周しゅう辺へんには村むらが無ない。捨すて場ばは、村むらの近ちかくにあると話はなしに聞きいていたんだが。捨すてられたモノを見みる。変へん色しょくしたポーション、割われたビン。折おれた剣けん、破やぶれたおそらくマジックバッグ。……私わたしが知しっている、村むらの近ちかくの捨すて場ばよりも、ずいぶんと壊こわれているモノが多おおい。もしかして、冒ぼう険けん者しゃの捨すて場ばだろうか？　話はなしには聞きいていたが、初はじめて見みた。


ゴミを見みてみたが、拾ひろえるモノはなさそうだ。捨すてる予よ定ていのゴミをマジックバッグから取とり出だす。……なんとなく嫌いやな気き分ぶんだ、捨すてるのはやめよう。


村むらには捨すて場ばというものが必かならずあるが、法ほう律りつで認みとめられてはいない。村むらにはゴミを処しょ理りするスライムがいる。だが、テイマーの数かずが足たりていないのだ。


テイマー星ほし二ふたつの人ひとが、スライムをテイム出で来きるのは多おおい人ひとで五ご匹ひき。少すくない人ひとだと、二に匹ひきぐらいだと言いわれている。テイムしたスライムによっても、一いち日にちで処しょ理り出で来きる量りょうが異ことなる。王おう都とや町まちは多おおくのテイマーを、契けい約やく雇こ用ようしていると聞きいた。村むらはお金かねを出だして、町まちに処しょ理りを依い頼らいするのだが、村むらにお金かねの余よ裕ゆうはない。そのため、捨すて場ばという物ものが出で来きる。村むらは知しっているが、見みて見みぬふりだ。


森もりの中なかにあるモノは、冒ぼう険けん者しゃの捨すて場ばだと聞きいた。冒ぼう険けん者しゃチームには必かならずスライムをテイムしたテイマーが必ひつ要ようとなる。これは法ほう律りつで決きまっているらしい。連つれているスライムが処しょ理り出で来きない物ものは、専せん用ようの場ば所しょに捨すてる事ことも。でも現げん実じつは、目めの前まえにある違い法ほうの捨すて場ばだ。壊こわれた物ものは荷に物もつになるため、森もりの中なかに放ほう置ちするのだろう。無む機き物ぶつを処しょ理り出で来きるスライムを、持もっている冒ぼう険けん者しゃチームは少すくない。Ｓランクのチームぐらいだと、占うらない師しが言いっていた。


私わたしが捨すててもばれることはないが、やめた。……なんとなく、前まえの私わたしが邪じゃ魔まをしたような気きがする。


『ふほうとうき』ってなんだろう。


……村むらを目め指ざそう。村むらの捨すて場ばに捨すててしまおう。
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獣けもの道みちを移い動どうしながら、小ちいさい動どう物ぶつを探さがすが、なかなか見みつけられない。私わたしが狩かれるのは、野のネズミなど小ちいさい動どう物ぶつのみだ。もう少すこし大おおきいモノを狩かれればいいが、欲よくをかくと怪け我がをする。これは経けい験けんで学まなんだ。私わたしの実じつ力りょくでは、まだ無む理りなのだ。


「……いないな～……残ざん念ねん」


この付ふ近きんには小ちいさい動どう物ぶつは、いないようだ。気け配はいを探さぐっても見みつけられない。途と中ちゅうで見みつけた木きの実みを採さい取しゅしておいてよかった。そうでなければ、最さい後ごの干ほし肉にくに手てを出だすところだ。


でも、なんだかこの付ふ近きんは小しょう動どう物ぶつだけでなく、大おおきな動どう物ぶつも少すくない気きがする。もう一いち度ど、周まわりの気け配はいを探さぐるが何なにも引ひっかからない。おかしいな……。


それからもしばらく探さがしたが、諦あきらめた。木きの実みを食たべて、今日きょうの寝ねる場ば所しょを探さがす。身みを隠かくせる穴あなや洞どう窟くつは無ないな……今日きょうは木きの上うえか。周まわりの木きを見み回まわして、幹みきが太ふとめの木きを選えらぶ。いつもより安あん定てい感かんのある太ふとい枝えだだったので、少すこし高たかいところにある枝えだで休やすむ事ことにした。少すこし早はやいが、今日きょうはもう休やすもう。何なんだか疲つかれた。旅たびで一いち番ばん不ふ自じ由ゆうなのは睡すい眠みんだな、熟じゅく睡すいが出で来きない。熟じゅく睡すいしたら死しぬ可か能のう性せいが高たかくなる。






危き険けんな気け配はいを感かんじて、目めが覚さめた。まだ、その気け配はいは遠とおいが、すごいスピードでこちらに向むかっている。どうしよう、移い動どうする？　それともこのまま隠かくれて身みを潜ひそめる？　ドキドキする心しん臓ぞうを深しん呼こ吸きゅうで落おち着つかせて、気け配はいを探さぐる。


動うごいているスピードを考かんがえると、逃にげ切きれないと判はん断だん。見みつけた木きのくぼみに、体からだをギュッと押おし付つける。息いきを潜ひそめて、気け配はいをなるべく消けして、それが通とおり過すぎるのを待まつしかない。


しばらくすると、カサカサと落おち葉ばを踏ふむ音おとが徐じょ々じょに近ちかづいてくる。その音おとから一いっ匹ぴきではなく数すう十じっ匹ぴき。気け配はいが混まざり合あっていて、数かずを把は握あく出で来きていなかったのだ。震ふるえそうになる体からだをギュッと抱だきしめて、なるべく動うごかないように体からだを硬かたくする。


動うごいたら気き付づかれる！


潜ひそんでいる木きの下したで、カサカサと大たい量りょうの音おとが通とおり過すぎていく。ゆっくりと視し線せんを動うごかして、音おとの発はっ生せい源げんを確かく認にんする。木き々ぎの隙すき間まからそそぐ月つきの光ひかりに照てらされて、黒くろ光びかりしている体からだが見みえた。……あれって確たしか、本ほんに載のっていたヒュージアントだ！　数すう十じっ匹ぴきの群むれで襲おそう魔ま物ものだったはず。よく見みると、木きの下したを黒くろい塊かたまりが複ふく数すううごめいている……。大おおきさは一いちメートル以い上じょうはあって、動うごきが……速はやい！　見みていると体からだが震ふるえそうになるので、ギュッと目めを閉とじて気け配はいをひたすら消けす。


どれくらいの時じ間かんが経たったのか、ヒュージアントの気け配はいが遠とおざかる。でも、まだ動うごかない。今いま、動うごいたら戻もどって襲おそわれるかもしれない。かなり時じ間かんが経たってから、ようやく体からだから力ちからを抜ぬく事ことが出で来きた。……疲つかれた。


気け配はいはないが、周まわりを確かく認にんするように見み渡わたす。この森もりはヒュージアントの巣す穴あなに近ちかいのかも。……だから、動どう物ぶつがいなかったのか……。はぁ、気きが付つかなかった。


異い様ように動どう物ぶつが少すくないのは、原げん因いんがあったからだ。そういえば、土つちの上うえに複ふく数すうの痕こん跡せきがあったような……。あれが足あし跡あとだったのだろうか？　初はじめての事ことで分わからないが、覚おぼえておこう。それにしても、すごい数かずだった。見みつからなくてよかった。恐こわかった～。
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罠わなにかかった野のネズミの解かい体たいをする。最さい初しょに比くらべると、ずいぶん早はやく解かい体たいが出で来きるようになった。解かい体たいでは匂においが、大たい敵てきとなる。気きを付つけていても、血ちの匂においがどうしても充じゅう満まんするのだ。なるべくさっさと解かい体たいして、すぐに移い動どう。これが私わたしの基き本ほんだ。


解かい体たいした肉にくを水みずで洗あらって、大おおき目めのバナの葉はで綺き麗れいに包つつむ。バナの葉はは、殺さっ菌きん効こう果かがあり、よく使つかわれている。森もりの中なかでは、簡かん単たんに見みつける事ことが出で来きる木きの一ひとつだ。それをバッグに入いれて、解かい体たいで出でた骨ほねなどはそのままその場ばに残のこす。素す早ばやく解かい体たいしても、血ちの匂においで誘さそわれてどうしても魔ま物ものが来きてしまう。骨ほねなどを残のこすのは、そちらに魔ま物ものを引ひき付つけ、私わたしの移い動どうする時じ間かんを稼かせぐのだ。何なん度どか経けい験けんして、この方ほう法ほうが一いち番ばん安あん全ぜんだと気きが付ついた。


立たち止どまって耳みみを澄すます。人ひとの気け配はいと、微かすかにだが声こえも聞きこえる。どうやら二にか所しょ目めの村むらに着ついたようだ。此こ処こからは村むらに入はいって、情じょう報ほうを仕し入いれる予よ定ていだ。バッグの中なかにある肉にくは少すこし前まえに捌さばいたばかり、少すこしお金かねに換かえられないだろうか？　村むらの様よう子すを見みてから考かんがえよう。






村むらには旅たび人びとの姿すがたを、多た数すう見みる事ことができた。冒ぼう険けん者しゃの格かっ好こうをしている者ものも、結けっ構こう見みられる。この村むらなら部ぶ外がい者しゃが肉にくを売うっても、目め立だつ事ことはないだろう。野のネズミの干ほし肉にくは栄えい養よう価かが高たかく人にん気きだと聞きいた。売うるなら、鮮せん度どが大たい切せつだな。


村むらの中ちゅう心しんにある通とおりから、周まわりを見み渡わたす。肉にくを売うっている店みせの中なかから、村むらの中ちゅう心しん部ぶに一いち番ばん近ちかい肉にく屋やに入はいる。


「すみません、野のネズミのお肉にくを売うりたいのですが」


「お、野のネズミか？　ちょっと見みせてみろ」


体たい格かくの良よい男おとこが店みせの奥おくから顔かおを出だす。私わたしの姿すがたを見みて少すこし驚おどろいたようだが、何なにかを聞きかれる事ことはなかった。バナの葉はに包つつまれた肉にくをそのまま渡わたす。男おとこは肉にくを確かく認にんして、一ひとつ頷うなずいた。初はじめての事ことなのでドキドキと心しん臓ぞうがうるさい。


「鮮せん度どがいいな、いいぞ。この量りょうだと一〇〇ダルだな」


近ちかくに売うっていた、干ほし肉にくの値ね段だんを見みる。私わたしの食しょく料りょうの五いつ日か分ぶんの干ほし肉にくが、一〇〇ダルぐらいか。そんなモノだろう。


「それで、お願ねがいします」


「はいよ」


手ての中なかに一〇〇ダルが乗のる。初はじめてお金かねを手てにして、ちょっと感かん動どうする。


「また、捕つかまえたらよろしくな。最さい近きんは大おお物もの狙ねらいが多おおくてな。野のネズミを持もってくる奴やつは少すくないんだ」


一ひとつ頭あたまを下さげて店みせを出でる。落おとさないように、腰こしに括くくり付つけたバッグにお金かねをしまう。腰こしひもをくくり直なおして、村むらから出でて森もりに入はいる。


「やった！」


自じ分ぶんでお金かねを稼かせげた事ことに、顔かおがにやける。私わたしのスキルでは仕し事ごとには就つけない。大たい変へんだけど、狩かりをしてお肉にくを売うれば、生せい活かつが出で来きるかもしれない。ほんの少すこしだけど、未み来らいを想そう像ぞう出で来きる事ことがうれしい。


「野のネズミを狩かって、もう少すこしだけお金かねを稼かせいでから移い動どうしようかな」


森もりの中なかに、寝ね床どこにちょうど良よい木きを見みつける。寝ね床どこに出で来きるかどうか、周まわりを確かく認にんしていく。木きの周まわりに残のこされた魔ま物ものの痕こん跡せきを調しらべる。もう一いち度ど気け配はいを探さぐってみるが、危き険けんを感かんじるような気け配はいはない。今日きょうはいい気き分ぶんで、寝ねる事ことが出で来きそうだ。
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罠わなを確かく認にんする。野のネズミが二に匹ひき。今日きょうは、全ぜん部ぶで五ご匹ひきの野のネズミを捕つかまえる事ことが出で来きた。


この村むらでは牙きばイノシシを狩かる事ことが出で来きると聞きいた。そちらの方ほうが稼かせぎが良よいので、野のネズミを狩かる人ひとは少すくない。牙きばイノシシが暴あばれると野のネズミが逃にげる。その逃にげ道みちを見みつけてしまえば、あとは罠わなを張はるだけ。最さい初しょの予よ定ていでは、一いち日にちに二に～三さん匹びきの狩かりが出で来きるように罠わなを張はった。でも、それ以い上じょうの野のネズミを狩かる事ことに成せい功こうしている。三みっ日かだけで、狩かった数かずは二四匹ひき。かなりうれしい状じょう態たいだ。


全すべての解かい体たいを済すませて、バナの葉はで綺き麗れいに包つつむ。見みた目めだって大たい切せつと前まえの私わたしが言いっている。本ほん当とうだろうか？　よく分わからない。


村むらに入はいって、村むら人びとに変へん化かがないかを確たしかめる。これは意い外がいに重じゅう要ような事ことなのだ。村むら人びとが慌あわただしい時ときは、村むらに何なにか事じ件けんが起おこった時とき、また手てにおえない魔ま物ものが現あらわれた時ときなどだ。周まわりを異い様ように気きにする時ときは、お尋たずねモノの情じょう報ほうが回まわった時ときで意い外がいに分わかりやすい。今日きょうは、いつもより村むら人びとに活かっ気きがあって賑にぎわっているように見みえる。何なにかあったのだろうか？　警けい戒かいをしながら、買かい取とりをしてくれている肉にく屋やを目め指ざす。


「お、今日きょうも野のネズミか？」


「はい、大だい丈じょう夫ぶでしょうか？」


「あぁ、問もん題だいない。収しゅう穫かくが終おわったから、今こん週しゅう末まつには行ぎょう商しょうの奴やつらが一いっ気きに移い動どうするんだ。干ほし肉にくの需じゅ要ようが一いっ気きに上あがるんだが、村むらの奴やつらがな……」


「？」


「牙きばイノシシが少すこし増ふえて、狩かりやすくなったって言いって、みんなそっちに行いきやがった」


なるほど、誰だれも狩からないから私わたしでもいっぱい狩かる事ことが出で来きたのか。


「しかも、昨日きのうは森もりの中なかに牙きばイノシシの集しゅう団だんを見みたとか。今いま、人ひとを集あつめているんじゃないか？」


先さきほどの賑にぎわいはそのためか。牙きばイノシシが集しゅう団だんでいるなら、森もりの中なかは危き険けんかもしれない。今日きょうの寝ね床どこを考かんがえないと。


「はい、お金かね。狩かるやつがいないからな、少すこしだが買かい値ねを上あげたんで、五五〇ダルだ」


「ありがとうございます」


初しょ日にちを合あわせると、全ぜん部ぶで二五五〇ダルを稼かせいだ。そろそろ次つぎの村むらに移い動どうする頃ころ合あいだろう。


しかし、肉にく屋やの干ほし肉にくを見みる。値ね段だんが上あがっている。需じゅ要ようがあるなら仕し方かたがないが、値ね上あがりの前まえに買かっておけばよかった。


「ん？　もしかして干ほし肉にくが欲ほしいのか？」


「はい、そろそろ次つぎの村むらに行いこうかと」


「そうか……世せ話わになった礼れいだ。ちょっと待まっていろ」


店みせの亭てい主しゅが奥おくから何なにかを持もってくる。


「干ほし肉にくの端は切ぎれだ。これだったら一〇〇ダルでいいぞ」


受うけ取とってみてみる。確たしかに干ほし肉にくの端は切ぎれだが、量りょうはかなり多おおい。これだと一〇日か分ぶんは賄まかなえる。


「ありがとうございます」


一〇〇ダルを渡わたして、もう一いち度どお辞じ儀ぎをして肉にく屋やを出でる。少すこし考かんがえて、人ひとが賑にぎわうほうへと歩あるいていく。牙きばイノシシがどのあたりに集しゅう団だんでいたのか、情じょう報ほうが欲ほしい。その情じょう報ほうを基もとに、森もりの中なかをどの方ほう向こうに進すすめば安あん全ぜんかを検けん討とうしよう。
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最さい後ごに仕し掛かけておいた罠わなを回かい収しゅうする。中なかには野のネズミが二に匹ひき。今日きょうの夕ゆう飯はんは豪ごう勢せいだ。


村むらで集あつめた情じょう報ほうを基もとに、旅たび立だつのは明あ日すの昼ひる前まえにした。どうやら今こん夜や、森もりの中なかで大だい規き模ぼな狩かりが行おこなわれるらしい。上う手まくいけば、牙きばイノシシの数かずが減へってくれるかもしれない。牙きばイノシシは気き性しょうが荒あらく危き険けんなのだ。森もりの中なかで襲おそわれたら、私わたしでは危あぶない。


いつものように素す早ばやく解かい体たいを終おわらせて、その場ばを離はなれる。何なにかの気け配はいが近ちかづいていたが、解かい体たいのゴミが足あし止どめをしてくれるだろう。少すこし急いそぎ足あしで、見みつけておいた村むらの捨すて場ばに向むかう。


旅たび立だつならば準じゅん備びが必ひつ要ようだ。商しょう人にんや冒ぼう険けん者しゃの姿すがたがあったので予よ想そうはしていたが、この村むらの捨すて場ばは広ひろい。数すう本ほんのポーションを発はっ見けん、色いろを確たしかめてバッグに入いれる。破やぶれたバッグから、折おりたたまれた紙かみが見みえる。手てに取とって、内ない容ようを確かく認にんする。簡かん単たんに書かかれた地ち図ずのようだ。私わたしが生うまれた村むらも載のっている。


これは大だい収しゅう穫かくだ！


私わたしは生うまれた村むら以い外がいの村むらの名な前まえをほとんど知しらない。またどれだけ歩あるけば村むらにたどり着つくのかも、分わからない状じょう態たいだった。この地ち図ずが、どれほど正せい確かくなのかは分わからないが、役やくには立たつだろう。他ほかには……数すう着ちゃくの服ふくを発はっ見けん。大おおきさを見みて、汚よごれを確かく認にんしてバッグに入いれる。持もってきたマジックバッグの中なかから、要いらない物ものを捨すてる。荷に物もつが増ふえるので、これは仕し方かたがないのだ。


捨すて場ばを後あとにして村むらのある方ほう向こうへと歩あるき出だす。大だい規き模ぼな狩かりの日ひに、森もりの中なかにいるのは危き険けんすぎる。今日きょうは村むらで一ひと晩ばんを過すごそう。


狩かりに参さん加かする人ひとたちが、村むらの中ちゅう心しんに集あつまっている。かなりの数かずが参さん加かするようだ。村むらの中ちゅう心しんから少すこし離はなれたところにある、冒ぼう険けん者しゃたちが寝ね泊とまりしている広ひろ場ばを探さがす。お金かねのない冒ぼう険けん者しゃのために、村むらが広ひろ場ばを開かい放ほうしているらしい。その広ひろ場ばには簡かん易い調ちょう理り場ばもあるらしいので、私わたしには大たい変へん助たすかる場ば所しょだ。少すこし広ひろめの空くう間かんを見みつけた。テントが張はってあるので、ここで間ま違ちがいないようだ。もっと賑にぎわっているかと想そう像ぞうしたが、冒ぼう険けん者しゃたちは牙きばイノシシの狩かりに行いったようだ。稼かせぎどころだから当あたり前まえか。


広ひろ場ばに入はいると調ちょう理り場ばがあったので、早さっ速そく夕ゆう飯はん作づくりをする事ことにした。私わたしは魔ま力りょくの量りょうが少すくないので、調ちょう理りなどで魔ま法ほうを使つかいたくない。この広ひろ場ばの調ちょう理り場ばには、火ひを熾おこす魔ま石せきがあったので便べん利りだ。解かい体たいした野のネズミを適てき度どな大おおきさに切きって焼やいていく。焼やいた一いっ匹ぴき分ぶんはバナの葉はで包つつむ。もう一いっ匹ぴき分ぶんが今日きょうの夕ゆう飯はんだ。捨すて場ばで拾ひろった地ち図ずを確かく認にんしながら、ちょっと豪ごう華かな夕ゆう飯はんを満まん喫きつする。とりあえず今いまいる場ば所しょの名な前まえを確かく認にんしよう。


私わたしの生うまれた村むらはラトミ。地ち図ずで確かく認にんすると、ずいぶんと町まちから離はなれたところにあった。村むらには入はいらなかったが隣となりがラトフで、その次つぎの村むらがラトネ。おそらくこの村むらの事ことだろう。次つぎの目もく標ひょうの村むらがラトトだ。今いままでより、地ち図ずによれば近ちかいようだが……。誰だれが捨すてた地ち図ずなのか分わからない以い上じょう、信しん用ようしすぎないようにしよう。


久ひさしぶりに文も字じを見みて、占うらない師しを思おもい出だした。簡かん単たんな文も字じは読よめても、すべての文も字じを読よむ事ことが出で来きなかった私わたし。それを知しった占うらない師しは、必かならず必ひつ要ようになると文も字じの読よみ方かた、書かき方かた、簡かん単たんな計けい算さんを教おしえてくれた。あの穏おだやかな顔かおに、もう一いち度ど会あいたいな。
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移い動どうを開かい始しする時じ間かんがゆっくりなので、朝あさはのんびりと過すごす事ことが出で来きた。久ひさ々びさに警けい戒かいを少すこし緩ゆるめて寝ねる事ことが出で来きたので、随ずい分ぶんと体からだが軽かるく感かんじる。広ひろ場ばが開かい放ほうされていたら、利り用ようした方ほうが体からだにはいいかもしれない。旅たびの疲つかれで注ちゅう意い力りょくが落おちるのが、一いち番ばん怖こわい。


広ひろ場ばから村むらの中ちゅう心しんに向むかいながら、村むらの様よう子すを確たしかめる。どうやら大だい規き模ぼな狩かりは成せい功こうしたようだ。朝あさから村むらの男おとこ衆しゅうが、お酒さけ臭くさい。冒ぼう険けん者しゃたちが集あつまる店みせからも、賑にぎやかな声こえが聞きこえてくる。どれほどの数かずが狩かられたのかは不ふ明めいだが、森もりの移い動どうが少すこしは安あん全ぜんになるかもしれない。もちろん警けい戒かいは必ひつ要ようだけど。


お昼ひるより少すこし前まえの時じ間かんに村むらから出でる。生うまれた村むら、ラトミからは随ずい分ぶんと離はなれたので、もう村そん道どうを歩あるいても見みつからないだろう。この村むらまで時じ間かんをかけて追おうほどの価か値ちは、私わたしにはないはずだ。それに牙きばイノシシが、まだ森もりに潜ひそんでいる可か能のう性せいがある。安あん全ぜんを考かんがえても村そん道どうだ。


村むらを出でる時ときに、集しゅう会かい所じょだろう建たて物ものの前まえを通とおったが、討とう伐ばつされた牙きばイノシシが転ころがっていた。本ほんで読よんで知ち識しきとしてはあったが、想そう像ぞう以い上じょうにデカかった。あんなのが、ぶつかってきたらと考かんがえると恐おそろしい。村そん道どうでも運うんが悪わるければ遭そう遇ぐうするので、緊きん張ちょうしながら村むらから離はなれる。この村むらからの村そん道どうは、前まえの村むらに比くらべると踏ふみ固かためられている。それだけ頻ひん繁ぱんに、人ひとの出で入いりがあるという事ことだろう。随ずい分ぶんと賑にぎわいのある村むらだった。


そう言いえば、お肉にく屋やさんの亭てい主しゅは、私わたしが訳わけありだと気きが付ついていたんだろうな。見みた目めからして一〇歳さい以い下かの子こ供どもが、一ひと人りで肉にくを売うりに行いく事ことはまずない。それを何なにも聞きかず、おそらく他ほかの冒ぼう険けん者しゃと同おなじ金きん額がくで肉にくを買かってくれたと思おもう。


……ちゃんとお礼れいを言いえばよかった。






ラトネを出でて三みっ日か目め。


水みずの音おとに耳みみを澄すましながら、飲のみ水みずの確かく保ほへ向むかう。その間あいだにも、森もりの木きを確かく認にんしながら食たべられる実みを探さがす。川かわの近ちかくの方ほうが、食たべられる果くだ物ものが多おおい事ことに気きが付ついたからだ。川かわへ着つくまでに数すう個この果くだ物ものを確かく保ほ出で来きた。


川かわで竹たけ筒づつに水みずを補ほ充じゅうして、マジックバッグに入いれる。来きた道みちを戻もどろうとすると、草くさ陰かげからスライムが現あらわれた。緑みどり色いろをした、角かどの丸まるい三さん角かっ形けいをした一いっ般ぱん的てきな雫しずく形がたのスライムが。……テイムされていないスライムは魔ま物ものだ。


正しょう直じき怖こわい。


この世せ界かいのスライムは可か愛わいらしさが無ないらしい。これは前まえの私わたしの意い見けんだ。魔ま物ものに可か愛わいらしさを求もとめる前まえの私わたしは、頭あたまが悪わるいのかもしれない。


それよりも、逃にげる事ことを考かんがえないと……。スライムは弱よわいと言いうが、体たい当あたりと粘ねん液えき弾だんという物ものを撃うってくる。私わたしは攻こう撃げき魔ま法ほうも防ぼう御ぎょ魔ま法ほうも使つかえない。剣けんは確たしかに持もっているが、スライムに剣けんは効ききにくい。一いち番ばん安あん全ぜんなのは逃にげる事ことだ。スライムが出でてきた草くさむらを避さけるように、走はしって村そん道どうに戻もどる。村そん道どうから周まわりの気け配はいを調しらべるが、追おって来きてはいないようだ。動うごきが鈍にぶいスライムでよかった。


魔ま力りょくの量りょうが多おおければ、生せい活かつ魔ま法ほうの火ひでスライムを仕し留とめる事ことが出で来きると聞きいた。でも私わたしの魔ま力りょくの量りょうはものすごく少すくない。


この世せ界かいでは日にち常じょう生せい活かつで魔ま法ほうを少すこし使つかう。生せい活かつ魔ま法ほうと言いわれるモノで、火ひを熾おこしたり、水みずを出だしたり、汚よごれを落おとしたり。この三みっつは特とくに誰だれでも使つかえる魔ま法ほうと言いわれている。


もちろん私わたしも使つかう事ことが出で来きるが、私わたしは使つかえないのだ。原げん因いんは魔ま力りょくの量りょう。私わたしの持もっている魔ま力りょくの量りょうが極きょく端たんに少すくなすぎるため、使つかう事ことが出で来きない。


生せい活かつ魔ま法ほうは人ひとによって使つかえる回かい数すうが違ちがう。その違ちがいは、持もっている魔ま力りょくの量りょうで決きまる。


五ご歳さいあたりから生せい活かつ魔ま法ほうを使つかって、魔ま力りょくの量りょうを増ふやして日にち常じょうで困こまらないように訓くん練れんをしていくのが一いっ般ぱん的てきだ。


だが、私わたしの場ば合あいは、どんなに生せい活かつ魔ま法ほうを使つかっても増ふえる事ことは無なかった。もしかしたら少すこしは増ふえたのかもしれないが、微び々びたるもので分わからない程てい度どだ。


私わたしの魔ま力りょくの量りょうでは火ひの魔ま法ほうを一いっ回かい使つかえばほぼ〇になる。森もりの中なかで魔ま力りょくが〇になれば、気け配はいを読よむ事ことが出で来きなくなる。気け配はいを読よむのに魔ま力りょくは使つかわないが、魔ま力りょく量りょうが〇になると身しん体たい能のう力りょくが低てい下かする。森もりの中なかでそれは命いのち取とりだ。


何なにかと戦たたかえば魔ま力りょくが必ひつ要ようとなるかもしれない。その時ときはよくても、私わたしには次つぎが無ない。だからどんなに弱よわいと言いわれるスライムでも、戦たたかう事ことは出で来きない。逃にげるだけだ。
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最さい初しょに出で会あったスライムから、ラトト村むらへ向むかう道みちすがら沢たく山さんのスライムに出でくわした。ラトト村むらへ向むかう村そん道どう付ふ近きんには、スライムが大たい量りょうに発はっ生せいするようだ。情じょう報ほう収しゅう集しゅうの時ときには、そんな事ことは聞きかなかったが、弱よわいスライムの情じょう報ほうはそれほど流ながれないのかもしれない。それにしても、逃にげるのに疲つかれた。もうそろそろ次つぎの村むらに着つく頃ころだと思おもうのだが。


やばい、水みずが切きれた。何ど処こかで水みずの補ほ充じゅうをしなければ。まだ村むらが何ど処こにあるのかが、分わかっていない。もしも、この場ば所しょから遠とおかった時ときの事ことを考かんがえると、補ほ充じゅうは必ひつ要ようだ。耳みみを澄すますと微かすかにだが水みずの音おとが聞きこえる。少すこし遠とおいようだが仕し方かたがない。森もりの中なかに入はいって、水みずの音おとが聞きこえる方ほう向こうへと足あしを進すすめる。


「わ～……すごい」


水みずの音おとに導みちびかれて着ついた場ば所しょには、少すこし大おおきめの湖みずうみがあった。湖みずうみの水すい面めんには見みた事ことのない花はながいっぱい咲さいている。名な前まえは知しらないが、水すい面めんに大おおきな葉はっぱが浮うかび、葉はの間あいだの水すい中ちゅうから少すこし茎くきが伸のび、その先さきに少すこし大おおきめの白しろや薄うすピンクの花はなが揺ゆれている。少すこしの間あいだ、花はなに見み惚とれてしまった。気きが付ついて、慌あわてて周まわりを見み回まわして異い変へんがないかを確かく認にんする。森もりの中なかで気きを抜ぬくのは駄だ目めだと言いうのに……。


湖みずうみにそそぐ川かわを見みつけて、竹たけ筒づつに水みずを補ほ充じゅうする。もう少すこし竹たけ筒づつを確かく保ほできたらいいのだけど、竹たけ筒づつなんてほとんどの人ひとは使つかわないし。捨すてられている物ものは割われてしまっている。何ど処こかで竹たけを見みつけたら、自じ分ぶんで作つくってみようかな。


村そん道どうへ戻もどるために、森もりの中なかに付つけておいた印しるしを捜さがす。付つけた印しるしは緑みどりの細ほそい紐ひもだ。紐ひもを回かい収しゅうしながら村そん道どうへと戻もどる。


「……なにこれ」


もう少すこしで村そん道どうへ戻もどれるという場ば所しょに、不ふ思し議ぎな生いき物ものがいた。パッと見みてスライムだと思おもったのだが、違ちがうような。体からだは、なんだかスライムを横よこに伸のばしたような……。色いろは半はん透とう明めいの青あおい色いろ、目めは……魔ま物ものだと思おもうが愛あい嬌きょうがある。


「……可か愛わいい」







    
  
  




……魔ま物ものなのに可か愛わいいと思おもってしまった。これでは、前まえの私わたしを馬ば鹿かに出で来きない。だが、なんだかこの崩くずれたような体からだのスライムもどきは可か愛わいいのだ。スライムもどきはこちらをじっと見みつめている。……スライムもどき？　崩くずれた……魔ま物もの一いち覧らん本ぼんのスライムの項こう目もくで見みた覚おぼえがあるな。


「思おもい出だした……崩くずれスライム？」


名な前まえのないレアスライムがいると、本ほんに載のっていた。最さい弱じゃくスライムと言いわれたり、見みた目めから崩くずれスライムと呼よばれるレアスライムだ。レアと言いえば強つよいほうを想そう像ぞうするけど唯ゆい一いつ、魔ま物ものの中なかで弱よわいレアだ。


「確たしか、風かぜが強つよく吹ふいても消きえちゃうんだったっけ？」


私わたしと一いっ緒しょで最さい弱じゃくらしい、でも最さい弱じゃくとは言いいたくないから崩くずれスライムと呼よぼう！　ちょっと親しん近きん感かんがわく。見みていると髪かみを揺ゆらす程てい度どの風かぜが吹ふいた。目めの前まえの崩くずれスライムがその風かぜにコロコロと転ころがった。


「……本ほん当とうに弱よわいんだね」
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転ころがり、うつ伏ぶせの状じょう態たいで、止とまった崩くずれスライム。しばらく待まつが、顔かおを上あげようとしない。……まさか、元もとに戻もどれないのか？　どうしていいか分わからず、もうしばらく待まってみるが、いつまでたっても上うえを向むかない。ただ、少すこしプルプルと震ふるえていて哀あい愁しゅうが漂ただよっている……。……可か哀わい想そうだと思おもうが、可か愛わいいとも思おもってしまう。


だが、現げん状じょうではどうしようも無ないので体からだの向むきを上うえに向むけようと、手てを差さし伸のべる。が、崩くずれスライムについての本ほんの一いち文ぶんを思おもい出だして、手てが止とまる。


《レアの最さい弱じゃくスライムは突つくと消きえてしまうほどに弱よわく》


読よんだ時ときは、まさかそれほどに弱よわい魔ま物ものなんてっ、と思おもったが。目めの前まえには、うつ伏ぶせの状じょう態たいで起おき上あがる気け配はいのない崩くずれスライム。


……本ほん当とうかもしれない。


どうしよう、触さわったら消きえてしまうかな？　でも、突つくわけではないし。そーっとそーっと包つつみ込こむように、下したになった体からだの向むきを前まえを向むくように変かえてみる。


……緊きん張ちょうした。


見みるとなぜかプルプルと震ふるえている……え！　まさか消きえる？　消きえてしまうのか？　ドキドキと様よう子すを見みるが、しばらくすると止とまった。はぁ～。


「アハハ、何なにやっているんだろう、私わたし」


崩くずれスライムは私わたしをじっと見みつめている。正しょう直じき、離はなれがたい。……テイム出で来きるかな？　最さい弱じゃくと言いわれるスライム、最さい弱じゃくで星ほしなしの私わたし。お似に合あいかも。


テイム方ほう法ほうは本ほんで読よんだ。だが、実じっ際さいに私わたしがテイムする事ことはないと思おもったので、しっかりと読よんではいない。目めの前まえの崩くずれスライムは、失しっ敗ぱいしたら消きえてしまいそうだ。


マジックバッグから本ほんを出だして、テイム方ほう法ほうを探さがす。本ほんによれば、魔ま力りょくを少すこし渡わたし魔ま物ものが受うけ入いれたら光ひかりが現あらわれるので、その状じょう態たいの時ときに私わたしの名な前まえを告つげて次つぎに魔ま物ものに名な前まえを付つける方ほう法ほうと、力ちからでねじ伏ふせて宣せん言げんをする方ほう法ほうがあるようだ。後こう者しゃは星ほしが三みっつ以い上じょうの場ば合あいに、推すい奨しょうされているテイム方ほう法ほうらしい、私わたしには一いっ切さい関かん係けいが無ないな。どちらも成せい功こうしたら、印しるしが現あらわれると書かかれている。


魔ま力りょくを少すこし渡わたす……少すこしぐらいなら大だい丈じょう夫ぶかな？　ちょっとだけだし。崩くずれスライムを見みる。じっと私わたしを見みつめている。


「ちょっとだけだし」


周まわりの気け配はいを調しらべる。こちらに近ちかづいてくる気け配はいは感かんじない。大だい丈じょう夫ぶと自じ分ぶんに言いい聞きかせて、崩くずれスライムの前まえに膝ひざをつく。


右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびの先さきに、ほんの少すこしだけ魔ま力りょくを籠こめて、指ゆび先さきを崩くずれスライムに近ちかづける。ドキドキと心しん臓ぞうがうるさい。拒きょ否ひをされたら、それで終おわってしまう。崩くずれスライムはプルプルと震ふるえながら、近ちかづいた指ゆび先さきに体からだをこすりつけた。ふっと指ゆび先さきから魔ま力りょくが移い動どうするのを感かんじた。すぐに指ゆびを離はなして崩くずれスライムを見みる。


プルプル、プルプル。


微かすかに光ひかりに覆おおわれたので、どうやら魔ま力りょくを受うけ取とってくれたみたいだ。次つぎは私わたしの名な前まえを告つげて、最さい後ごに崩くずれスライムに名な前まえを与あたえると……。


私わたしの名な前まえ。親おやに取とり上あげられた名な前まえではない。村むらを出でた時ときから考かんがえてきた名な前まえ。踏ふまれても強つよく生いきていけるように《アイビー》と自じ分ぶんで付つけた。


前まえの私わたしの記き憶おくから、引ひっ張ぱり出だした名な前まえだ。踏ふまれても丈じょう夫ぶに生いきる植しょく物ぶつの名な前まえらしい。


で、崩くずれスライムの名な前まえは……え～っと、青あおい色いろだからアオ？　ブルー？　何なにかもっと……考かんがえながら上うえを向むくと綺き麗れいな青あお空ぞらが見みえる。あっ……ソラ、ソラにしよう！　よし！


「私わたしはアイビー、君きみはソラだ！」


プルプルした体からだがちょっと激はげしく動うごいて。消きえないかドキドキしながら見みていると、崩くずれスライムの額ひたいとおぼしき部ぶ分ぶんに小ちいさな模も様ようが現あらわれた。この模も様ようがテイムされた印しるしなのだろう。よかった、成せい功こうした！
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目めの前まえでプルプルしているソラに一ひと安あん心しん。消きえなくてよかったと思おもった時ときに、崩くずれスライムには一いち日にちしか寿じゅ命みょうがないと、本ほんに書かいてあった事ことを思おもい出だした……。


明日あしたになったら消きえちゃうの？　不ふ安あんを感かんじてソラを見みると、ソラも私わたしを見みている。なぜか見みつめあって数すう分ふん。……何なにをしているのだろう？


もう一いち度ど、ソラの事ことについて本ほんで確たしかめてみる。


［最さい弱じゃくスライムと言いわれるレアスライムは、ほぼ一いち日にちで消きえる事ことが確かく認にんされている］とある。ただ、［このスライムについては未み知ちな事ことも多おおい］とも書かいてあった。


……つまりは、分わからないという事ことだろうか？　それだったら、大だい丈じょう夫ぶだと信しんじよう。せっかく仲なか間まになれたのに、消きえてしまうなんて悲かなしすぎる。……きっと大だい丈じょう夫ぶ。


ソラは私わたしを見みつめたまま、プルプルと震ふるえはじめた。何なにかを訴うったえているような気きがするけど……分わからない。テイムした魔ま物ものとは、意い思しの疎そ通つうが出で来きると書かいてあったけれど。……ごめんね、分わからない。


そっと抱かかえるように持もち上あげると、村むらを目め指ざすため村そん道どうへと戻もどる。いつまでも、ここにいてもしょうがない。村むらを目め指ざしながら、これからの事ことを考かんがえる。テイム出で来きた興こう奮ふんが落おち着ついてくると、問もん題だいがある事ことに気きが付ついた。


崩くずれスライムは弱よわすぎてテイム出で来きないと、本ほんに載のっている。それがテイムされていたら、どう思おもわれるだろう？……とりあえず、ソラの事ことは見みられないようにしよう。普ふ通つうのスライムとは見みた目めが違ちがうから、ばれる可か能のう性せいが高たかい。……もしかして、新あたらしい仲なか間まは問もん題だいだらけ？


進すすめていた足あしを止とめる。人ひとの声こえが聞きこえたような気きがした。耳みみを澄すませると、複ふく数すうの人ひとの話はなし声ごえが聞きこえる。どうやら村むらが近ちかいようだ。いつもより気きが付つくのが遅おくれた。他ほかの事ことに、気きを取とられていた。気きを付つけないと。


腕うでの中なかにいるソラを見みる。どうしようかな。森もりの中なかに置おいていくなんて出で来きないし。悩なやみながら村むらに近ちかづくと、人ひとの気け配はいが近ちかづいてくるのが分わかった。


やばいと思おもって、マジックバッグにソラを入いれる。すぐに三さん人にんの冒ぼう険けん者しゃが森もりから姿すがたを現あらわす。狩かりでもしてきたのだろう、少すこし大おおきいヘビを手てで持もっている。なぜか解かい体たいもせずに、急いそぎ足あしでラトト村むらへと向むかうようだ。ゆっくり歩あるきながら、彼かれらの姿すがたが見みえなくなるのを待まった。ホッとした瞬しゅん間かん。


「あっ、マジックバッグに入いれちゃった！」


ソラを入いれたマジックバッグを見みつめる。正せい規き版ばんも劣れっ化か版ばんも、生いき物ものはマジックバッグには入はいらないと聞きいている。入いれようとすると弾はじき飛とばされるのだ。周まわりを見みるがソラの姿すがたはない。


……もしかして消きえちゃった？


急いそいで、森もりへ入はいって村そん道どうから離はなれる。周まわりを確かく認にんして気け配はいがない事ことを確たしかめながら、倒たおれた木きの上うえにバッグを置おく。一ひとつ深しん呼こ吸きゅうをして、バッグに手てを入いれてソラを捜さがす。すぐに手ての上うえに少すこし冷つめたいモノが乗のった。


…よかった。


手てを引ひき出だすと、ソラがプルプルと震ふるえている。はぁ～、全ぜん身しんから力ちからが抜ぬけて、その場ばに座すわり込こんでしまう。ソラはどういうわけか、マジックバッグに入いれても大だい丈じょう夫ぶなようだ。知しられていないだけで劣れっ化か版ばんの中なかには、大だい丈じょう夫ぶなモノがあったのかもしれない。


あっ、そうか！


バッグに入いれられたら、一いっ緒しょにいる事ことが出で来きるし、見みられる事こともない。思おもいがけず分わかった事ことだけど、これで悩なやみが解かい決けつした。解かい決けつ……なんだけど……えっと。


「ごめんね、ソラ。ゴミ用ようのバッグに入いれちゃって」


そう、とっさにソラを入いれたのはゴミを溜ためていたバッグ。確たしか変へん色しょくしたポーションとか破やぶれてしまった服ふくとかが入はいっていたはず。


「ごめんね」
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今こん度どこそ、ラトト村むらに行いこうと森もりを移い動どうすると、村むらの捨すて場ばを見みつけた。ちょうどいいので、要いらない物ものを捨すてて行いく事ことにする。ここに来くるまでに、気き温おんが少すこし上あがって、ポーションの色いろの変へん色しょくが早はやい。特とくに傷きずを癒いやすポーションと痛いたみを軽けい減げんするポーションがよく変へん色しょくする。


ソラを捨すて場ばから見みえる岩いわの近ちかくに置おいて、捨すて場ばに足あしを踏ふみ入いれる。ゴミ入いれ専せん用ようのマジックバッグから、ゴミを出だしていくが、


「……あれ？」


出でてきたゴミの中なかに青あお色いろ系けいのポーションが見みあたらない。変へん色しょくして白しろく濁にごったり、黒くろく濁にごったりしたポーションなのだが……。マジックバッグをひっくり返かえすが、やはり出でてこない。バッグの中なか身みを覗のぞいて手てを入いれてみるが、やはり無ない。青あお色いろ系けいは傷きずを癒いやすポーションなのだが、この村むらに来くるまでに、多おおくが変へん色しょくしてしまった。


「おかしいな」


バッグの底そこに穴あなが開あいていないかを確たしかめても問もん題だいはない。他ほかのゴミはあったのだから当あたり前まえだが……。逆さかさにしてパタパタしてみるが、やはり何なにも出でてこない。記き憶おくでは一三本ぼんのポーションがゴミになったはずだ。……どこに行いったのだろう？


捜さがしても無ないので諦あきらめて、補ほ充じゅう出で来きるポーションを探さがす。青あお系けいの傷きずが癒いえるポーションと緑みどり系けいの痛いたみが消きえるポーションは多おおめに欲ほしい。


劣れっ化か版ばんは暑あつさに弱よわく、この二ふたつの種しゅ類るいはすぐに変へん色しょくしてしまう。だが、森もりの中なかで一いち番ばん多おおく使つかうので、なるべく量りょうを確かく保ほしておきたい。捨すて場ばを見みて回まわり、ポーションをマジックバッグに入いれていく。ある程てい度ど拾ひろった事ことを確たしかめてから、ソラの元もとに戻もどる。


「ごめん、お待またせ」


ソラはプルプルしながら風かぜに転ころがっていた。……もう少すこし安あん全ぜんな場ば所しょを探さがせばよかったかな。抱だき上あげて、ラトト村むらを目め指ざす。人ひとの気け配はいが近ちかづいてきたところで、ソラをマジックバッグに……。


「しまった、ポーションが」


多おおめに確かく保ほしたポーションがマジックバッグに入はいっている。他ほかのバッグも似にたような状じょう態たいだ。空からなのはごみ専せん用ようのバッグ……これは駄だ目め。ソラを見みる。


「ごめんね、ちょっとだけ辛しん抱ぼうしてね」


今日きょうは村むらの様よう子すと、この村むら周しゅう辺へんの情じょう報ほうを調しらべに来きただけなので、すぐに村むらを出でる予よ定ていだ。ものすごく迷まよったが、ポーションが入はいっているバッグにソラを入いれた。早はやくソラ用ようのバッグを準じゅん備びしよう。


ラトト村むらに入はいって、すぐに冒ぼう険けん者しゃが集あつまっている場ば所しょを探さがしながら、村むらの様よう子すを調しらべる。村むらの様よう子すから、この村むら周しゅう辺へんで何なにか大おおきな問もん題だいが起おきている事ことはなさそうだ。


あとは森もりの中なかの情じょう報ほうだ。魔ま物ものや人ひとを襲おそう動どう物ぶつの事ことなら、冒ぼう険けん者しゃの話はなしが一いち番ばんだ。村むらの中ちゅう心しんには酒さか場ばがあり、冒ぼう険けん者しゃが集あつまっている店みせも多おおくある。こういうところでは、彼かれらは狩かってきた魔ま物ものや動どう物ぶつの事ことを自じ慢まんげに話はなすので、森もりの様よう子すが分わかりやすい。


一いち番ばん情じょう報ほうが集あつまるのは夕ゆう方がただ、ほろ酔よい気き分ぶんの時ときの話はなしが一いち番ばん信しん用ようが出で来きる。それ以い上じょうになると、話はなしを盛もり始はじめるので意い味みがない。


ゆっくりと道みちを歩あるきながら、彼かれらの声こえを拾ひろっていく。彼かれらの話はなしから分わかった事ことは、この村むらの近ちかくの森もりは比ひ較かく的てき安あん全ぜんという事ことだ。


よかった、ソラをバッグから出だしてあげられる。


ただし、気きになる話はなしも耳みみにした。ヘビの魔ま物ものが増ふえている兆きざしがあるようだ。村むらから討とう伐ばつ依い頼らいが出でる可か能のう性せいがあると言いっていた。場ば所しょ的てきには、次つぎの村むらに向むかう村そん道どうのようだ。これは少すこしこの村むらに居いて、様よう子すを見みた方ほうがいいのだろうか。あとは……狩かりをしてお金かねを稼かせぎたいな。野のネズミが多おおくいれば、私わたしでも狩かれると思おもう。
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村むらを出でる前まえに、肉にく屋やを探さがす。一いっ軒けんの肉にく屋やに入はいると、恰かっ幅ぷくの良よいおじさんが笑え顔がおで対たい応おうしてくれた。干ほし肉にくはあったのだが……一〇〇ダルで値ね段だんは変かわらないのに量りょうが少すこし少すくない。


「ヘビの野や郎ろうのおかげで、野のネズミが減へっているから少すこし高こう騰とうしている、悪わるいな」


干ほし肉にくを持もって少すこし迷まよっていたからだろう、値ね段だんが上あがっている理り由ゆうを教おしえてもらえた。


「ありがとうございます。野のネズミを狩かってきたら、買かい取とりをしていただけますか？」


「そりゃ、こっちはありがたいが。野のネズミを狙ねらうとヘビがくっついてくるぞ」


「……そうなんですか？」


「あぁ、狩かりに行いった奴やつらが、野のネズミの巣すを狙ねらうとヘビが絶ぜっ対たい出でやがるって騒さわいでいたからな」


「なるほど……ありがとうございます」


「いや、でも野のネズミが狩かれたらよろしくな！」


干ほし肉にくを一ひとつ購こう入にゅうして、店みせを出でる。


ヘビとはおそらく問もん題だいになっている、ヘビの魔ま物ものの事ことだろう。次つぎの村むらにつながる村そん道どうに、発はっ生せいしているという話はなしだったけれど、もっと広こう範はん囲いに広ひろがっているのだろうか？　少すこし自じ分ぶんの目めで、森もりを調しらべてみようかな。


そういえば、一ひと口くちにヘビの魔ま物ものって言いっても、どの種しゅ類るいの事ことだろう？　魔ま力りょくを含ふくむ毒どくを持もっているのか、魔ま法ほうを放はなてるのか……魔ま法ほうだったら即そっ刻こく逃にげよう。


野のネズミを狩かれないかな？　私わたしの狩かりは野のネズミが逃にげてくるところに、罠わなを張はるものだ。ヘビが一いっ緒しょに罠わなにかかってしまうのだろうか？　一いち度ど試ためして無む理りなら、他ほかを考かんがえるしかないかもしれない。……そういえば、ヘビの買かい取とりはしてもらえるのだろうか？　聞きき忘わすれてしまった。


村むらを出でて森もりを歩あるくが、ヘビらしき気け配はいは感かんじない。やはり居いる場ば所しょは、まだ限げん定ていされているのだろうか？　周まわりを警けい戒かいしながら、捨すて場ばの近ちかくに見みつけておいた、幹みきが大おおきく乗のりやすそうな木きを目め指ざす。


辺あたりを見み回まわすと、小しょう動どう物ぶつが逃にげていく後うしろ姿すがたが見みえた。ヒュージアントの時ときは、小しょう動どう物ぶつが広こう範はん囲いで姿すがたを消けしていた。それほど強つよいヘビの魔ま物ものではないのだろうか？　ん～、明日あしたはヘビの情じょう報ほうをもう少すこし村むらで調しらべよう。


大たい木ぼくにもたれ掛かかるように座すわって、ソラを膝ひざの上うえに乗のせる。


「大だい丈じょう夫ぶだった？」


相あい変かわらずプルプルとしている。見みていると、ほんわかしてしまう。いやいや、駄だ目めだ……まずはやるべき事ことを、終おわらせよう。


マジックバッグから元もと々もとあったポーションと、先さきほど拾ひろったポーションを全すべて並ならべていく。色いろのチェックと在ざい庫このチェックだ。バッグからポーションを出だすが……また、青あおのポーションが無なくなっている。


「また？」


バッグをひっくり返かえすが、やはり無ない。捨すて場ばと同おなじ状じょう況きょうだ。何なにか同おなじ事ことがあっただろうかと考かんがえて、ソラを見みる。同おなじ事こととは、ソラを入いれていた事こと以い外がいには無ない。


「ソラ？……まさか」


そういえば、ソラは何なにを食たべるのだろう？　通つう常じょうのスライムは有ゆう機き物ぶつを処しょ理りしてくれる魔ま物ものだ。レアともなれば無む機き物ぶつも可か能のうだが。


崩くずれスライムは？　無なくなった青あおのポーション……もしかして傷きずを癒いやすポーション？　でも、それでもおかしい。スライムが処しょ理りできるのは、有ゆう機き物ぶつか無む機き物ぶつのどちらかだけのはず。ポーションは確たしかに有ゆう機き物ぶつだが入いれ物ものは無む機き物ぶつだ。


……どうなっているのだろう？


考かんがえてもやはり分わからないので、近ちかくにある捨すて場ばから変へん色しょくが進すすんでいる青あおのポーションを持もってくる。ちょっと悩なやんだが、ソラの前まえにそのポーションを置おく。


ドキドキする。
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ソラは目めの前まえに置おかれたポーションに向むかって、体からだを被かぶせるように動うごいた。転ころがる以い外がいの動うごきに、ちょっと感かん動どうしてしまった。そのまましばらくすると、ソラの体たい内ないにポーションが取とり込こまれて、すぐにしゅわ～と吸きゅう収しゅうされていく。半はん透とう明めいの体からだに泡あわとなって消きえていくポーション、しかも入いれ物ものも、何なんともすごい光こう景けいだ。もしかしてとは思おもっていたけれど、実じっ際さいに目めの前まえで見みると驚おどろいてしまった。







    
  
  




「すごいソラ！　有ゆう機き物ぶつも無む機き物ぶつも大だい丈じょう夫ぶなの？」


ソラを見みるとプルプルと、ちょっと激はげしく揺ゆれている。なんとなく「もっとくれ」と、要よう求きゅうされているような気きがしたので、捨すて場ばから青あおのポーションを探さがし出だす。全ぜん部ぶで二一本ぽんの、青あおのポーションを見みつける事ことが出で来きた。だが、変へん色しょくがかなり進すすんでいる。一一本ほんは何なんとも言いえない色いろとなっている。大だい丈じょう夫ぶなのだろうか？


ちょっと心しん配ぱいなので、何なんとも言いえない色いろに変へん色しょくした物ものを除のぞいた一〇本ぽんを、ソラの前まえに並ならべる。しゅわ～、しゅわ～、と次つぎ々つぎとソラに吸きゅう収しゅうされるポーション。何なんだか見みていると面おも白しろい。一〇本ぽんのポーションが無なくなると、また激はげしくプルプルし始はじめる。ん～残のこしたポーションを見みるが、不ふ安あんが消きえない。


さすがにこれは……。って思おもっていると、残のこしておいたポーションの方ほうに、コロコロとソラが転ころがってくる。移い動どう方ほう法ほうは、転ころがる以い外がいにないのかな？　見みていると、ポーションにぶつかって止とまった。おそらく転ころがる事ことは出で来きるが、止とまる事ことは得とく意いではないのだろう。たぶん、止とまれないわけでは無ないと思おもうが……そこは、まだまだ不ふ明めいだ。


ぶつかったポーションに被かぶさると、またまたしゅわ～と消しょう化かしていく。残のこしていたポーションもどんどんソラの中なかに消きえていく。ソラが大だい丈じょう夫ぶと判はん断だんしたのだろうから、きっと大だい丈じょう夫ぶだろう。


それにしても、かなり勢いきおいよく食たべるな。お腹なかが空すいていたのだろうか？　スライムは個こ々こで消しょう化かする量りょうが異ことなるが、崩くずれスライムはどれくらい消しょう化か出で来きるのだろう？


全ぜん部ぶで二一本ぽんのポーションを消しょう化かしたソラは、今こん度どはゆっくりとプルプルしている。どうやら満まん足ぞくしてくれたようだ。よかった、激はげしくプルプルしても、もう青あおのポーションは捨すて場ばを探さがしても無ないだろう。


「あ、私わたしの分ぶんが……」


まぁバッグの中なかで、全すべて食たべられているので今いまさらだが。次つぎは確かく実じつに自じ分ぶんの分ぶんを確かく保ほしてから、ソラにあげよう。青あおのポーションが無ないと、怪け我がをしたら傷きずが化か膿のうしてしまう事こともある。無ないと困こまるポーションだ。


それにしても、崩くずれスライムって謎なぞだらけだな。今いままでテイム出で来きる人ひとがいなかったから、解かい明めいされていないのは仕し方かたがないけど。


「ソラ。君きみは、まだ何なにか隠かくしているでしょう？」


ソラは、プルプルと風かぜに揺ゆれている。見みていると静しずかに目めを閉とじて……まさか、寝ねてしまった。……マイペースすぎないだろうか？　この先さきに、ちょっと不ふ安あんを感かんじてしまった。
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朝あさ、少すこしドキドキしながら目めを覚さますと、目めの前まえにはソラが居いた。……消きえなかった！　朝あさの挨あい拶さつが、こんなにうれしいなんて。


ソラをマジックバッグに入いれて、村むらへと行いく。今日きょうはヘビの魔ま物ものについて調しらべるつもりだ。村むらは昨日きのうと特とくに変かわった様よう子すは見みられない。


ただ、昨日きのうと同おなじで解かい体たいをしていない状じょう態たいで、ヘビを運はこんでいる冒ぼう険けん者しゃを見みかけた。気きになったので、あとを追おってみる。


しばらくすると、一いっ軒けんの薬くすり屋やのマークがある建たて物ものに入はいっていった。ちょっと中なかの様よう子すを窺うかがうと、ヘビの買かい取とりをしているのが見みえた。どうやらヘビの魔ま物ものは、薬くすりになるタイプのようだ。これはお金かねになるので、何なんとか一いっ匹ぴきでも捕つかまえたい。


薬くすりになるヘビは生いけ捕どりが条じょう件けんとなる。生いきたまま、薬くすり水みずという物ものに漬つけ込こむと聞きいた事ことがある。ヘビの特とく徴ちょうを覚おぼえて、本ほんで調しらべてみよう。罠わなの本ほんにヘビの捕ほ獲かく方ほう法ほうが載のっているかもしれない。


薬くすり屋やを離はなれて冒ぼう険けん者しゃの使つかえる広ひろ場ばを探さがす。すぐに見みつける事ことが出で来きたが、ちょっと冒ぼう険けん者しゃが多おおい。やはり森もりに行いこう。






昨日きのうと同おなじ木きの根ね元もとで、本ほんを広ひろげる。まずはヘビの種しゅ類るいを調しらべる事ことにした。だが、残ざん念ねんながら調しらべたいヘビの情じょう報ほうは載のっていない。毒どくがあるかどうかだけでも知しりたかったのだが。


ただ、薬くすりになるヘビを本ほんで確たしかめると、どれも毒どく持もちと書かかれている。今こん回かいのヘビも毒どくがある可か能のう性せいが高たかい、気きを付つけよう。次つぎに罠わなの本ほんを確たしかめる。


「よかった、あった」


ヘビ専せん用ようの罠わなは、決けっして複ふく雑ざつなモノではなかった。ちょっと必ひつ要ようなモノを探さがさないといけないが、捨すて場ばが近ちかいので問もん題だいはないだろう。ただ、ヘビが逃にげ出ださないようにする入いり口ぐち部ぶ分ぶんの加か工こうが問もん題だいかもしれない。


材ざい料りょうを探さがすために、捨すて場ばを見みて回まわる。昨日きのうはなかった新あたらしい青あおのポーションを見みつけた。自じ分ぶんの分ぶんとソラの分ぶんが必ひつ要ようなので、色いろに関かん係けいなく全すべてをバッグへと入いれていく。


次つぎに必ひつ要ような素そ材ざいを拾ひろう。壊こわれたカゴに破やぶれた袋ふくろ、縄なわも見みつける事ことが出で来きたのは運うんが良よかった。他ほかにも必ひつ要ようなモノと役やく立だちそうな物ものを見み繕つくろって拾ひろっていく。


木きの根ね元もとに材ざい料りょうを置おくと、壊こわれたカゴと破やぶれた袋ふくろを紐ひもで繋つなぎ合あわせていく。隙すき間まからヘビが逃にげ出ださないように、隙すき間まが出で来きないように紐ひもを結むすぶ事ことが大たい切せつだと書かかれていた。どれほどの隙すき間まがあれば、出でてきてしまうのかが分わからない。毒どくがあったら怖こわいので何なん重じゅうにも紐ひもで結むすんで隙すき間まを埋うめていく。入いり口ぐち部ぶ分ぶんは壊こわれた鉄てっ製せいのコップを紐ひもで括くくり付つけて、袋ふくろに入はいりやすいようにしておく。よし、ヘビ捕ほ獲かくのための罠わなが完かん成せいだ。


カゴの中なかにヘビをおびき寄よせるエサを仕し掛かけ、ヘビが入はいると袋ふくろの部ぶ分ぶんを縛しばってヘビを中なかに閉とじ込こめる、とてもシンプルな罠わなだ。ずっと見みている必ひつ要ようがあるため大たい変へんだが……頑がん張ばろう。本ほんに載のっていた入はいったら出でられなくなる口くちの加か工こうが、私わたしには難むずかしかった。少すこしずつ勉べん強きょうしていこう。


あとは野のネズミを狩かる罠わなの準じゅん備びもする。野のネズミをエサにヘビをおびき寄よせるつもりだ。出で来きるかどうか不ふ安あんだが、やってみるしかない！　お金かねのためだ、頑がん張ばろう！


とりあえず、マジックバッグを見みつめているソラに食しょく事じをさせよう。どうしてポーションがある事ことが、ばれているのだろう？　見みつからないように拾ひろったはずなのに……。
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はぁ～……罠わなを張はってこれで三みっ日か目め。


ようやく成せい功こうした。本ほん当とうに頑がん張ばった。しかも、二に匹ひきのヘビを捕つかまえる事ことが出で来きた。


野のネズミも二に匹ひき……大たい猟りょうと言いえるけど、自じ分ぶんで入いり口ぐちを閉とじる罠わなは駄だ目めだ。寝ね不ぶ足そくになる。眠ねむい……ダメだ！　野のネズミの解かい体たいと、ヘビを生いきたまま売うりに行いかないと。


解かい体たいはすでに慣なれた物ものだ。今日きょうも綺き麗れいに解かい体たいする事ことが出で来きた。しかも今日きょうの野のネズミはちょっと大おおき目め、これはうれしい。


次つぎにカゴの中なかで暴あばれているヘビたち。……ちょっと怖こわいけど、持もっていく必ひつ要ようがある。頑がん張ばろう。






村むらに入はいって、村むら人びとや冒ぼう険けん者しゃたちの様よう子すを窺うかがう。特とくに変へん化かも見みられないので問もん題だいはないだろう。干ほし肉にくを買かった店みせに、まずは肉にくを売うりに行いく。解かい体たいした肉にくは早はやく買かい取とりをしてもらうに限かぎる。


「お！　あの時ときの……野のネズミか？」


「はい、大だい丈じょう夫ぶでしょうか？」


「おぉ、問もん題だいないと言いうかありがたい……そっちはヘビか？」


「はい、薬くすり屋やに売うりに行いこうと思おもって」


「そうか、すごいな坊ぼう主ず」


「……」


「大おおき目めの野のネズミか、美う味まいんだよな、……二六〇ダルだがいいか？」


「ありがとうございます」


思おもっていたよりも、高こう額がくでの買かい取とりをしてくれた、うれしい。お金かねを受うけ取とり、おすすめの薬くすり屋やを教おしえてもらう。肉にく屋やを出でて、亭てい主しゅに聞きいた薬くすり屋やを目め指ざして歩あるくが、暴あばれるカゴがやっぱり怖こわい。急いそごう。


それにしても男おとこの子こに見みられているようで、安あん心しんした。占うらない師しから、旅たびをするなら男おとこの子こに変へん装そうをする事ことを勧すすめられた。女おんなの子こや女じょ性せいだと、危あぶない事ことが多おおいらしい。前まえの私わたしからも「かもねぎ」と、……「かもねぎ」が分わからないが、おそらく危あぶないという事ことだろう。ばれない事ことに越こした事ことはない。


薬くすり屋やは、前まえに冒ぼう険けん者しゃがヘビを売うっていた店みせだった。薬くすり屋やに入はいるのは初はじめてだ、ドキドキする。


「すみません」


「なんだ？」


ちょっと気き難むずかしそうな店てん主しゅが、奥おくから顔かおを出だす。


「ヘビを売うりたいのですが、見みていただけますか？」


「……親おやや仲なか間まは？」


「いません、私わたし一ひと人りです」


「……そうか、見みせてみろ」


少すこし考かんがえるそぶりがあったが、ヘビは見みてくれるようだ。カゴを近ちかくにあった机つくえに載のせて、紐ひもを外はずし……そのまま店てん主しゅの前まえに押おし出だす。袋ふくろを開あけるのは無む理りです、怖こわい。店てん主しゅがふっと笑わらって、袋ふくろを開あけて中なかを確かく認にんしてくれた。


「これはまた生いきが良いいな、サイズも大おおきいし、色いろもはっきりと出でている」


どうやら売うれるようだ、頑がん張ばったかいがある。


「一いっ匹ぴき二にギダルで二に匹ひきで四よんギダル、その内うちの一いっ匹ぴきがメスだから一いちギダル追つい加かだな」


は？　ギダル？　ギダルって確たしか一〇〇ダルの銅どう板ばんが一〇枚まいで一いちギダルで、一いちギダルになると銀ぎん貨か一いち枚まい、それが五ごギダル……。え！　ヘビってそんなに高こう額がくになるの？


「あっ、ありがとうございます」


「こちらこそ、メスは珍めずらしくて人にん気きなんだ」


お金かねを受うけ取とって……ちょっと震ふるえてしまった。まさか、こんなにお金かねになるなんて。ヘビが大たい量りょうに発はっ生せいしてくれてよかった。そうでなければ、私わたしでは捕つかまえられなかったと思おもう。
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ヘビの高こう額がく買かい取とりで、足あし取どり軽かるく寝ね床どこになっている場ば所しょに戻もどる。まさか、まさかの五ごギダルだ。


うれしい。


ただし、これはヘビの魔ま物ものが増ふえている事ことが原げん因いんだ。次つぎの村むらに行いこうと思おもうと、少すこし問もん題だいになるな。まぁ、今日きょうぐらいはうれしい気き分ぶんのまま居いても良いいだろう。


木きの根ね元もとにソラを置おいて、マジックバッグの持もち手てでソラを囲かこうように置おく。こうしておかないと、戻もどってくるたびに転ころがっているのだ。一いち度ど、かなり遠とおくまで転ころがっていて驚おどろいた。


それからは、風かぜで飛とばされないように、バッグの持もち手ての部ぶ分ぶんでソラを囲かこうようにしている。翌よく日じつに消きえる事ことはなかったが、まだまだ不ふ安あん要よう素そが多おおいソラだ。……そして、よく食たべる。


昨日きのう、捨すて場ばに大たい量りょうのポーションが捨すてられていた。青あおのポーションは、全ぜん部ぶ集あつめると五八本ぽんもあった。


おそらくポーションを作つくり始はじめた子こ供どもが、技ぎ術じゅつを磨みがくために教おしえを乞こいながら作つくっているのだろう。入いれ物ものが正せい規きの物ものではなく、簡かん易いなビンだった。ソラにあげようと思おもったが、入いれ物ものが正せい規き品ひんではなかったので少すこし迷まよった。


ポーションでは正せい規きの入いれ物ものが三さん種しゅ類るいある。一いっ等とう品ひんから三さん等とう品ひんだ。違ちがいはビンの透とう明めい感かんと厚あつさにある。一いっ等とう品ひんは均きん一いつのガラスで、光ひかりの入はいり方かたが安あん定ていしている。


光ひかりの入はいり具ぐ合あいは重じゅう要ようで、不ふ安あん定ていだと変へん色しょくしやすいと言いわれている。ポーション作づくりが不ふ安あん定ていな人ひとの多おおくは、三さん等とう品ひんを使つかうようだ。


本ほん当とうは不ふ安あん定ていな人ひとこそ一いっ等とう品ひんが薦すすめられているが、一いっ等とう品ひんに入いれても変へん色しょくをしてしまえば、劣れっ化か版ばんとして売うれなくなり、入いれ物ものの値ね段だんが赤あか字じとなってしまう。これが結けっ構こうな痛いた手でとなるため、なかなか一いっ等とう品ひんを使つかう人ひとはいない。今いまでは、一いっ等とう品ひんの入いれ物ものは、高こう品ひん質しつの証あかしとなっている。


練れん習しゅう段だん階かいでは正せい規き品ひんではなく、ただのビンを使つかって色いろの変へん色しょく具ぐ合あいなどを調しらべる。変へん色しょくが少すくなくなれば、正せい規き品ひんを使つかって商しょう品ひんを作つくる段だん階かいになる。捨すてられていたのは練れん習しゅう段だん階かいの物ものだ。


ビンを見みる。


正せい規き品ひんとは実じっ際さいには何なにが違ちがうのか……形かたちが違ちがうのは分わかるのだが。あとは……歪ゆがみや気き泡ほうも入はいっているかな？　迷まよっている私わたしにソラが転ころがってきたと思おもったら、そのままの勢いきおいでポーションの一いっ本ぽんに覆おおいかぶさった。


何なん度ど見みても、不ふ思し議ぎな光こう景けい。しゅわ～っとビンと青あおのポーションが消きえていく。


「練れん習しゅう用ようのビンでも問もん題だいはないのか……」


ソラが求もとめるままにあげていくと……大たい量りょうにあったポーションが無なくなった。まさか五八本ぽんのポーションを一いっ回かいで食たべきるとは思おもわなかった。


スライムの生せい態たいを本ほんで読よんでみたが、食しょく事じ量りょうについては［個こ々こで異ことなる］としか書かかれておらず、まったく分わからないのだ。なのでソラの食しょく事じ量りょうが多おおいのか、普ふ通つうなのかは不ふ明めいなのだが、大おおきさは私わたしの両りょう手てより少すこしだけ大おおきいぐらいだから、見みた目めから言いえば大おお食ぐいだと思おもう。


練れん習しゅう用ようのビンでも大だい丈じょう夫ぶそうだったので、空あき瓶びんを見みつけてソラの前まえに置おいてみた。まったく反はん応のうを示しめしてくれず、中なかにポーションが無ないと駄だ目めなようだ。


……どうしよう、大たい量りょうのポーションってどうやったら確かく保ほ出で来きるだろう？
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ヘビの罠わなを諦あきらめて、野のネズミの罠わなを多おおくする。ヘビを捕つかまえようと思おもうと、寝ね不ぶ足そくになってしまう。ヘビを売ばい買ばいした日ひ、寝ね不ぶ足そくで注ちゅう意い力りょくが低てい下かしてしまい、森もりでは危き険けんだと感かんじた。罠わなの改かい良りょうが出で来きるまで、諦あきらめよう。


前ぜん日じつに仕し掛かけておいた罠わなを見みて回まわる。野のネズミは、ヘビのせいか逃にげ道みちが分ぶん散さんしているようで、なかなか罠わなにかかってくれない。仕し掛かけた罠わなも四よん個こほど潰つぶれていた。ヘビの仕し業わざだろうか？　それでも、罠わなの数かずを多おおくしたのが正せい解かいだったようだ。一五個この罠わなで三さん匹びきの野のネズミを確かく保ほ出で来きた。素す早ばやく解かい体たいを終おわらせて、村むらへと向むかう。


村むらへ入はいると、異い変へんに気きが付ついた。冒ぼう険けん者しゃ達たちが少すこし慌あわただしくしているようだ。何なにかあったのだろうか？


肉にく屋やへ向むかいながら、話はなしを盗ぬすみ聞きく。……どうやら大たい量りょうに発はっ生せいしたヘビに対たいして、村むらから討とう伐ばつ依い頼らいが出でたらしい。冒ぼう険けん者しゃたちは、討とう伐ばつの準じゅん備びで忙いそがしかったのか。


ヘビの討とう伐ばつは、薬くすり屋やに売うるよりもお金かねになるのだろうか？　まぁお金かねになっても、討とう伐ばつには参さん加かしないほうがいいだろう。未み成せい年ねんの者ものが一ひと人りで旅たびをしているのだ、目め立だつ事ことはやめた方ほうがいい。


それよりも、いつから討とう伐ばつが始はじまるのかを調しらべないと。森もりに多た数すうの冒ぼう険けん者しゃが入はいるのなら、その日ひは森もりから出でておいた方ほうが身みのためだ。冒ぼう険けん者しゃの存そん在ざいに、殺さっ気き立だった魔ま物ものが現あらわれる可か能のう性せいがある。巻まき込こまれたら大たい変へんだ。






肉にく屋やに入はいると、いつもとは違ちがい、初はじめて見みる女じょ性せいがいる。不ふ意い打うちだったので驚おどろいた。店みせには店てん主しゅが居いるものだと思おもい込こんでいたため、気きを抜ぬいていた。


「おや、いらっしゃい！」


「……えっと、野のネズミを売うりたいのですが」


「え？……あぁ、旦だん那なから聞きいているよ、野のネズミを売うりに来きている子こだね？」


奥おくさんだったのか。ちょっと深ふかく深しん呼こ吸きゅうをして、気き持もちを落おち着つかせる。奥おくさんにバナの葉はで包つつんだ肉にくを渡わたす。


「あぁ、綺き麗れいに解かい体たいしてるわね。これは助たすかるわ。冒ぼう険けん者しゃによっては、ちょっといい加か減げんな人ひともいて」


「ありがとうございます」


「三さん匹びき分ぶんで三三〇ダルだけど、問もん題だいはないかしら？」


「はい」


「そういえば、ようやくヘビの討とう伐ばつが始はじまるみたいね。村そん長ちょうがなかなか動うごいてくれなくて」


「……そうみたいですね」


「討とう伐ばつには参さん加かするの？」


「……いえ」


「あら、そうなの？」


「はい」


どうしよう、おしゃべりが好すきな人ひとなのかな？……離はなれられない……終おわらない。


お店みせを出でたのは、それからほぼ一〇分ぷん後ごぐらいだろうか。店てん主しゅが店みせに戻もどってきた時ときに、ようやく話はなしが終おわった。と言いうか、店てん主しゅが話はなしを終おわらせてくれた。


よかった。


店みせを出でると、安あん堵どのため息いきがこぼれる。最さい後ごの方ほうの話はなしは、ほぼ何なにを話はなしているのか不ふ明めいだったが、討とう伐ばつの日にち時じが分わかったので良よしとしよう。とりあえず、肉にく屋やから離はなれたい。


ヘビの討とう伐ばつが行おこなわれるなら、次つぎの村むらへ行いく事ことも考かんがえよう。……ダメだ、青あおのポーションが集あつまっていない。


在ざい庫こは確たしか三さん個こ……一〇個こは欲ほしいけど、無む理りなら最さい低てい六ろっ本ぽんは絶ぜっ対たいに確かく保ほしたい。ソラの食しょく事じも考かんがえると、五〇本ぽんぐらい？　どう考かんがえても、無む理りだ。どうしよう、ソラは青あおのポーションしか食たべないのかな？　とりあえず、捨すて場ばに行いってみよう。


目めの前まえには青あおのポーションが二に本ほん、在ざい庫こを合あわせると五ご本ほんだ。


……足たりない。


ソラをバッグから出だす前まえに見みつけたポーションを、専せん用ようにしているバッグに入いれる。見みられると絶ぜっ対たいに欲ほしがるため、ソラ対たい策さくだ。


バッグからソラを出だして、他ほかの色いろのポーションを置おいてみる。


「食たべない？」


……見み向むきもしない。やはりダメか。


青あおのポーションが捨すてられるまで、少すこし村むらにとどまる事ことになるのか。予よ定てい外がいだが、ないと不ふ安あんが大おおきいから仕し方かたがないな。


……誰だれでもいいから、青あおのポーション限げん定ていで大たい量りょうに捨すててくれないかな。
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練れん習しゅう用ようのポーションが大たい量りょうに捨すてられていた。まさか、これに感かん謝しゃする時ときがあるとは思おもわなかった。青あおのポーションを拾ひろい出だすと変へん色しょくはしているが、全ぜん部ぶで三七本ほん。これはすべてソラの食しょく事じ用ようだ。


ソラの食しょく欲よくを考かんがえると少すくないが、一いち日にち二に～三さん本ぼんでも問もん題だいがない様よう子すなので、旅たびの間あいだは諦あきらめてもらおう。


まだ村むらを出でるまで数すう日じつあるので、あと少すこしは期き待たいが出で来きる。ポーションの目め途どが付ついたので、次つぎのラトム村むらへ向むかう準じゅん備びが出で来きる。


良よかった。


村むらでは、今日きょうの夕ゆう方がたからヘビの討とう伐ばつが始はじまる。村むらの様よう子すを見みたが、冒ぼう険けん者しゃの数かずが多おおいので三みっ日かぐらいで終おわるだろう。


次つぎの村むらへ行いく準じゅん備びの前まえに、野のネズミの罠わなを作つくっていく。冒ぼう険けん者しゃが森もりを動うごき回まわれば野のネズミは逃にげ出だす。罠わなを張はっておけば、それなりの数かずが確かく保ほ出で来きるかもしれない。


初はじめての挑ちょう戦せんなので、思おもう通とおりに行いくかどうかは分わからないが、やってみる価か値ちはあると判はん断だんした。






森もりの中なかに罠わなを仕し掛かけていく。


全ぜん部ぶで三〇個こ。この数かずを一いち日にちで作つくったのは初はじめてだ。ちょっと雑ざつになったかもしれないが、おそらく大だい丈じょう夫ぶだろう。少すこしでも多おおく野のネズミが狩かれるように頑がん張ばろう。


最さい後ごの罠わなを張はり終おえると、木きの実みの採さい取しゅへ向むかう。名な前まえは知しらないが、甘あまくておいしい実みがなっているのを見みつけたのだ。疲つかれた時ときにはうれしい甘かん味みだ。二に個こほど採さい取しゅして、寝ね床どこにしている場ば所しょに戻もどる。






さぁ、旅たびの準じゅん備びだ。


ポーションは確かく保ほ出で来きているので、あと足たりなくなっているモノはなんだろう？


罠わなで縄なわを使つかい切きってしまったな。後あとは……服ふくが欲ほしいかな、今いまのがちょっと小ちいさくなってきた。ん～竹たけ筒づつが欲ほしいが……この近きん辺ぺんに竹たけは生はえていなかったな。


周しゅう辺へんの気け配はいを探さぐり問もん題だいがない事ことを確かく認にんしてから、ソラをバッグから出だす。


ソラは私わたしを見みて、フルフルと震ふるえている。おそらく捨すて場ばで青あおのポーションを拾ひろった事ことを知しっているので要よう求きゅうしているのだろう。


「ダメだよ、あれは旅たびでの食しょく事じ用ようなんだから」


ソラの目めを見みて話はなしていると、水すい滴てき形がたの体からだがいつも以い上じょうに横よこに伸のびていく。いつもは水すい滴てき形がたが分わかるぐらいの伸のび方かただが……見みた目めがおかしな事ことになっていくソラ。


……もしかして、不ふ平へいを表ひょう現げんしているのだろうか？


それより、横よこにどこまで伸のびる事ことが出で来きるのだろう？　見みていると、横よこに広ひろがったゼリーのような姿すがたになってフルフルしている。あまりの姿すがたにちょっと視し線せんをずらしてしまった。この姿すがたを見みたくはないが、駄だ目めなモノは駄だ目め！　旅たびに出でられなくなってしまう。










捨すて場ばで必ひつ要ようなモノを探さがす事ことにする。ソラは……一いっ緒しょに連つれていこうかな。見みつけられていない青あおのポーションがあるかもしれない。ソラの反はん応のうを見みればポーションを見みつけられるだろう。


縄なわを数すう本ほん、見みつける事ことが出で来きた。服ふくは残ざん念ねんながらここには無ないようだ。次つぎの捨すて場ばに期き待たいしよう。


ソラを見みる……転ころがってゴミに埋うもれていた。慌あわてて拾ひろい上あげて、カバンの中なかに避ひ難なんさせた。捨すて場ばはソラにとって不ふ向むきな場ば所しょのようだ。










必ひつ要ようなモノは拾ひろったので寝ね床どこに戻もどる。


バッグから出だしたソラは、やはり少すこし不ふ服ふくそうに体からだを横よこに伸のばす。ちらっと視し界かいに入はいったが無む視しして旅たび支じ度たくを始はじめる。


見みつけた縄なわはどれも切きれていたので、繋つなぎ合あわせて使つかえる長ながさにしていく。布ぬのを見みつけたので破やぶれた個か所しょなどを確かく認にんして、使つかえる部ぶ分ぶんだけを切きり取とっていく。準じゅん備びが終おわって、ソラに視し線せんを向むけると……寝ねていた。……やっぱりソラはマイペースだ。
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野のネズミを九きゅう匹ひきも捕つかまえる事ことが出で来きた。冒ぼう険けん者しゃの話はなしでは大たい量りょうのヘビが大おお暴あばれだったそうだ。おそらくそれで、隠かくれていた野のネズミが大たい量りょうに移い動どうしたのかもしれない。三〇個この罠わなに九きゅう匹ひきの野のネズミは予よ想そうよりかなり多おおい。うれしい誤ご算さんだ。


そして、なぜか野のネズミの罠わなから生いき延のびたヘビが一いっ匹ぴき。見みた瞬しゅん間かん、即そっ行こうで逃にげたが、売うってお金かねに換かえたい。


捨すて場ばで、破やぶれているが頑がん丈じょうそうなバッグを見みつけた。破やぶれた部ぶ分ぶんを紐ひもでぐるぐると縫ぬい付つけて補ほ修しゅうする。罠わなの上うえにバッグを被かぶせて、ゆっくりとバッグの中なかへ押おし込こむ。バッグの中なかに入はいった罠わなからヘビが顔かおを出だしたので、急いそいで入いり口ぐちの部ぶ分ぶんを紐ひもで固かたく結むすんだ。


バタバタと、バッグの中なかでヘビが動うごき回まわって怖こわい。以い前ぜんはカゴだったので、まだ安あん心しん出で来きたのだが……早はやく売うりに行いこう！　野のネズミは後あとにして、足あし早ばやに村むらの薬くすり屋やに向むかう。






村むらでは冒ぼう険けん者しゃたちが楽たのしげにお酒さけを酌くみ交かわして、前ぜん日じつの事ことを自じ慢まんし合あっている。今日きょうも夕ゆう方がたから討とう伐ばつをするらしい、急いそごう。ソラには申もうし訳わけないが、もう一いち日にちバッグの中なかで過すごしてもらう事ことになりそうだ。


「すみません」


「ん？　あぁ坊ぼう主ずか」


「ヘビってまだ買かい取とっていただけますか？」


「大だい丈じょう夫ぶだ。討とう伐ばつされたヘビは弱よわっちまってて使つかい物ものにならんし。討とう伐ばつのあとはヘビが減へって、なかなかいいヘビが手てに入はいらないからな、今いまのうちに手てに入いれておきたい」


ヘビが暴あばれてバッグが、もぞもぞと動うごいている。


とっても怖こわい。


バッグを体からだから少すこし離はなした状じょう態たいで店てん主しゅの元もとに持もっていく。店てん主しゅが、その姿すがたに少すこし笑わらっているようだ。笑わらわれても怖こわいモノは怖こわいので、仕し方かたがない。


「今日きょうも生いきが良いいな」


バッグの中なかを覗のぞいて、店てん主しゅが一ひとつ頷うなずく。


「坊ぼう主ずは狩かりが上う手まいんだな」


「え！　そんな事ことないですよ」


「そうか？　他ほかの冒ぼう険けん者しゃどもが持もってくるヘビは、結けっ構こうボロボロになっている事ことが多おおくてな。それだと良いい薬くすりが作つくれん。だが坊ぼう主ずの持もってくるのは元げん気きがあるからいい薬くすりになる。俺おれにとってはうれしい限かぎりだ」


「ありがとうございます」


うれしい、役やくに立たてているんだ。


「二にギダルだな」


「ありがとうございます」


お金かねを受うけ取とってお店みせを出でる。顔かおがにやけてしまう。うれしい限かぎりだって……お世せ辞じかな？　でもうれしい。


足あし取どり軽かるく、野のネズミを集あつめておいた場ば所しょまで戻もどる。ソラをバッグから出だして、今日きょうのポーションを渡わたしておく。


九きゅう匹ひきと少すこし数かずが多おおいので野のネズミの解かい体たいに手て間ま取どったが、日ひが傾かたむきだす前まえに終おえる事ことが出で来きた。


今日きょうも討とう伐ばつがあると聞きいた、早はやく村むらへ移い動どうしよう。


ソラを見みると……寝ねていた、安あん定ていのマイペースだな。


ソラをバッグに入いれて村むらへと戻もどる。






入いれ替かわるように、冒ぼう険けん者しゃたちが森もりへと入はいっていく。どうやら間まに合あったようだ。冒ぼう険けん者しゃを見み送おくってから肉にく屋やへ向むかう。


……店てん主しゅ、いるかな？


「すみません」


扉とびらを開あけて中なかをおそるおそる覗のぞく。


「おっ！　坊ぼう主ずか、どうした？」


店てん主しゅだ、よかった！


「野のネズミを売うりたいのですが、大だい丈じょう夫ぶですか？」


「大だい丈じょう夫ぶと言いうか助たすかるよ、この頃ごろ坊ぼう主ず以い外がいがヘビにかかりきりでな」


店てん主しゅにバナの葉はで包つつんだ九きゅう匹ひき分ぶんの肉にくを渡わたす。


「また、すごい量りょうだな。いや～坊ぼう主ずはすごいな」


「ありがとうございます」


「肉にくの状じょう態たいも良よし！　一〇八〇ダルだな。ヘビの討とう伐ばつで肉にくが手てに入はいらなくてな買かい取とりの値ね段だんを上あげたんだ」


「はい。それでお願ねがいします」


「ヘビが増ふえだしてからずっと肉にくが足たりねぇ。売うり値ねも買かい値ねも上あがったままだ。干ほし肉にくの値ね段だんが上あがったら冒ぼう険けん者しゃの奴やつらは、すぐに文もん句くを言いうくせによ。肉にくを持もってくる坊ぼう主ずには感かん謝しゃしているよ、ありがとうな」


お金かねを受うけ取とって、冒ぼう険けん者しゃ用ように開かい放ほうされている広ひろ場ばに向むかう。


……あっ、旅たび用ようの干ほし肉にくを買かい忘わすれてしまった。感かん謝しゃされて、ちょっと浮うかれているのかな？


でも、うれしいな。
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討とう伐ばつは二ふつ日かで終おわったようだ。


冒ぼう険けん者しゃの数かずが多おおかったので短たん期き間かんで済すんだと聞きいた。やはり、結けっ構こうな数かずのヘビが発はっ生せいしていたようだ。村むらを出でる時ときに討とう伐ばつされたヘビを見みたが、かなりの数かずがいた。


……実じつは森もりの中なかは危あぶなかったのかな？　もっと警けい戒かいしなければ。


干ほし肉にくを購こう入にゅうして村むらを出でる。討とう伐ばつが済すんだのなら、村そん道どうもある程てい度どは安あん全ぜんになったはずだ。


今日きょうから次つぎの村むらラトムへ向むかう。何なんだか、ラトト村むらでは驚おどろく事ことが多おおかったな。ソラとの出で会あいで私わたしがテイムした事ことやソラの食たべるものとか、量りょうとか……。ヘビの金きん額がくにも驚おどろいたな。


あっ、でもうれしい事こともいっぱいあった。


ソラが仲なか間まになってくれたし。腕うでの中なかでプルプルと、揺ゆれているソラを見みる。マイペースだけど、やっぱり可か愛わいい。


うれしいと言いえば、肉にく屋やと薬くすり屋やの店てん主しゅの言こと葉ば。あれは頬ほおが緩ゆるむのを抑おさえられなかった。


うれしい！　うれしい！　今いま、思おもい出だしてもニヤニヤしてしまう。


旅たびには冷れい静せいさが必ひつ要ようだから落おち着つかないといけないのに。ふ～っと一ひとつ深しん呼こ吸きゅうをして心こころを落おち着つける。よし、ラトム村むらへ行いこう！






ラトト村むらから旅たび立だって六むい日か目め。


魔ま物ものともう少すこしで遭そう遇ぐうしそうになったが、おおむね順じゅん調ちょうな旅たび路じだ。だが、ソラの食しょく料りょうに不ふ安あんが出でてきた……あと五ご本ほんだ。そろそろ次つぎの村むらのラトムへ着つかないだろうか？


……？　何なんだろう、少すこし焦こげ臭くさい。何なにかが燃もえているのかな？


立たち止どまって周まわりを確かく認にんする。腕うでの中なかに居いるソラも、いつもより激はげしくプルプルしている。


魔ま物ものの気け配はいも人ひとの気け配はいも感かんじられないが、冒ぼう険けん者しゃのように気け配はいが薄うすいと見み逃のがす事こともある。周まわりを警けい戒かいし、確かく認にんしながら歩あるく。


村そん道どうから離はなれた方ほうがいいのかな？　迷まよいながら村そん道どうを進すすむと、遠とおくに煙けむりを上あげている場ば所しょが見みえた。……初はじめての事じ態たいに体からだが緊きん張ちょうで硬かたくなる。


少すこしずつ近ちかづくと……煙けむりを上あげている物ものが箱はこのようなものだと分わかった。


そしてその陰かげに誰だれかが倒たおれている。警けい戒かいしながら早はや足あしで近ちかづくと、周まわりを見み回まわす。誰だれかが潜ひそんでいる気け配はいは感かんじない。


倒たおれた人ひとに視し線せんを向むけ、とっさに口くちを押おさえた。倒たおれていた人ひとは既すでに死しんでいる。体からだを何なにかで抉えぐられたような痕あとが見みえる。


そして争あらそった足あし跡あとが周しゅう辺へんに残のこっている。足あし跡あとから複ふく数すうの人ひとがいた可か能のう性せいがうかがえた。盗とう賊ぞくの可か能のう性せいもあるため、腕うでの中なかに居いたソラをバッグに入いれる。レアスライムのソラは狙ねらわれる可か能のう性せいがある。


亡なくなっている人には悪わるいがどうする事ことも出で来きない。そのままにして、周まわりに注ちゅう意いしながら急いそぎ足あしで離はなれる。が、少すこし先さきに馬ば車しゃが見みえた。


立たち止どまり深しん呼こ吸きゅうして気き持もちを落おち着つける。やはり誰だれの気け配はいも感かんじない。馬ば車しゃに近ちかづくと数すう人にんの死し体たいがあったが、どれも損そん傷しょうが激はげしい。


村そん道どうから少すこし離はなれた所ところには馬うまが倒たおれているが、死しんでいるのが分わかる。どうやら、盗とう賊ぞくではなく魔ま物ものに襲おそわれたようだ。盗とう賊ぞくが馬うまを殺ころす事ことは無ないし、傷きず痕あとが剣けんではない。


この辺あたりには凶きょう暴ぼうな魔ま物ものが居いるのかもしれない。亡なくなった人ひと達たちの損そん傷しょうが酷ひどすぎる。魔ま物ものに襲おそわれて、亡なくなった人ひとを見みたのは初はじめてではないが、ちょっと衝しょう撃げきだった。


早はやくここを離はなれた方ほうがいいだろう。


足あし早ばやに馬ば車しゃから離はなれる。少すこしして、走はしっている事ことに気きが付ついて足あしを止とめる。走はしると注ちゅう意い力りょくが乱みだれてしまう。魔ま物ものの気け配はいを見み逃のがすかもしれない。深しん呼こ吸きゅうを数すう回かい繰くり返かえして、ようやく落おち着つく事ことが出で来きた。


「はぁ～……びっくりした」


座すわり込こみたいが、ここでは駄だ目めだ。周まわりの気け配はいを注ちゅう意い深ぶかく探さぐりながらラトム村むらへ足あし早ばやに歩あるきだす。少すこしして何なにか音おとが聞きこえた。


緊きん張ちょうしながら音おとに耳みみを澄すませると、人ひとの声こえだ。冒ぼう険けん者しゃ？　旅たび人びと？　商しょう人にん？　周まわりを警けい戒かいしながら、音おとの方ほうへ近ちかづく。


「あっ、ラトム村むらだ」


多た数すうの人ひとの声こえが、村むらに着ついた事ことを知しらせてくれた。ホッと体からだから力ちからが抜ぬける。とりあえず、ラトム村むらの役やく場ばに亡なくなった人ひとがいる事ことを知しらせないと。
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ラトム村むらに入はいると周まわりを見み回まわす。他ほかの村むらより活かっ気きがある。冒ぼう険けん者しゃの数かずも多おおい。オトルワ町まちに近ちかづくほど、村むらも大おおきくなっているような気きがする。町まちに近ちかいほうが発はっ展てんしやすいのかな。


役やく場ばは村むらの入いり口ぐちの近ちかくにあるはずなので、近ちかくの看かん板ばんから見みて回まわる。順じゅん番ばんに見みていくと、少すこし離はなれた所ところに役やく場ばの印しるしがあるのを見みつけた。未み成せい年ねんの一ひと人り旅たびに不ふ信しん感かんを持もたれるかもしれないが、亡なくなった人ひとの事ことを思おもうと知しらせた方ほうがいいだろう。


「すみません」


役やく場ばに入はいると、冒ぼう険けん者しゃが四よ人にんとお姉ねえさんがいた。全ぜん員いんの視し線せんをもろに受うけて緊きん張ちょうしてしまう。


「どうかされましたか？」


緊きん張ちょうで動うごけない状じょう態たいの私わたしに、お姉ねえさんが優やさしく声こえをかけてくれた。


よかった。


「ラトム村むらの近ちかくの村そん道どうで、何なん人にんかの人ひとが魔ま物ものに襲おそわれ亡なくなっていたのですが……」


「……えっ！……どこの村そん道どうに？」


「ラトト村むらに向むかう村そん道どうです。でもこの村むらに近ちかいです」


「えっと、どれくらいの距きょ離りかざっとでいいのだけど分わかるかな？」


「私わたしの足あしで、三〇分ぷんもかかっていないと思おもいます」


最さい後ごの私わたしの答こたえにお姉ねえさんが顔かおを歪ゆがませ、すぐに奥おくの部へ屋やに駆かけ込こんで行いく。


「はぁ？　近ちかくに魔ま物ものが出でただと？」


「はい、早そう急きゅうに調しらべないと、村むらが襲おそわれる可か能のう性せいもあるかもしれません」


奥おくの部へ屋やから声こえが聞きこえる。随ずい分ぶんと声こえが大おおきい。役やく場ばに居いた冒ぼう険けん者しゃたちも奥おくの部へ屋やを眺ながめている。


奥おくから出でてきたのは随ずい分ぶんと背せの高たかい男だん性せいだった。体からだのあちらこちらに傷きずがある。私わたしの前まえに来くると、視し線せんが合あうようにしゃがみ込こんで、声こえのトーンを少すこし抑おさえて話はなし出だした。


「あ～疑うたがっているわけでは無ないが、本ほん当とうにこの村むらの近ちかくの村そん道どうか？」


「はい……見みつけた後あと、怖こわくて走はしったので正せい確かくな距きょ離りは分わかりませんが、すぐに村むらの声こえが聞きこえたので」


男だん性せいはじっと私わたしを見みたあとに、大おおきくため息いきを吐ついて髪かみをかきむしる。


「あ～こりゃ、まじだ……魔ま物ものか～」


どうやら少すこし大おおごとになりそうな雰ふん囲い気きだ。男だん性せいは立たち上あがって近ちかくにいた冒ぼう険けん者しゃに、声こえをかける。


「悪わるいが至し急きゅうの依い頼らいだ。正せい確かくな距きょ離りとできれば魔ま物ものの種しゅ類るいも。あとで指し名めい依い頼らいとしてギルドに通とおしておく」


冒ぼう険けん者しゃの四よ人にんが、すぐに役やく場ばから出でていく。一いっ緒しょに出でて行いったという事ことはチームだったのだろう。


「ありがとうな、情じょう報ほう料りょうは調しらべた後あとになるがいいか？」


「……はい」


情じょう報ほう料りょうってなんだろう？　もしかして魔ま物ものの情じょう報ほう？　いや、魔ま物ものに襲おそわれたかもって言いっただけだけど……。


私わたしの雰ふん囲い気きで、理り解かいしていない事ことに気きが付ついたのだろう。お姉ねえさんが教おしえてくれた。


魔ま物ものに襲おそわれた情じょう報ほうや、村むらの近ちかくで亡なくなっている人ひとの情じょう報ほうは役やく場ばに届とどけると情じょう報ほう料りょうが出でるそうだ。特とくに魔ま物ものの情じょう報ほうは早はやい方ほうがいいとの事こと。まだ私わたしの持もって来きた情じょう報ほうが魔ま物ものとは確かく定ていしていないが、亡なくなった人ひとの情じょう報ほう料りょうは出でるらしい。そのため明日あした、役やく場ばに顔かおを出だす事ことになった。


「ありがとうございます」


お姉ねえさんにお礼れいを言いって、役やく場ばを出でる。


何なんだかちょっと、想そう像ぞうとは違ちがう方ほう向こうへ話はなしが行いってしまった。私わたしとしては報ほう告こくするだけだと思おもっていたのだ。


だが、確たしかに村むらの近ちかくで魔ま物ものが出でたのだから大たい変へんな事ことだ。そうだ……魔ま物ものが村むらの近ちかくに居いる可か能のう性せいがあるなら森もりの中なかは危き険けんだ。今日きょうは冒ぼう険けん者しゃの広ひろ場ばで休やすもう。


あっ、その前まえにソラのご飯はんを探さがしに行いかないと。残のこりは私わたしの分ぶんも含ふくめて五ご本ほんしかない。そう言いえば、移い動どう中ちゅうはポーションが少すくないと横よこに伸のびて不ふ満まんアピールをしなかったな。渡わたす分ぶんだけで満まん足ぞくしてくれた。


……捨すて場ばに青あおのポーションが、いっぱいある事ことを願ねがおう。お腹なかいっぱい食たべさせてあげたい。さて、捨すて場ばはどこだろう？
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村むらを出でるのは怖こわいが、捨すて場ばは村むらの近ちかくにあるはずだ。警けい戒かいしながら村むらを出でて捨すて場ばを探さがす。村むらからは見みえにくく、でもそれほど離はなれていない場ば所しょ。見けん当とうを付つけて探さがすと、予よ想そう通どおりの場ば所しょにあった。やはりどこの村むらも、似にたような場ば所しょに捨すて場ばがある。


ソラをバッグから出だして、風かぜで飛とばされないようにバッグの紐ひもで囲かこう。ソラは捨すて場ばを見みてプルプルと嬉うれしそうに揺ゆれている。ご飯はんの気け配はいを感かんじているのだろうか？


「ちょっと待まっててね」


捨すて場ばに入はいると大たい量りょうのゴミ。青あおのポーションも、ちょっと探さがすだけで見みつける事ことが出で来きた。村むらで多おおくの冒ぼう険けん者しゃを見みかけたので期き待たいしたが、思おもっていた以い上じょうの収しゅう穫かくになりそうだ。カゴを見みつけたので、青あおのポーションを入いれていく。三〇本ぽんのポーションがすぐに集あつまる。ソラの近ちかくにカゴを持もっていくと、揺ゆれ方かたがすごい事ことになっていた。そんなにお腹なかが空すいているのか？　カゴを置おいて、ポーションの上うえにソラを乗のせる。すぐに、ソラの下したのポーションが体たい内ないにしゅわ～っと消きえていく。次つぎから次つぎに消きえるポーション。やはり、お腹なかが空すいていたようだ。


ソラが食たべている間あいだに捨すて場ばに戻もどり、青あおのポーションを可か能のうな限かぎりバッグに入いれていく。村むらの近ちかくに現あらわれた魔ま物ものが、もしも危き険けん度どの高たかいモノだったら村むらの中なかで待たい機きになってしまう。そうなると、捨すて場ばに来くる事ことが出で来きない。拾ひろえるだけ拾ひろっておこう。










ソラの元もとへ戻もどると、全すべてを食たべきったカゴの中なかで、リズミカルに揺ゆれていた。初はじめて見みる動うごきだ。


「そんな動うごきも出で来きるんだ」


ここ数すう日じつ、ソラの動うごき方かたの種しゅ類るいが増ふえている。……これも成せい長ちょうと言いえるのだろうか？　不ふ思し議ぎな存そん在ざいだな、ソラって。


捨すて場ばには服ふくもいろいろと捨すてられていた。数すう着ちゃく見み繕つくろってきたので、破やぶれなどを確たしかめていく。縫ぬって直なおせればいいが、破やぶれ方かたでは諦あきらめるしかない物ものもある。半はん分ぶんぐらいは駄だ目めみたいだ。それでもズボン二に本ほん、ブラウスが四よん枚まいと大だい収しゅう穫かくだ。


水みず場ばを探さがしたいが、魔ま物ものが気きになる。役やく場ばでの雰ふん囲い気きから、魔ま物ものが分わかるまでは動うごき回まわらないほうがいいだろう。


「ソラ、ごめんね。またバッグの中なかになるけどいいかな？」


私わたしの元もとにソラが、ぴょんと跳はねてカゴから出でてきた。……ぴょんと跳はねて……。


えっ！　


驚おどろきすぎて、何なにを見みたのか一いっ瞬しゅん理り解かい出で来きなかった。


「ソラが跳はねた！」


転ころがるだけだったソラが跳はねた。ソラを持もち上あげて視し線せんを合あわす。プルプルと揺ゆれている。……やっぱり可か愛わいいな。思おもう存ぞん分ぶんソラを撫なでてからバッグに入いれて、村むらに向むかう。






朝あさ、早はやめに村むらの役やく場ばに向むかった。昨日きのうの夕ゆう方がたあたりから、上じょう位いランクと思おもわれる冒ぼう険けん者しゃたちが少すこし緊きん張ちょうしているように見みえる。その様よう子すから、昨日きのうの冒ぼう険けん者しゃたちの調ちょう査さで強つよい魔ま物ものの痕こん跡せきが発はっ見けんされたのかもしれない。


「すみません」


「あっ、昨日きのうの」


「はい。早はやすぎましたか？」


「大だい丈じょう夫ぶよ。既すでに魔ま物ものが特とく定ていされたから、情じょう報ほう料りょうを渡わたすわ」


昨日きのうのお姉ねえさんが対たい応おうしてくれるようだ。奥おくの部へ屋やから話はなし声ごえが聞きこえるが、随ずい分ぶんと荒あれた雰ふん囲い気きだ。……どうやら、強つよくて厄やっ介かいな魔ま物もののようだ。


「確かく認にんしてもらっていいかな？」


お姉ねえさんがいる机つくえの前まえまで移い動どうすると……お金かねが置おいてある。金きん貨かが二に枚まいと銀ぎん板ばんが一いち枚まい。


「上じょう位い魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうが二にラダル、金きん貨か二に枚まいね。亡なくなった五ご人にんの情じょう報ほう料りょうが五ごギダルね」


「えっと……はい、確かく認にんしました」


確かく認にんはしたが、初はじめての銀ぎん板ばんと金きん貨かに落おち着つかない。銀ぎん貨かが五ご枚まいで銀ぎん板ばん……一〇枚まいで、金きん貨か……金きん貨か!?　何なんとかお金かねの価か値ちを頭あたまで考かんがえて……余よ計けいに落おち着つけなくなった。


魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうはすごい。


金きん貨か、怖こわい。
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専せん用ようにしている小ちいさい袋ふくろにお金かねを仕し舞まいバッグに入いれる。まさか、金きん貨かが出でてくるとは思おもわなかった。緊きん張ちょうして手て汗あせが……。お姉ねえさんに一ひとつ頭あたまを下さげて役やく場ばを出でる。


金きん貨か……他た人にんに見みられると危あぶない事ことに巻まき込こまれるかもしれない。冒ぼう険けん者しゃギルドで預あずける事ことは出で来きるが、それには登とう録ろくする必ひつ要ようがある。登とう録ろくにはスキルが調しらべられる。そうなれば星ほしなしだとばれてしまう。商しょう業ぎょうギルドは登とう録ろくの時ときにスキルは調しらべないけど……そもそも売うるモノが無ないから登とう録ろくが出で来きない。


どうしよう。金きん貨か……はぁ～。


それにしても、魔ま物ものの情じょう報ほうが金きん貨かになるとは驚おどろきだ。奥おくから聞きこえた声こえで分わかった事ことだが、魔ま物ものはオーガとオーガキングだったそうだ。調ちょう査さにあたった上じょう位い冒ぼう険けん者しゃ達たちがオーガの痕こん跡せきを発はっ見けん、周しゅう辺へんを調しらべると遠とおくにだがオーガキングの姿すがたを確かく認にんしたそうだ。オーガキングは、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃ数すう人にんで討とう伐ばつにあたるほど強つよい魔ま物ものだと、本ほんに載のっていたのを覚おぼえている。私わたしが通とおった時ときは周まわりに気け配はいはなかったが、あの場ばで少すこしでも迷まよっていたら、オーガやオーガキングに遭そう遇ぐうしていたかもしれない。


怖こわいな。


周まわりの様よう子すを見みながら村むらを見みて回まわる。オーガキングが出でた事ことが、告こく知ちされていないため比ひ較かく的てき穏おだやかだ。中なかには冒ぼう険けん者しゃの様よう子すで異い変へんを感かんじている人ひともいるようだけど。


昨日きのうの夜よるから使し用ようしている、冒ぼう険けん者しゃ用ようの広ひろ場ばに戻もどる。この村むらは、安やす宿やどがあるらしく広ひろ場ばを使し用ようする冒ぼう険けん者しゃの数かずが少すくない。正しょう直じき、とても助たすかっている。どうも人ひとが近ちかくに居いると休やすめない。魔ま物ものの警けい戒かいを弱よわめる事ことが出で来きるので寝ねられるのだが、人ひとの気け配はいで目めが覚さめてしまう。利り用よう者しゃが多おおかったラトト村むらの広ひろ場ばを利り用ようした時ときに気きが付ついた。どうも、人ひとが苦にが手てだ。


広ひろ場ばの中なかでテントが設せつ営えいされていない場ば所しょを探さがして休きゅう憩けいする。座すわった場ば所しょは、簡かん易い調ちょう理り場ばから一いち番ばん遠とおい場ば所しょで人にん気きが無ないようだ。そういえば、ラトト村むらでも似にたような場ば所しょで寝ね泊とまりしていたな。


さて、どうしようかな。ラトム村むらは捨すて場ばでポーションを拾ひろったら、すぐに次つぎの村むらへ行いく予よ定ていにしていたけど。オーガキングが出でた以い上じょうは村むらが一いち番ばん安あん全ぜんだろう。


急いそいで冒ぼう険けん者しゃを集あつめるという話はなしをしていたから、明日あしたか明後日あさってから討とう伐ばつが開かい始しされるはずだ。そういえば、オーガキングがいたらオーガの巣すが周しゅう辺へんに出で来きている可か能のう性せいがあると聞きこえた。本ほんにも載のっていたような気きがするけど……うろ覚おぼえだ。後あとで調しらべておこう。


巣すを見みつけるのに一いち、二ふつ日か？　殲せん滅めつするのに……ん～五いつ日かぐらいはラトム村むらに足あし止どめかな？　私わたしは特とくに問もん題だいない、寝ねられないのは森もりで経けい験けん済ずみだし。でも、ソラの食しょく事じの問もん題だいがある。


村むらの中なかで人ひとがいない場ば所しょを探さがす必ひつ要ようがあるけど、……この村むらは人ひとが多おおいから難むずかしいかも。最さい悪あく、ソラの食しょく事じはバッグの中なかになりそうかな。


はぁ～予よ想そう外がいの収しゅう入にゅうがあってうれしかったが、森もりの中なかへ行いけないのは残ざん念ねんだな。でも、安あん全ぜんが何なにより大たい切せつだし。ソラには可か哀わい想そうだけど今こん回かいは諦あきらめてもらおう。


夕ゆう方がたには魔ま物ものの情じょう報ほうが村むらに告こく知ちされ上じょう位い冒ぼう険けん者しゃが集あつめられた。その数かずを見みて、やはりこの村むらの大おおきさを実じっ感かんする。想そう像ぞうしていた以い上じょうの数かずの上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだ。だが、その数かずを見みても役やく場ばに居いた男おとこの人ひとの顔かおは険けわしい。それだけオーガキングは危き険けん度どが高たかい魔ま物ものなのだろう。






でもまさか一〇日かも足あし止どめされるとは……。
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オーガの巣すの崩ほう壊かいとオーガキングが討とう伐ばつされたという情じょう報ほうに、心こころからホッとした。オーガ討とう伐ばつ中ちゅうは森もりの危き険けん度どが上あがるため、村むらの出で入いり口ぐちが閉へい鎖さされてしまった。そのため少すこしも村むらから出でられなかったのだ。


旅たびの疲つかれを取とるのは一いち日にちもあれば十じゅう分ぶんで、三みっ日かぐらいは本ほんを見みて勉べん強きょうしていた。村むらの中なかで何なにか仕し事ごとをする場ば合あいはギルドを通とおさなければならない。そのため仕し事ごとは出で来きず、残のこりは村むらの中なかを見みて回まわったが、正しょう直じき飽あきた。一〇日か間かんはさすがに長ながかった。


一いち番ばんつらかったのは、ソラを自じ由ゆうに外そとに出だしてあげる事ことが出で来きなかった事ことだ。誰だれもいない場ば所しょを探さがしてソラをバッグから出だしてはいたが、それも少すこしの時じ間かんだけ。見みつからないようにする事ことが、これほど大たい変へんだとは……。


それにしても、この村むらに来きた初しょ日にちにポーションを確かく保ほしておいてよかった。そうでなければ、ソラの食しょく事じが足たりなくなるところだった。


ようやく村むらの入いり口ぐちが開かい放ほうされ、討とう伐ばつされたオーガキングが村むらに運はこび込こまれた。討とう伐ばつしたモノを見みせて安あん心しんさせる意い味み合あいがあるのだが……。そのデカさと異い様ような雰ふん囲い気きに驚おどろいた。オーガを見みた事ことはあるが、遭そう遇ぐうしないように逃にげるので、近ちかくで見みたのは初はじめてだ。そして何なにより目めの前まえに居いるのは、オーガキング。オーガの頂ちょう点てんに立たつ魔ま物ものだ。死しんでいるといっても、なんとなく不ふ安あんを感かんじる。オーガの肉にくは美お味いしくないため、魔ま石せきと角つのを取とったら廃はい棄き処しょ分ぶんらしい。


村むら人びとや冒ぼう険けん者しゃが集あつまっているのを横よこ目めに、村むらから捨すて場ばに向むかう。ソラの食しょく事じと旅たび支じ度たくだ。足あし止どめされている間あいだに出で来きる準じゅん備びは全すべて終おわらせてある。後あとは足たりない物ものの補ほ充じゅうだけだ。


捨すて場ばの近ちかくで足あしを止とめる。捨すて場ばから多おおくの人ひとの気け配はいを感かんじたのだ。……そうか、一〇日かも捨すてに来こられなかったのだ。溜たまったモノを、扉とびら開かい放ほうと共ともに捨すてに来きた人ひとたちが多おおくいるのだろう。少すこし時じ間かんをずらした方ほうがいいな。










干ほし肉にく以い外がいの食しょく料りょうを、確かく保ほするために森もりの中なかに入はいる。まだ緊きん張ちょうするが討とう伐ばつは成せい功こう、オーガは全ぜん滅めつさせたと村そん長ちょうが説せつ明めいしていたから大だい丈じょう夫ぶだろう。


ドキドキしながら川かわを目め指ざす。川かわの近ちかくには、木きの実みがなっている事ことが多た々たあるのだ。辿たどり着ついた川かわで水みずの補ほ充じゅうをし、周しゅう辺へんを見み回まわすと赤あかい実みをつけている木きを見みつけた。以い前ぜん、他ほかの川かわ辺べで採さい取しゅした事ことのある実みだ。甘あまくて美お味いしかったので、実みが生なっているなら採さい取しゅしたい。


木きに近ちかづこうとすると、足あし元もとに居いたソラが飛とび跳はねて足あしにぶつかってきた。


えっ！


驚おどろいて立たち止どまると、


シュッ!?


「ぅわ！　いたっ！」


木きから何なにかが飛とんでくるのを感かんじて、思おもわず身みをかわすが腕うでに当あたってしまった。瞬しゅん間かん、ものすごい痛いたみが体からだを走はしり抜ぬける。


木きの方ほうを見みると……ずるずると動うごいている。やばい、木きの魔ま物ものだ！　魔ま物ものは、土つちから根ねを出だし近ちかづこうとしている。足あし元もとのソラをバッグに入いれて、痛いたむ腕うでを押おさえる。







    
  
  




「ぅくっ……」


ぬるっとしたモノが手てに触ふれるが、今いまは確たしかめている暇ひまはない。


痛いたみにぐっと歯はを食くいしばって、川かわ辺べから急いそいで離はなれる。しばらく走はしって後うしろを確かく認にんする。……魔ま物ものの姿すがたは見みえない。気け配はいを探さぐるが、なぜか気け配はいが探さぐれない。距きょ離りはまださほど離はなれていないため、気け配はいを読よめるはずなのに……。


痛いたみで吐はき気けが襲おそう。耐たえながら、もう一いち度ど足あしに力ちからを入いれて魔ま物ものから少すこしでも離はなれるように走はしり出だす。しばらく走はしり続つづけ、後うしろに視し線せんを向むけるが動うごくモノはない。


ふっと体からだがふらついて、木きの根ね元もとに座すわり込こんでしまう。痛いたみを感かんじる腕うでを見みると、押おさえている手てから血ちが滴したたり落おちている。そっと手てを離はなすと……かなり傷きずが深ふかい。それにずいぶんと血ちを失うしなってしまったようだ。


頭あたまがぼんやりする。


バッグからポーションを出だしたいが、体からだが動うごかない。……。朦もう朧ろうとする頭あたまを、左さ右ゆうに振ふろうとするが動うごけない。


「……ソラを、出ださなぃ……と……」


ずるっと体からだが横よこに傾かたむくのを感かんじる。倒たおれた拍ひょう子しに腕うでに強きょう烈れつな痛いたみが走はしり少すこしだけ意い識しきがはっきりするが、体からだは動うごかせない。ソラを入いれたバッグが目めの前まえにある事ことに気きが付ついた。ソラをバッグから出だしたいが……視し界かいが滲にじみ涙なみだが溢あふれてくる。


「…ソ、ラ…」


滲にじむ視し界かいにもごもごと動うごく何なにかが見みえる。はっきりとは見みえないが、どうやらソラは自じ身しんでバッグから出でたようだ。


……よかった。


ソラがこちらに近ちかづいてくるのが分わかる。


……ごめんね。


でも、私わたしが死しんでもソラは大だい丈じょう夫ぶ。意い識しきが遠とおのくのを感かんじ、目めを閉とじた。


痛いたみで動うごかなかった腕うでが、何なにかに包つつまれたような感かん覚かくがする。不ふ思し議ぎに感かんじていると、次つぎの瞬しゅん間かんにはふっと痛いたみが消きえた。体からだ中じゅうに響ひびいていた痛いたみが消きえた事ことで、少すこしだけ体からだに力ちからが入はいるようになる。重おもい瞼まぶたを押おし上あげ、滲にじむ視し界かいで見みた物ものは……ソラに食くわれていた。ソラが傷きずついた腕うでを包つつみ込こんでしゅわ～っと食しょく事じをしていた。


……ソラは人を食たべるらしい。


食たべられる時ときに痛いたみは感かんじないようだ、よかったと思おもえばいいのだろうか？　最さい後ごの最さい後ごに驚おどろきだ。
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自じ分ぶんの腕うでがソラに食たべられているのを見みつめる。しゅわ～っと音おとが何なん度どもする。覚かく悟ごが決きまったのか、不ふ思し議ぎと落おち着ついている自じ分ぶんにちょっと笑わらえる。


……？…………おかしい。


朦もう朧ろうとしていた意い識しきが、何なんだかはっきりしてきたような気きがする。そういえば、少すこし翳かすんでいた視し界かいもよく見みえている。それに重おもたく感かんじて動うごけなかった体からだが、少すこしずつ軽かるくなっているような気きもする。確たしかめるために、ソラに包つつまれていない反はん対たいの腕うでを持もち上あげてみる。


……上あがった。


倒たおれている体からだを少すこし動うごかしてみると、まだ少すこし体からだは重おもたいが動うごかす事ことが出で来きた。ゆっくりと木きに凭もたれるように座すわって、ソラに包つつまれている腕うでを見みる。何なにが起おこっているのか分わからない。ただ、ずっとソラは腕うでを包つつみ込こんで何なにかを消しょう化かしている……はずだ。ずっとしゅわ～っと音おとがするので、それは間ま違ちがいないと思おもうのだが。ソラが包つつんでいる腕うでを見みてみる。しゅわ～っという音おとと共ともに大たい量りょうの泡あわが生うまれるので、泡あわが邪じゃ魔まになって腕うでが見みえない。


「ソラ？」


目めが出でてきた、というか閉とじていた目めを開ひらいたようだ。腕うでを包つつんだ状じょう態たいで目めがきょろりと動うごく。さすがにソラと分わかっていても、不ぶ気き味みだ。自じ分ぶんの腕うでにスライムが絡からまって視し線せんが合あっている状じょう態たいだが、どうしたらいいのだろう？　考かんがえても、ソラが離はなれるのを待まつしかないのだろうな。しばらく見みつめ合あっていると、腕うでからピョンとソラが離はなれる。


腕うでを見みて驚おどろいた。


骨ほねまで見みえていた傷きずが、うっすらと痕あとを残のこす程てい度どになっている。痛いたみが消きえて体からだが動うごかせるようになったので、ソラが傷きずを治なおしてくれている可か能のう性せいも考かんがえたが、本ほん当とうに腕うでの傷きずが治なおるとは。ただ呆ぼう然ぜんと、傷きずの痕あとが少すこし残のこる腕うでを見みつめる。


「ぷぷ～」


「……えっ？……」


「ぷぷ～」


「………………ハハハ」


ソラがしゃべっている。腕うでが治なおっている。もう、どこから考かんがえていけばいいのか分わからない。でも、これだけは分わかる。


「ソラ、ありがとう。あなたのおかげで生いき延のびた」


腕うでに出で来きた傷きずは骨ほねまで到とう達たつしており、太ふとい血けっ管かんを切きってしまっていた。処しょ置ちが出で来きればよかったが、走はしって逃にげなければならず傷きずをそのままに移い動どう。そのため大たい量りょうに血ちを失うしなってしまい、処しょ置ちが出で来きる時ときには既すでに手て遅おくれだった。いや処しょ置ちが出で来きたとしても、私わたしの持もっているポーションでは危あぶなかったかもしれない。最さい悪あく、死しんでいただろう。生いき延のびても、片かた腕うでを失うしなっていたかもしれない。それに私わたしが木きの魔ま物ものに近ちかづこうとしたあの時とき、ソラが止とめてくれた。あそこで止とまっていなければ、死しんでいた可か能のう性せいが高たかいような気きがする。


ソラを見みつめて考かんがえ込こんでいると、コロコロと転ころがって私わたしの足あしにぶつかってくる。


……あれ？


飛とび跳はねる事ことが出で来きるのに……転ころがっての移い動どうなの？　ソラは不ふ思し議ぎな存そん在ざいだな。有ゆう機き物ぶつも無む機き物ぶつも消しょう化かが出で来きるけど、青あおのポーション限げん定ていだし。深ふか手での傷きずも治なおす事ことが出で来きるしって、これって青あおのポーションの力ちからに似にている。青あおのポーションを食たべているから？　でも、私わたしがあげているポーションってみんな劣れっ化かしている物ものだから、こんなに綺き麗れいに傷きずは治なおらないはず。ん～、分わからない事ことだらけだな。失うしなわずに済すんだ手てでソラを撫なでる。


「ぷぷ～」


と、声こえを出だしながら、あるバッグを見みつめている。そのバッグには、確たしか私わたし用ようの青あおのポーションが入はいっているはずだ。どうやらソラは、お腹なかが空すいているらしい。相あい変かわらずのマイペースに笑わらえてくる。少すこし前まえまで死しにそうだったのだけど……ふふふ。バッグの中なかから残のこっていたポーションをソラに渡わたす。すぐに食たべきってしまうだろう。さて、捨すて場ばは落おち着ついたかな？


そういえば、川かわ辺べに居いた魔ま物ものの情じょう報ほうも役やく場ばに届とどけた方ほうがいいのかな？……また足あし止どめされるとか、ないよね？


役やく場ばに届とどけたら、足あし止どめはされなかったが驚おどろかれた。そりゃそうだよね。
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木きの魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうは五ごギダル、銀ぎん板ばん一いち枚まいだった。


人ひとをおびき寄よせるために、実みのなる木きに擬ぎ態たいする魔ま物ものだそうだ。数すう年ねん前まえには、村むらの畑はたけの近ちかくにいつの間まにか潜もぐり込こんでいて被ひ害がいが出でたそうだ。動うごきは遅おそいので逃にげる事ことは出で来きるが、獲え物ものが逃にげるとすぐさま周まわりの木きに擬ぎ態たいするらしい。しかも気け配はいまで擬ぎ態たいした木きに似にせる事ことが可か能のうなので、なかなか見みつけられない少すこし厄やっ介かいな魔ま物ものなのだと、お姉ねえさんが教おしえてくれた。この魔ま物ものは、中ちゅう位い冒ぼう険けん者しゃ以い上じょうにギルドから依い頼らいが行いくだろうとの事ことだ。


お姉ねえさんと一いっ緒しょに話はなしを聞きいていた男だん性せいが、不ふ思し議ぎそうに見みてくる。首くびを傾かしげて見み返かえすと、


「しかし、よく魔ま物ものだと分わかったな。あの魔ま物ものを見み分わけられるのは相そう当とうだぞ」


「……たまたまです」


「そうか？　しかし被ひ害がいが出でる前まえに分わかってよかった。あれが出でると気きが付つかないうちに、確かく実じつに何なん人にんかやられちまうんだ。攻こう撃げき範はん囲いに近ちかづくまで完かん全ぜんに無む害がいな木きに見みえるからな。村むら人びとや初しょ級きゅう冒ぼう険けん者しゃが被ひ害がいに遭あっちまう」


はい、遭あいました。ばっちり死しにそうな目めに遭あいましたとは言いえないので、笑わらって誤ご魔ま化かしておく。


村むらに被ひ害がいを及およぼす魔ま物ものだったため情じょう報ほう料りょうが出でるが、中ちゅう級きゅう冒ぼう険けん者しゃ二に名めいで討とう伐ばつできるランクの魔ま物ものなので五ごギダルらしい。私わたしとしては十じゅう分ぶんなので、二ふた人りにお礼れいを言いってから役やく場ばを出でた。










役やく場ばを出でて捨すて場ばに向むかう。かなり時じ間かんが経たっているので、もう大だい丈じょう夫ぶだろう。一いっ着ちゃく服ふくを駄だ目めにしてしまったので新あたらしい服ふくが欲ほしい。


……すごい。


一〇日か間かん、封ふう鎖さされていたためだろうか？　捨すて場ばのゴミがかなり増ふえている。ポーションのゴミも多おおい、これはうれしい。どうやらこの村むらにも、ポーション作づくりを練れん習しゅう中ちゅうの子こ供どもがいるようだ。正せい規き品ひんとは違ちがうビンに入はいったポーションがまとめて捨すてられている。


隣となりに居いるソラがプルプルと揺ゆれて喜よろこんでいる。すぐそばにあった青あおのポーションを数すう本ほん拾ひろってきて、ソラの前まえに並ならべる。ソラがポーションを食たべだしたのを確かく認にんしてから、旅たびに必ひつ要ようなモノをそろえるため捨すて場ばに入はいる。足たりないポーションを次つぎ々つぎとバッグに入いれていく。途と中ちゅうで服ふくを数すう着ちゃく見みつける事ことが出で来きたので、それもバッグへ。


練れん習しゅう用ようのポーションの中なかに青あおのポーションを見みつけたので全すべて回かい収しゅうする。全ぜん部ぶで三八本ほんだ。捨すて場ばのすぐそばでプルプルと揺ゆれながら待まっているソラの元もとに戻もどると、練れん習しゅう用ようを全すべてソラの前まえに並ならべていく。しゅわ～っと食しょく事じをしながらプルプルと嬉うれしそうに揺ゆれるソラ。随ずい分ぶんと器き用ような動うごきが出で来きるようになっている。ソラが食しょく事じをしながら満まん足ぞくそうに揺ゆれている横よこで、バッグから拾ひろってきた物ものをすべて出だして確かく認にんしていく。見みつけた数すう着ちゃくの服ふくは、少すこし縫ぬえば全すべて着きられる状じょう態たいだった。


各かくポーションを調しらべていく。捨すてる時ときに、ビンにヒビが入はいる事ことがある。ヒビがあると変へん色しょくが早はやまるので、ヒビのチェックは重じゅう要ようだ。ヒビが無なく変へん色しょくが少すくないポーションを選えらぶ。拾ひろってきたポーションは、今いままでの村むらより良いいモノが多おおい。冒ぼう険けん者しゃが多おおいからだろうか？　私わたしとしてはうれしい限かぎりだ。ソラ用ようのポーションも全ぜん部ぶで七六本ほんも確かく保ほする事ことが出で来きた。いろいろあったが、ラトム村むらは随ずい分ぶんと収しゅう穫かくの多おおい村むらだな。確かく認にんが終おわった物ものからバッグに入いれていく。


「あれ？……赤あかのポーションが足たりない」


病びょう気きを治なおす赤あかのポーションを、三さん本ぼん拾ひろってきたはずなのだが二に本ほんしかない。おかしいな。落おとしてきた？　捨すて場ばの方ほうに目めを向むけると近ちかくに赤あかのポーションが落おちている。……落おとしたのかな？　ヒビを確かく認にんしてからバッグに入いれる。準じゅん備び完かん了りょう！


ソラと一いっ緒しょに次つぎの村むらラトスへ向むかう。正しょう直じきあんな事ことがあった直ちょく後ごなので森もりが怖こわい。だが旅たびを続つづけるなら慣なれるしかない。


「ソラ、危き険けんがあったら教おしえてね」


ソラが私わたしの腕うでの中なかでプルプルと揺ゆれた。ちょっとほっとする。ソラが仲なか間まになってくれてよかった。
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木きの魔ま物ものの恐きょう怖ふが残のこっているのか、音おとや気け配はいに敏びん感かんになっているようだ。まぁ、死しにそうな目めに遭あったのでそれも仕し方かたがないが、そのおかげで寝ねるに寝ねれない。ソラには申もうし訳わけないが、村むらの広ひろ場ばで一いち日にちだけでもいいからゆっくり過すごしたい。


村むらが近ちかかったので、五いつ日かで目もく的てきのラトス村むらに着ついた。


オトルワ町まちまで近ちかいので、この村むらも大おおきいのかと思おもっていたが……びっくりするほど小ちいさい。私わたしの生うまれたラトミ村むらぐらいしかない。町まちに近ちかいほど大おおきい村むらになるわけでは無ないようだ。


ちょっと驚おどろいた。


村むらの中なかに入はいると、なんだか村むら人びとに覇は気きがない。それに冒ぼう険けん者しゃの数かずもかなり少すくないようだ。冒ぼう険けん者しゃが少すくないと情じょう報ほうが集あつめにくいのだが。村むら人びとや冒ぼう険けん者しゃの様よう子すを見みながら、村むらの中ちゅう心しんと思おもわれる場ば所しょを目め指ざす。村むらの中ちゅう心しんに来くると、数かずは少すくないが飲のみ屋やはあるみたいだ。だが、どれも活かっ気きが無ない。とりあえず近ちかづきながら声こえを拾ひろっていく。


……二ふつ日か前まえに村そん長ちょうが、国くにに納おさめる税ぜい金きんを横おう領りょうした罪つみで捕つかまったらしい。しかもこの村むら、二に代だい続つづけて村そん長ちょうが捕つかまっているそうだ。飲のみ屋やの店てん主しゅだと思おもわれる人じん物ぶつが、冒ぼう険けん者しゃに酒さけを振ふる舞まいながら愚ぐ痴ちっている。付つき合あっている冒ぼう険けん者しゃたちは苦にが笑わらいだ。


何なんというか、すごい村むらに立たち寄よってしまった気き分ぶんだ。この村むらは捨すて場ばだけ見みて、すぐに離はなれようかな。小ちいさい村むらなので捨すて場ばも期き待たいできないかな。……まぁ、一いち応おうは見みていこう。










村むらから出でて、捨すて場ばがありそうな場ば所しょを探さがす。見みつける事ことはすぐに出で来きた。期き待たいはしていなかったが、予よ想そう以い上じょうに捨すて場ばにモノが多おおい。多た種しゅ多た様ようなモノが雑ざっ多たに捨すてられている事ことから、村むらにはテイムされたスライムがいないのかもしれない。そうだとすればかなり大たい変へんだ。


ソラはいつもの如ごとく、捨すて場ばの近ちかくでバッグの取とっ手てに囲かこっておく。進しん化かをしているのにどうしてか、未いまだに風かぜには転ころがされている。もしかしてスライムってそういうモノなのだろうか？　スライムを間ま近ぢかで見みた事ことはあるが、すぐに逃にげるので風かぜが吹ふいた時ときにどうなるのか分わからない。今こん度ど、機き会かいがあったら見みてみよう。


捨すて場ばにはポーションも多た数すう転ころがっていた。青あおのポーションはもちろん全すべて拾ひろっていく。次つぎに赤あかのポーションが一いっ本ぽん変へん色しょくしてしまったので赤あかのポーションも探さがす。少すこし変へん色しょくしているが数すう本ほん見みつける事ことが出で来きた。私わたしが持もっているモノよりは状じょう態たいがいい。


変へん色しょくが、かなり少すくない緑みどりのポーションも見みつける事ことが出で来きた。これは持もっているモノと入いれ替かえよう。


周まわりを見み回まわすが、この村むらのゴミは汚よごれも破やぶれもひどい。捨すてられているモノは多おおいが、拾ひろえるモノは無なかった。


ソラの元もとに戻もどりバッグの中なかから捨すてるポーションを出だす。青あおのポーションはソラの食しょく事じになるので問もん題だいなし。捨すてるのは変へん色しょくした赤あかのポーションと緑みどりのポーションだ。バッグから出だして横よこに置おいておく。


そしてマジックバッグ。川かわを探さがしている時ときに、木きに引ひっ掛かけて破やぶいてしまったのだ。予よ備びのバッグを持もっていたので今こん回かいは大だい丈じょう夫ぶだったが、次つぎの予よ備びが無ない。森もりの中なかでは何なにが起おこるか分わからないため、予よ備びは必ひつ要ようだ。次つぎの村むらに期き待たいしよう。ただ、マジックバッグってなかなか捨すてられていないんだよな。


バッグの中なかを確かく認にんして、他ほかに捨すてるモノが無ないか確たしかめる。ないな……よし！　捨すて場ばに持もっていこうと、置おいておいたポーションに手てを伸のばすとソラの体からだにあたった。


「ん？」


視し線せんを向むけると赤あかのポーションを食しょく事じ中ちゅうのソラがいる。変へん色しょくした赤あかのポーションがソラの体たい内ないにしゅわ～っと消きえていく。


「……？」


何なん度どか瞬まばたきをしている間あいだに食しょく事じが終おわってしまった。急いそいで捨すて場ばから赤あかのポーションを見みつけてきて、ソラの前まえに置おく。すぐに赤あかのポーションを食たべるソラ。


「……食たべた……え～っと、これは？」


捨すてるためにバッグから出だしておいた緑みどりのポーションを、ソラの前まえに置おく。…………反はん応のうが無ない。


どういう事ことなのか不ふ明めいだが、赤あかのポーションも食たべられるようになったようだ。とりあえず、ソラ用ように赤あかのポーションも拾ひろってバッグに入いれる。考かんがえても分わからないので、食たべられるポーションが増ふえて用よう意いする方ほうとしては楽らくになったという事ことにしておこう。ソラについては謎なぞが多おおすぎる。
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ラトス村むらの冒ぼう険けん者しゃ広ひろ場ばは閑かん散さんとしていて、よく寝ねる事ことが出で来きた。私わたしとしてはうれしい状じょう態たいだったが、村むらとしては駄だ目めだろう。どんよりした空くう気きが村むら全ぜん体たいを包つつみ込こんでいるので気き分ぶんが滅め入いる。この村むらからは早はやく離はなれたい。


野のネズミでも捕つかまえて金かねを稼かせごうかと思おもったが次つぎの村むらに期き待たいしよう。


ラトメ村むらへは地ち図ず上じょうでは七なの日かぐらいで着つくはずだ。拾ひろった地ち図ずだが、それほど間ま違ちがいが無なく役やく立だっている。


肉にく屋やを見みつけたが、どうも並ならんでいる肉にくの状じょう態たいが悪わるそうなのでこの村むらでの購こう入にゅうは止やめておいた。旅たびでお腹なかを下くだすのは最さい悪あくだ。赤あかのポーションで病びょう気きは治なおるが、私わたしの持もっている劣れっ化か版ばんだと治なおりが遅おそい。予よ防ぼうしておく事ことが大たい切せつだ。






ラトス村むらから五いつ日かほど、ようやく木きの魔ま物ものに対たいしての恐きょう怖ふ心しんも落おち着ついてきた。森もりでの休きゅう憩けいもしっかり出で来きるようになったので、よかった。


村そん道どうを歩あるいていると多た数すうの気け配はいを少すこし遠とおくに感かんじたので、ソラをバッグに隠かくす。しばらくすると冒ぼう険けん者しゃの集しゅう団だんが、こちらに向むかって歩あるいてくるのが見みえた。チームにしては少すこし人にん数ずうが多おおい。


村そん道どうの隅すみに移い動どうして、通とおり過すぎるのを待まつ。通とおり過すぎていくのを見みていると、奴ど隷れいの輪わが着ついている存そん在ざいがいる事ことに気きが付つく。奴ど隷れいという存そん在ざいを初はじめて見みた。小ちいさい村むらには奴ど隷れいはほとんどいないため、今いままで見みた事ことが無なかったのだ。


町まちや大おおきな村むらには奴ど隷れい商しょうというモノがあると聞きいていたが、私わたしには関かん係けいないと少すこし前まえまで思おもっていた。だが、盗とう賊ぞくが人ひとをさらっては、奴ど隷れいとして売うっていると他ほかの冒ぼう険けん者しゃが話はなしているのを耳みみにして驚おどろいた。


その冒ぼう険けん者しゃは家か族ぞくだと思おもわれる子こ供どもに、再さい三さん注ちゅう意いを繰くり返かえしていた。注ちゅう意いの内ない容ようは、旅たびの途と中ちゅうでは人ひとをあまり信しん用ようしない事ことや魔ま物ものと同どう様ように森もりの中なかでは人ひとに近ちかづかない事こと。また、怪け我がをしている人ひとが助たすけを求もとめても、一ひと人りの時ときは近ちかづかないようにとも言いわれていた。どうやら怪け我が人にんを装よそおって襲おそう盗とう賊ぞくがいるらしい。


盗とう賊ぞくについては占うらない師しからも注ちゅう意いを受うけていたが、人ひとをさらう盗とう賊ぞくについては聞きいていなかった。


奴ど隷れいには犯はん罪ざい奴ど隷れいと借しゃっ金きん奴ど隷れいがいる。


犯はん罪ざい奴ど隷れいは罪つみを犯おかした者ものが刑けい期きを終おえるまで奴ど隷れいとして国くにで管かん理りされる者もの達たちで、借しゃっ金きん奴ど隷れいはお金かねを借かりたが返へん済さいできなかった者もの達たちの事ことだ。冒ぼう険けん者しゃが連つれているのは借しゃっ金きん奴ど隷れいかな？


犯はん罪ざい奴ど隷れいは国くにの事じ業ぎょうで駆かり出だされるなど、結けっ構こうハードな仕し事ごとがあてられると聞きいた。


冒ぼう険けん者しゃたちも依い頼らいを失しっ敗ぱいして借しゃっ金きんを背せ負おう事こともあると広ひろ場ばで話はなしているのを耳みみにしている。奴ど隷れい落おちにならないように気きを付つけよう。


これから大おおきな村むらや町まちに行いく、盗とう賊ぞくが出でやすいと言いわれている場ば所しょでもある。一ひと人り旅たびは狙ねらわれやすい、気きを引ひき締しめないと。


村そん道どうの周まわりの気け配はいを探さぐり、問もん題だいがない事ことを確かく認にんしてからソラをバッグから出だす。


以い前ぜんより、少すこし大おおきくなったソラ。しかも私わたしの傷きずを治なおしてから、随ずい分ぶんとしっかりとした体からだになった。横よこに伸のびてしまっていた体からだが、しっかりとした雫しずくの形かたちになってきたのだ。まぁ、まだ微び妙みょうに横よこに伸のびているように見みえるが……。でも、あと少すこしで普ふ通つうのスライムと見み分わけがつかなくなるだろう。そうなれば、ずっと外そとに居いても問もん題だいがなくなる。ただ、少すこし気きになるのはソラの半はん透とう明めいの体からだだ。何なん度どかテイムされているスライムを見みたが、どの子こも体からだは濁にごった色いろ合あいだった。綺き麗れいな色いろの子こも中なかにはいたが、半はん透とう明めいのような感かんじではない。ソラは半はん透とう明めいの青あお色いろだ。食しょく事じをしている時ときの泡あわが綺き麗れいに見みえるほど、透とう明めいに近ちかい半はん透とう明めいなのだ。


そうだ、次つぎの村むらでは本ほん屋やに行いってみようかな。ソラの事ことは無む理りでも、スライムの事ことがもう少すこし詳くわしく載のっている本ほんがあるかもしれない。色いろについても何なにか書かかれているだろう。


もし半はん透とう明めいなのがソラだけだったら……形かたちがしっかりしてもやっぱりバッグから出だせないし。ソラがぴょんと村そん道どうへ飛とび降おりる。私わたしの横よこをピョンピョンと跳はねながら移い動どうする。これも私わたしの傷きずを治なおしてから、出で来きるようになった行こう動どうだ。


最さい初しょの頃ころを覚おぼえているので、随ずい分ぶんと逞たくましく感かんじる。出で会あった当とう初しょだったら、絶ぜっ対たいに消きえてしまうと慌あわてているところだな。
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ラトメ村むらが近ちかいのか、村そん道どうですれ違ちがう冒ぼう険けん者しゃの数かずが多おおくなった。


可か哀わい想そうだが、ソラはずっとバッグの中なかだ。チラッと冒ぼう険けん者しゃチームに居いるスライムを見みるが……体からだの色いろは不ふ透とう明めいか濁にごったような色いろだ。綺き麗れいな色いろ合あいの子こも見みかけたが半はん透とう明めいではなかった。やはりソラのような半はん透とう明めいなスライムには出で会あえない。


バッグの外そとには出だせないかも……。


村むらの出で入いり口ぐちが見みえてきた。


今いままでの村むらと全まったく違ちがう事ことに驚おどろいて、立たち止どまってしまう。今いままでの村むらの出で入いり口ぐちは簡かん易い的てきな門もんだったのだが、このラトメ村むらには立りっ派ぱな門もんが存そん在ざい感かんを放はなっている。かなり大おおきな村むらなのだろうか？　まさかラトメ村むらを通とおり越こして、オトルワ町まちに来きてしまったのだろうか？


疑ぎ問もんに思おもいながら近ちかづくと、ラトメ村むらという看かん板ばんが見みえた。そして門もんから左さ右ゆうに続つづく高たかい塀へい。これも今いままでの村むらでは見みた事ことが無ない物ものだ。あまりの事ことにドキドキと心しん臓ぞうがうるさい。出で入いり口ぐちには門もん番ばんらしき人ひとが立たっていて、出で入いりする人ひとを確かく認にんしているようだ。


どうしよう、何なにか証しょう明めい書しょのようなモノが必ひつ要ようなのだろうか？　村むらを飛とび出だしてきたため、証しょう明めい書しょは持もってきていない。それに、持もってこようとしたとしてもとっくに廃はい棄き処しょ分ぶんされていただろう。


仕し方かたがないと諦あきらめて門もんに近ちかづく。門もん番ばんが私わたしに気きが付ついて、声こえをかけてきた。


ドキドキする。


「一ひと人りか？」


「はい」


「何ど処こから？」


「ラトミ村むらからです」


「ラトミ！　また随ずい分ぶんと遠とおい村むらから一ひと人りでか？」


「はい」


「そうか。あの村むらは大たい変へんだったからな、口くち減べらしか」


？　何なんの事ことだろう。大たい変へん？　口くち減べらし？


「大たい変へんだろうが、冒ぼう険けん者しゃにでもなれば食たべていけるだろう。頑がん張ばれよ」


「……ありがとうございます」


何なんだか知しらないが、心しん配ぱいされて応おう援えんされた。それにラトミ村むらに何なにか起おこったらしい。今いままでの村むらでは何なにも聞きかなかったが……何なにがあったのだろう？　この村むらで調しらべられるかな。


無ぶ事じに入はいれたラトメ村むらに驚おどろく。出で入いり口ぐちから他ほかの村むらとはかなり違ちがっていたが、村むらの中なかもかなり異ことなるようだ。村むらに入はいると大おおきな道みちが続つづき、左さ右ゆうにお店みせがずらりと並ならんでいる。その店みせの多おおさにも驚おどろくが、それよりも人ひとの多おおさに圧あっ倒とうされる。今いまはお昼ひるより少すこし前まえなのだが、既すでに出で来き上あがっている冒ぼう険けん者しゃも居いるようで、店みせの中なかがずいぶんと騒さわがしい。門もん番ばんと同おなじ格かっ好こうをしている人ひと達たちが見み回まわりをしているようだ。村むらの自じ警けい団だんなのかもしれない。


とりあえず村むらを見みて回まわる。この村むらの情じょう報ほうが欲ほしい、あとラトミ村むらの事ことも知しっておきたい。人ひとの流ながれに乗のるように移い動どうするが、人ひとが多おおすぎる。ちょっと気き分ぶんが……。少すこし歩あるくと広ひろ場ばのような場ば所しょに出でる。休きゅう憩けいしよう、人ひとに酔よってしまった。広ひろ場ばには椅い子すが置おいてあり、空あいている場ば所しょを探さがして座すわる。周まわりを見みると、とても賑にぎやかで村むらの人ひと達たちも笑え顔がおが多おおい。この村むらはとてもいい場ば所しょのようだ。人ひとが少すこし多おおすぎるような気きがするけど。


色いろ々いろな話はなし声ごえが聞きこえてくる。私わたしが欲ほしい情じょう報ほうは無ないようだ。新あたらしく出で来きたお店みせやどこかのお店みせが新あたらしいメニューを作つくったなど。……本ほん当とうに穏おだやかな村むらのようだ。初はじめての村むらの様よう子すに、少すこしどうすればいいのか迷まよってしまう。とりあえず、今日きょうの寝ねる場ば所しょを確かく保ほしよう。周まわりを見みると商しょう人にんも多おおいが冒ぼう険けん者しゃも多おおい。開かい放ほうされている広ひろ場ばも冒ぼう険けん者しゃが多おおいだろうか？　森もりの中なかの方ほうが落おち着つけるかな？　一いち応おう、開かい放ほうされている広ひろ場ばを探さがす。


「デカい」


冒ぼう険けん者しゃに開かい放ほうされている広ひろ場ばは、今いままで見みた事こともないほど広ひろかった。近ちかくには初しょ心しん者しゃ用よう冒ぼう険けん者しゃでも安あん心しん料りょう金きんなどの看かん板ばんが見みえるため、宿やども充じゅう実じつしているようだ。広ひろ場ばに入はいろうとすると、入いり口ぐちに人ひとが立たっている。少すこしびっくりしたが、恰かっ好こうが村むらの出で入いり口ぐちの門もんに立たっていた人ひとと同おなじだ。ラトメ村むらでは広ひろ場ばも管かん理りしているのだろうか？


「泊とまるのか？」


「……はい」


「一ひと人りか？」


「はい」


「……そうか。あっちの方ほうが安あん全ぜんだ」


一ひと人りだと言いうと少すこし戸と惑まどったようだ。やはり見みた目めで未み成せい年ねんと分わかるせいだろう。だが広ひろ場ばを確かく認にんして安あん全ぜんな場ば所しょを教おしえてくれた。簡かん易い調ちょう理り場ばから離はなれた場ば所しょだが、人ひとが比ひ較かく的てき少すくない場ば所しょだった。理り想そう的てきな場ば所しょなのでそこを借かりる事ことにする。


「問もん題だいないか？」


「はい」


もしかしてお金かねが必ひつ要ようだったりするのだろうか？　少すこし不ふ安あんに思おもっていると、何なにかを渡わたされた。よく見みると板いたにマークがついている。


「許きょ可か板ばんだ」


「許きょ可か板ばん？」


「あぁ、ここは初はじめてか？」


「はい」


「人にん数ずうが多おおいと問もん題だいが増ふえるからな。人にん数ずう制せい限げんをしている。それが無ないと入はいれない」


「なるほど。ありがとうございます」


やはりこの村むらにいる冒ぼう険けん者しゃは、かなり多おおいようだ。まさか、広ひろ場ばを使つかう人にん数ずうを制せい限げんしているとは思おもわなかった。教おしえてもらった場ば所しょの近ちかくに、ちょうどいい感かんじに椅い子すがあるので、そこを使つかわせてもらおう。
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椅い子すに荷に物もつを置おいて、場ば所しょ取とりのための準じゅん備びをする。テントを持もっている冒ぼう険けん者しゃはテントを張はって場ば所しょ取とりをするが、人にん数ずうは少すくないが、私わたしのようにテントを持もっていない者ものもいる。そういう場ば合あいは敷しき物ものを敷しいて、取とられても問もん題だいのない荷に物もつを置おいておく事ことで場ば所しょを確かく保ほできるのだ。最さい初しょに広ひろ場ばを使し用ようした時ときに、他ほかの冒ぼう険けん者しゃを見みて学まなんだ。しっかりとしたルールがあるわけでは無ないが、冒ぼう険けん者しゃ同どう士しでの最さい低てい限げんのルールのようだ。バッグから敷しき物ものを取とり出だして敷しき、バッグを一ひとつ置おいておく。完かん了りょう。


広ひろ場ばを見み回まわすと、簡かん易い調ちょう理り場ばの奥おくに一〇個こ近ちかく大おおきなテントが張はってあるのが見みえる。上じょう位い冒ぼう険けん者しゃたちは大おおきなテントを使し用ようするが、あまり広ひろ場ばを使し用ようしないと聞きいた事ことがあるので、初しょ級きゅうか中ちゅう級きゅうの冒ぼう険けん者しゃチームだろう。彼かれらは飲のみだすと騒さわがしくなるので、離はなれている場ば所しょでよかった。


教おしえてもらった場ば所しょは、個こ人じんが多おおいのか一ひと人り用ようテントがあちらこちらに張はってある。私わたしのように敷しき物ものと荷に物もつだけの場ば所しょもある。比ひ較かく的てき静しずかな場ば所しょなので、安あん心しんして寝ねられるだろう。いい場ば所しょを教おしえてもらえてよかった。










広ひろ場ばを出でて、森もりへ行いく。入いり口ぐちでは先さきほどと同おなじ人ひとが警けい備びをしている。軽かるく頭あたまを下さげて足あし早ばやに森もりへ入はいる。慣なれないため、通とおる時ときに少すこし緊きん張ちょうしてしまう。


森もりの中なかはどこも一いっ緒しょで安あん心しんする。見み回まわしながら捨すて場ばを探さがす。これだけ大おおきい村むらなので、捨すて場ばも大おおきいのだろうか？　いや、テイマーと多おおく契けい約やくしていれば、捨すて場ばはそれほど大おおきくなくても大だい丈じょう夫ぶかと考かんがえたが、見みつけた捨すて場ばは他ほかの村むらと似にたような条じょう件けんの場ば所しょにあったが、村むら同どう様ようその規き模ぼがデカい。


「大おおきいな～」


さすがの大おおきさに驚おどろいた。想そう像ぞうはしていたがそれ以い上じょうだ。そして捨すてられている物ものも多た岐きにわたっている。ソラをいつものように捨すて場ば近ちかくに置おこうと考かんがえたが、捨すて場ばが広ひろいために迷まよう。人ひとの気け配はいがしてもすぐにソラの元もとに戻もどれない。どうしよう。一いち番ばん安あん全ぜんなのは捨すて場ばに一いっ緒しょに入はいる事ことだが。


「ソラ、捨すて場ばでゴミに埋うもれないように出で来きる？」


ソラはどうも安あん定てい感かんが悪わるい。捨すて場ばに入はいると、よくゴミに埋うもれてしまうのだ。ソラは私わたしを見みて縦たてにビヨ～ンと伸のびてみせる。おっ、新あたらしい動うごきだ。こんな動うごきも出で来きるのか……って違ちがう。少すこし考かんがえたが、やはり人ひとに見みられない方ほう法ほうを取とろう。


「ソラ、一いっ緒しょに捨すて場ばに入はいろう」


「ぷぷ～」


ピョンと跳はねて捨すて場ばに入はいると、転ころがってビンとビンの間あいだに挟はさまる。


「ソラ、言いっている傍そばから……」


ソラを救きゅう出しゅつして片かた手てにソラを持もって必ひつ要ような物ものを拾ひろっていく。ソラがまだ、片かた手てで持もてるサイズなのでよかった。青あおのポーションと赤あかのポーションをソラ専せん用ようのバッグに次つぎ々つぎと入いれていく。さすが広ひろいだけあって拾ひろっても拾ひろっても出でてくる。これはかなりの数かずが期き待たい出で来きそうだ。


あっ、マジックバッグを発はっ見けん……かなり破やぶれてる……さすがにこれは無む理りだ。他ほかには……これは何なにかな？　服ふくだけど大おおきすぎるな。冒ぼう険けん者しゃが多おおかったからだろうか？　剣けんもかなりの数かずが捨すてられている。鞘さやに入はいっていない物ものもあるので、気きを付つけないと足あしを傷きずつけてしまう。ある程てい度ど見み繕つくろってから捨すて場ばを出でて移い動どうする。


捨すて場ばから少すこし離はなれた場ば所しょにある大たい木ぼくに、凭もたれかかるようにして座すわる。ソラは既すでに私わたしの手てから飛とび下おりて、ソラ専せん用ようのバッグに向むかってプルプルと震ふるえている。間ま違ちがいなくポーションの要よう求きゅうだろう。ソラ用ようのポーションを拾ひろっている時ときに、手ての中なかで激はげしく揺ゆれていた。相あい変かわらずなソラに笑わらってしまう。青あおのポーション一〇本ぽん、赤あかのポーション一〇本ぽんをソラの前まえに並ならべて置おいていく。並ならべている最さい中ちゅうに最さい初しょに置おいたポーションを食たべ始はじめるソラ。勢いきおいよく泡あわとなって吸きゅう収しゅうされるポーション。相あい変かわらず食たべ方かたが不ふ思し議ぎだ。……そういえば他ほかのスライムの食しょく事じ風ふう景けいを見みた事ことが無ない。何ど処こかで見みてみたいな。ソラのように食たべるのだろうか？
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拾ひろってきた物ものを確たしかめる作さ業ぎょうを終おえて少すこしすると、近ちかづく人ひとの気け配はいを感かんじた。食しょく後ごにゆっくり揺ゆれていたソラをバッグに隠かくして、気け配はいのする方ほう向こうへ視し線せんを向むける。門もん番ばんと似にた格かっ好こうをした三さん人にんの男おとこ達たちが、こちらへと向むかって来きているのが見みえた。


少すこし慌あわててしまうが、ソラは既すでにバッグの中なかなので問もん題だいないだろう。冒ぼう険けん者しゃの中なかには直ちょく接せつ捨すて場ばにゴミを持もってくる者ものもいるので、私わたしが此こ処こに居いてもおかしな事ことは無ない。それにしてもどうしてこっちへ？　もしかして捨すて場ばへ見み回まわり？　バッグを持もって、村むらへと戻もどるため男おとこたちの方ほうへ歩あるき出だす。三さん人にんは私わたしを見みたが、特とくに止とめられる事ことも無なく通とおり過すぎる事ことが出で来きた。


よかった。


少すこし離はなれたところで立たち止どまり、後うしろを振ふり返かえる。彼かれらは捨すて場ば全ぜん体たいを見みて、そのまま森もりの中なかへ入はいっていく。


「もしかして、森もりの中なかも見み回まわりをしているのだろうか？」


もしそうなら森もりの中なかで寝ね泊とまりするのは無む理りかもしれない。村むらから遠とおい場ば合あいは、別べつに森もりの中なかで寝ねていても問もん題だいない。でもラトメ村むらにはしっかりと管かん理りされた広ひろ場ばがある。それなのにわざわざ危き険けんな森もりで寝ねる理り由ゆうが思おもいつかない。


どうしよう。


森もりのもっと奥おくで寝ねる？　でも、どこまで見み回まわりをしているのか分わからないし、この村むらの冒ぼう険けん者しゃの数かずが気きになる。今いままでの村むらより確かく実じつに二に倍ばい近ちかくいるような気きがする。そうなると森もりの中なかでの遭そう遇ぐう率りつが高たかくなるから、森もりの中なかでもソラを自じ由ゆうに出だしてあげられない。そういえば、村むらに近ちかづくにつれソラをバッグから入いれたり出だしたりする回かい数すうが増ふえたな。


はぁ～、見み回まわりがあるし冒ぼう険けん者しゃも多おおい。


大おおきな村むらだと、何ど処こもこんな感かんじなのだろうか？　次つぎは町まちに行いく予よ定ていだから、根こん本ぽん的てきな解かい決けつ策さくを何なにか探さがさないと。


村むらの出で入いり口ぐちに行いくと、今こん度どは違ちがう人ひとが門もん番ばんとして立たっている。また何なにか聞きかれるのだろうかと思おもったが、今こん度どは何なにも言いわれる事こと無なく村むらに入はいる事ことが出で来きた。最さい初しょの時ときは、もしかして私わたしが挙きょ動どう不ふ審しんだったのだろうか？　目め立だつ行こう動どうは極きょく力りょくしないようにしているけど、気きを付つけよう。村むらを見みて回まわるがやはり人ひとが多おおい、そして見み回まわりをしている人ひと達たちもいる。村むらの中なかでソラを出だすのは危き険けんだな。


色いろ々いろ見みて回まわりながら一いっ軒けんの肉にく屋やに入はいる。干ほし肉にくの購こう入にゅうと、肉にくの買かい取とりをしているかどうかの確かく認にんのためだ。


「いらっしゃい」


店みせに入はいると年ねん配ぱいのおばさんが奥おくから出でてきた。少すこし緊きん張ちょうしながら店みせを見み回まわして干ほし肉にくを探さがす。見みつけた干ほし肉にくは小こ袋ぶくろと大おお袋ぶくろと二に種しゅ類るいあり、大おお袋ぶくろだと少すこしお得とくのようだ。三〇〇ダルを出だして大おお袋ぶくろを購こう入にゅうする。


「すみません。少すこしお聞ききしたい事ことがあるのですが」


「なんだい？」


「干ほし肉にくは野のネズミですか？」


「野のネズミと野の兎うさぎだね。今いま買かってくれたのは野の兎うさぎで、野のネズミより大おおきくて捕とりやすいから少すこし安やすくなるんだ。あとは野のバトもあるけど捕つかまえにくいから高たかいね」


町まちや周しゅう辺へんの村むらでは干ほし肉にくに種しゅ類るいがあると聞きいたけど本ほん当とうなんだ。それにしても野の兎うさぎだったのか、野のネズミだと思おもっていた。購こう入にゅうした干ほし肉にくを見みつめる。……干ほし肉にくになっているから違ちがいが分わからない。


「狩かってきたらお肉にくを買かい取とっていただけますか？」


「もちろん！　ただし鮮せん度どがよかったらね」


「分わかりました」


「狩かりは一ひと人りでかい？」


「はい」


「そう。この辺へんには少すこし厄やっ介かいなノノシという牙きばを持もっている動どう物ぶつがいる、気きを付つけてね」


「ありがとうございます」


ノノシ？　聞きいた事ことが無ないな。魔ま物ものではなく動どう物ぶつか。


肉にく屋やを出でて広ひろ場ばに戻もどると、管かん理りしている人ひとが代かわっていた。許きょ可か板ばんを見みせて、確かく保ほしておいた場ば所しょに行いく。途と中ちゅうで小こ型がたのテントが視し界かいに入はいる。


「テントか」


テントだったらソラを出だしても大だい丈じょう夫ぶかもしれない。一ひと人り用ようのテントって、どれくらいの値ね段だんで手てに入はいるのかな？　重おもさも気きになるし、見みて確たしかめたいな。周まわりを見み回まわすと一ひとつの看かん板ばんが目めに入はいってくる。


『良りょう質しつな中ちゅう古こ品ひんだけをご紹しょう介かいしています！』


中ちゅう古こ品ひんなら買かえるかな？　情じょう報ほう料りょうがあるから少すこし余よ裕ゆうがあるし。私わたしとソラのこれからを考かんがえると、テントは欲ほしいかも。看かん板ばんで店みせの位い置ちを確かく認にんしてから通とおりへと足あしを向むける。大おお通どおりから脇わき道みちに入はいったところに看かん板ばんで見みつけた店みせがあった。中なかを窺うかがうと、冒ぼう険けん者しゃたちが多た数すういるようだ。


「何なにか買かうのか？」


いきなり声こえをかけられたので、叫さけびそうになった口くちを押おさえて後うしろを振ふり返かえる。


「あっ、悪わるい。驚おどろかせるつもりはなかった」


後うしろに居いたのは村むらの出で入いり口ぐちで門もん番ばんをしていた男だん性せいだ。その横よこには見み知しらぬ男だん性せいも一いっ緒しょだった。


「子こ供どもを驚おどろかせるなよ」


見み知しらぬ男だん性せいが門もん番ばんさんに注ちゅう意いをしているのを見みながら、うるさくなった心しん臓ぞうを深しん呼こ吸きゅうで治おさめる。


「ハハハ、悪わるい悪わるい。で、何なにか買かうのか？」


「はい。中ちゅう古この一ひと人り用ようのテントを」


「テント？……村むらから追おい出だされる時ときに支し給きゅうされないとは、ラトミ村むらの困こん窮きゅうは本ほん当とうみたいだな」


ラトミ村むらが困こん窮きゅう？　裕ゆう福ふくではなかったけれど、村むらには特とく産さん品ひんがあったのでそれほど困こん窮きゅうはしていないと思おもう。


「そうだ！　紹しょう介かいしてやるよ。腕うでのいい親おや父じの店みせだ」


そう言いうと、私わたしの手てを掴つかんで勢いきおいよく引ひっ張ぱって歩あるき出だす。なぜかお店みせを紹しょう介かいしてくれる事ことになったらしい。ただ、歩ほ幅はばが違ちがうので掴つかまれた手てが少すこし痛いたい。
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「おい、引ひっ張ぱると痛いたいだろう！」


「えっ？」


連つれの男だん性せいが慌あわてて歩あるき出だした門もん番ばんさんの腕うでを掴つかむ。彼かれは慌あわてて、掴つかんでいた手てを離はなしてくれた。


「悪わるい！　大だい丈じょう夫ぶか？　痛いたくないか？　ぅわ～赤あかくなっちまった」


「はぁ～、ごめんな。悪わるい奴やつではないんだが……思おもい込こんだら周まわりが見みえなくなると言いうか」


大人おとなの男だん性せい二ふた人りに頭あたまを下さげられるという初はじめての経けい験けん。確たしかに手て首くびはうっすらと赤あかくなっているが、頭あたまを下さげられた事ことに困こん惑わくしてしまう。


「だ、大だい丈じょう夫ぶです！」


「本ほん当とうに？　俺おれ、結けっ構こう遠えん慮りょせずに掴つかんじまっただろう？」


「本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶです」


「そうか？　よし、お詫わびに良いいテントを見みつけるからな！」


テント探さがしは諦あきらめていないようだ。むしろ今いま、決けっ定ていしてしまったような気きがする。返へん事じを聞きかずに歩あるき出だした門もん番ばんさんを、放ほう置ちする事ことも出で来きずに後あとを追おう。その後うしろをもう一ひと人りの男だん性せいがついて来くるけど……これって、大だい丈じょう夫ぶかな？　少すこし歩あるくと、何なんだか外そとから見みた感かんじでは入はいるのに勇ゆう気きがいるような店みせの前まえで足あしが止とまった。


「ここだ。中ちゅう古こでもしっかりと修しゅう理りして売うっているから長ながく使つかえると評ひょう判ばんなんだ。まぁ、少すこし親おや父じに癖くせがあるけどな」


中なかを覗のぞくと、ずいぶんとごちゃごちゃした印いん象しょうで、私わたしには商しょう品ひんがどれなのか見み分わけがつかない。整せい理りという言こと葉ばとは無む縁えんの場ば所しょという印いん象しょうだ。積つみ上あがった物ものの隙すき間まから、奥おくに一ひと人りの男だん性せいの姿すがたが確かく認にんできた。私わたしは迷まよっていたのだが、門もん番ばんさんが勢いきおいよく店みせの中なかに入はいってしまった。


「親おや父じ、邪じゃ魔まするぞ」


「あ？　なんだ、お前まえはこの店みせに用ようなんてねぇだろうが」


「客きゃくだ」


「客きゃく？」


入いり口ぐちに二ふた人りの視し線せんが向むくので頭あたまを一ひとつ下さげる。


「こりゃまた小ちいさい客きゃくだな。親おやはどうした」


「おい。ラトミ村むらの子こ供どもだ」


「ラトミ……口くち減べらししたって言いうのは本ほん当とうって事ことか。ったく」


どうしよう、口くち減べらしではないですって言いうべきか。でも、だったらどうして未み成せい年ねんが一ひと人りで旅たびをしているのかっていう事ことになるし。困こまったな。


「どんな物ものが欲ほしいんだ？」


「一ひと人り用ようの中ちゅう古このテントらしい」


「テントか」


店みせの親おや父じさんが溢あふれかえるモノの間あいだを行いき来きして、数すう点てんテントを見み繕つくろってくれる。門もん番ばんさんが一ひとつ一ひとつ性せい能のうや生き地じのチェックをしてくれている。……あれ？　既すでに購こう入にゅうが決けっ定ていしているような雰ふん囲い気きなんだけど。いや、買かおうとは思おもったけど値ね段だんによるし……。どうしよう、選えらんでもらったのに値ね段だんで買かえないとかになったら……。


「あの……」


「お？　どうした？　要よう望ぼうがあるなら言いえよ」


「あっ違ちがいます。性せい能のうは良よく知しらないので。あの、値ね段だんっていくらぐらいしますか？」


「値ね段だんか？　モノによっては違ちがうが、予よ算さんはいくらだ？」


予よ算さん……五ごギダルでいいかな？　金きん貨かには手てを付つけたくないし、五ごギダルで無む理りならあきらめよう。


「五ごギダルです」


「え!?　五ごギダル？」


門もん番ばんさんがかなり驚おどろいた顔かおをする。やばい、間ま違ちがった？


「ラトミ村むらから五ごギダルが支し給きゅうされたのか？」


門もん番ばんさんと一いっ緒しょにいた男だん性せいから声こえがかかる。


「いいえ。魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうでラトム村むらでいただきました」


「魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうか……五ごギダルって事ことは結けっ構こう危あぶない魔ま物ものだったんだな」


「はい。擬ぎ態たいできる木きの魔ま物ものでした」


「あれか～、怪け我がはしなかったか？　あれは危あぶないからな」


「はい。運うんが良よくて」


「なるほど。それの情じょう報ほう料りょうか」


ところで五ごギダルだと少すくないのか多おおいのかどっちなんだろう？　聞きいて大だい丈じょう夫ぶかな？


「五ごギダルだと結けっ構こういいテントを買かえるぞ。それに坊ぼう主ずだったら軽かるい方ほうがいいだろう」


店みせの親おや父じさんの声こえに視し線せんを向むけると、見み繕つくろってきたテントの中なかから一ひとつを選えらび出だしてくれた。門もん番ばんさんがさっと取とり上あげると、広ひろげて布ぬのの状じょう態たいを見みている。


「おぉ～。確たしかにいい品しなだな」


「当あたり前まえだ。最さい近きんで一いち番ばんいい商しょう品ひんだ。少すこし手て直なおしもしてある」


門もん番ばんさんと親おや父じさんが話はなしているのを聞ききながら、触さわってテントの重おもさなどを確たしかめる。持もち上あげて驚おどろいた、確たしかに軽かるい。ラトミ村むらから出でる時ときにテントも持もって出でたかったのだが、体たい力りょく的てきに荷に物もつが多おおくなりすぎて駄だ目めだった。あの時ときは追おわれる可か能のう性せいを考かんがえて、なるべく荷に物もつを軽かるくしたかったのだ。


それに一ひと人り旅たびの場ば合あい、テントはあまり使つかわない。森もりの中なかでは、見み張はりがいない状じょう態たいでテントを使つかうのは危き険けんなのだ。特とくに雨あめが降ふると、魔ま物ものの気け配はいを消けしてしまうので、洞どう窟くつや木きの穴あなに身みを隠かくして雨あめが止やむのを待まつ。でもこれから大おおきな村むらや町まちで広ひろ場ばを使つかうなら、テントは必ひつ要ようになるだろう。少すこし迷まよっていると門もん番ばんさんがテントを持もって店みせの外そとに向むかう。


「坊ぼう主ず、一ひと人りで出で来きるか確かく認にんして来こい」


親おや父じさんの言こと葉ばに、慌あわてて門もん番ばんさんを追おって外そとに出でるとテントを渡わたされた。門もん番ばんさんの説せつ明めいを聞ききながら、テントを一ひと人りで張はれるかを確かく認にんする。簡かん単たんに張はる事ことが出で来きるタイプのようで、私わたしでも一ひと人りで出で来きた。中なかに入はいってみると、地じ面めんに接せっ地ちする面めんが少すこし厚あつみがあって暖あたたかい。入いり口ぐちを閉とじると少すこし思おもっていたより大おおきめの空くう間かんが出で来き上あがる。


良いいなこれ。
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「坊ぼう主ず、問もん題だいはないか？」


「はい。こんな軽かるいテントがあると初はじめて知しりました」


「軽かるくて丈じょう夫ぶって人にん気きの最さい新しんのテントだ」


「最さい新しん？……中ちゅう古こですよね？」


「それを買かった奴やつなんだが、好すきな女おんなが出で来きて冒ぼう険けん者しゃを辞やめちまってな。すぐに売うりに出だしたんだよ」


「そうなんですか。これで、お願ねがいします」


「はいよ。そうだ、マーク付つけておけよ？」


「マークですか？」


「あぁ、同おなじようなテントがあると問もん題だいが起おきる事ことがあってな、自じ分ぶんだけしか知しらない場ば所しょにマークを付つけておくんだ。名な前まえでも記き号ごうでもなんでもいいぞ」


「マーク」


購こう入にゅうするテントを見みる。何ど処こに付つけるのが一いち番ばんだろう？


「……ここで付つけていくか？」


「えっと、お願ねがいします」


「いや、マークは自じ分ぶんで考かんがえろよ」


「……はい」


テントを広ひろげてもらって、内うち側がわの天てん井じょうの隅すみにソラと書かこうとして気きが付つくと『空そら』と書かいていた。あれ？……これ、前まえの私わたしの記き憶おくかな？　たぶんソラって読よむような気きがする。


「お、記き号ごうか？　これだと他ほかの奴やつには分わかりづらいな」


何なにかは知しらないが言こと葉ばだと思おもう。でも、記き号ごうって思おもわれたみたいだ。……説せつ明めいも出で来きないので記き号ごうという事ことにしておこう。


「これから大たい変へんだろうが頑がん張ばれよ」


うっ、心こころがチクチクする。早はやくラトミ村むらで何なにがあったのか調しらべないと。店みせの入いり口ぐちで誰だれかと話はなしていた門もん番ばんさんともう一ひと人りの男だん性せいが、店みせの奥おくに戻もどってくる。


「お！　買かったのか？」


「はい、ありがとうございました。とてもいい品しなが買かえました」


驚おどろかされたけど、この人ひとのおかげでかなりいいテントが購こう入にゅう出で来きた。良いい人ひとだな。


「ハハハ、いいって、いいって」


「おい、そろそろ見み回まわりの時じ間かんじゃないか？」


「あっ、やばい。坊ぼう主ず、またな」


「ありがとうございました」


深ふかく頭あたまを下さげると、二ふた人りは軽かるく手てを上あげて急いそぎ足あしで店みせを出でて行いく。


「相あい変かわらず慌あわただしいな、奴やつは。……じゃ、五ごギダルだな」


「はい」


マジックバッグから五ごギダルを取とり出だす。親おや父じさんにお金かねを渡わたしてテントを受うけ取とる。その様よう子すを見みていた親おや父じさんが、店みせの奥おくから小ちいさなバッグを取とり出だした。


「これ、やるよ」


「え？」


「小ちいさいが正せい規きのマジックバッグだ。それ劣れっ化か版ばんだろ？」


「……はい」


「劣れっ化か版ばんは金かねの出だし入いれの時ときに中なかが見みられやすい。いくら持もっているのかを知しられるのは、危あぶないからな」


「ありがとうございます」


マジックバッグを受うけ取とって深ふかく頭あたまを下さげて店みせを出でる。広ひろ場ばに戻もどる途と中ちゅう、門もん番ばんさんと親おや父じさんを思おもい出だして顔かおがにやける。良いい人ひと達たちだな、それに一いっ緒しょに居いたもう一ひと人りの男だん性せいも。文もん句くも言いわず、ずっと付つき合あってくれていたし。


大おお通どおりに面めんした一いっ軒けんの店みせに、見み慣なれた物ものがあった。ラトミ村むらの特とく産さん品ひんだ。ザロという果くだ物もので、栄えい養よう価かが高たかく町まちで人にん気きがあると聞きいた。だが、値ね段だんを見みて驚おどろく。私わたしが知しっているザロの値ね段だんの四よん倍ばいはしている。


「高たかい」


「ん？　ザロか？」


店みせの人ひとが私わたしの声こえを拾ひろったようで声こえをかけてきた。慌あわてて声こえをかけてきた人ひとを見みると、年ねん配ぱいの男だん性せいのようだ。店みせの奥おくには、奥おくさんらしき人ひともいる。


「はい。これってラトミ村むらのザロですか？」


「ハハハ、ザロはあの土と地ちでしか育そだたないからな。……もしかしてラトミ村むらの者ものか？」


「はい」


「親おや御ごさんは？」


「……いえ、一ひと人りで旅たびをしています」


ラトミ村むらの情じょう報ほうが欲ほしいので正しょう直じきに答こたえてみる。


「一ひと人り！……確たしかに今こ年としはかなり厳きびしいが。はぁ～あの馬ば鹿かな村そん長ちょうのせいだな」


「村そん長ちょう？」


思おもい出だすのは私わたしを殺ころせと父ちちに話はなしていた男だん性せいだ。正しょう直じき忘わすれたい。


「何なにも知しらずに村むらから出でて来きたのか？　あぁ、いや違ちがうな。追おい出だされたのか？」


「……逃にげてきました」


「逃にげる……あの村むらはそんなにひどい事ことになっているのか」


年ねん配ぱいの男だん性せいは大おおきくため息いきを吐つきながら首くびを横よこに振ふる。


「占うらないのルーバさんが居いただろう？」


「……はい」


「ラトミ村むらのザロは彼かの女じょが守まもってきた。この果くだ物ものは収しゅう穫かく時じ期きがとても難むずかしくてな。少すこしでも時じ期きが違ちがうと商しょう品ひんにならんのだ。だから彼かの女じょに占うらなってもらって、それを活いかしていた」


「それを村そん長ちょうは気きに入いらなかったんだよ！」


いきなり声こえが増ふえて驚おどろく。声こえの方ほうに視し線せんを向むけると、奥おくに居いた奥おくさんらしき人ひとがこちらにやって来くる。


「ラトミ村むらはザロの収しゅう入にゅう源げんが無なければ維い持じできない村むらだ。収しゅう入にゅう源げんを守まもってくれるルーバを支し持じする村むら人びとが多おおいのは当あたり前まえだろう。それをあの馬ば鹿か村そん長ちょうは、気きに入いらなかったみたいだよ。ルーバが病びょう気きの時ときに薬くすりを渡わたさなかったんだとさ」


「周まわりの村むら人びとには薬くすりは渡わたしたと嘘うそをついてな。知しっていたのは村そん長ちょうの腰こし巾ぎん着ちゃくだけだ」


「ルーバは村むらにとって、ザロがどんな存そん在ざいなのか知しっていたからね。自じ分ぶんに何なにかあったら、必かならず他ほかの占うらない師しに連れん絡らくを入いれてくれているはずなんだ。それが何なにもない、これはおかしいと村むら人びとが村そん長ちょうの腰こし巾ぎん着ちゃくを問とい詰つめて分わかった事ことなんだよ。しかも、最さい初しょは子こどものせいにしようとしたらしい。まったく前まえの村そん長ちょうは立りっ派ぱだったけど、今いまのは駄だ目めだ。村むらは今いま荒あれているそうだよ」


「村そん長ちょうの奴やつは、自じ分ぶんに楯たて突つく村むら人びとを村むらから追おい出だしたって話はなしも聞きくしな」


「親おやがいない子こ供どもも追おい出だされたそうだよ……あんたは、逃にげたって言いったね」


「はい」


「どうしてだい？」


「……両りょう親しんが村そん長ちょうよりだったので……その、問もん題だいが……」


「両りょう親しんが……大たい変へんだったね」


「え！　いえ、そんな」


……あの村そん長ちょうは、私わたしが思おもっている以い上じょうに問もん題だいがあったようだ。それに追つい随ずいした両りょう親しんは……まぁ、もう他た人にんだな。
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ラトミ村むらの村そん長ちょうの話はなしは正しょう直じき驚おどろいた。村そん長ちょうが代だい替がわりしたのは、確たしか私わたしが生うまれた年としだったはず。それまでの村そん長ちょうが病びょう気きで急きゅうに亡なくなったためだったかな。


「あの、話はなしていただきありがとうございます」


「いいの、いいの。今いまは冒ぼう険けん者しゃかい？」


「はい」


「若わかいのに大たい変へんだ。そうだ、これ持もって行いきな」


年ねん配ぱいの男だん性せいが、奥おくからザロを二に個こ持もって来きてくれた。


「熟じゅくしすぎちまって、もう売うり物ものにならないんだよ」


「ありがとうございます」


ザロを受うけとると、甘あま酸ずっぱい香かおりが広ひろがる。占うらない師し以い外がいに、良いい思おもい出では無ないけれど懐なつかしいな。お店みせの二ふた人りに頭あたまを下さげて、広ひろ場ばに戻もどる。


そういえば、横おう領りょうで捕つかまった村そん長ちょうの村むらもさびれていたけど、ラトミ村むらもあんな風ふうになるのかな？　そもそも、ザロの収しゅう入にゅうが減へってしまったら村むらとしてはもたないような気きがする。それにしても、横おう領りょうで捕つかまって村むら人びとを苦くるしめる村そん長ちょうを酷ひどい人ひとだなって思おもったけど、まさか自じ分ぶんの生うまれた村むらの村そん長ちょうの方ほうが酷ひどいとは驚おどろきだ。でも、ラトミ村むらで何なにが起おこったのか詳くわしく知しる事ことが出で来きてよかった。これからは、ラトミ村むらから逃にげて来きましたって言いおう。本ほん当とうの事ことだし。


広ひろ場ばに戻もどり、許きょ可か板ばんを見みせて中なかに入はいる。また管かん理りしている人ひとが代かわっている。この村むらにはどれだけの数かずの自じ警けい団だんがいるんだろう？　すごいな。


場ば所しょ取とりをしていた荷に物もつを片かた付づける。テントを張はれるように、場ば所しょを空あけるためだ。購こう入にゅうしてきたテントを取とり出だしながら、何なんだかにやけてしまう。村むらを逃にげ出だした時ときには考かんがえも及およばなかった。まさか自じ分ぶんで稼かせいだお金かねでテントが買かえるなんて。夢ゆめみたいだ。


テントを少すこし撫なでて、気き持もちを切きり替かえる。やっぱり、一ひと人りであっという間まに組くみ立たてられる簡かん単たんさが良いいな。地じ面めんに杭くいを打うち込こんで、固こ定ていしたら完かん成せい。


靴くつを脱ぬいでテントの中なかに入はいって荷に物もつを置おくと、さっそく入いり口ぐちを閉とじてソラをバッグから出だす。ソラは周まわりを見み回まわしてぴょんぴょん飛とび跳はねている。どうやら、喜よろこんでいるようだ。


「ソラ、この中なかでは声こえを出ださないでね」


私わたしの言こと葉ばにソラは縦たてに伸のびてプルプルと揺ゆれる。おそらく大だい丈じょう夫ぶだろう。


「それにしても良いいテントだよね」


敷しき物ものをテントの底そこに敷しいて座すわってみる。テントの底そこの厚あつみもあって、いつもより座すわり心ごこ地ちが良いい。しかも、視し線せんを気きにしなくていいのがうれしい。用よう事じもないし、少すこし早はやいけどご飯はんを食たべて明日あしたの準じゅん備びをして寝ねようかな。うん、テントを満まん喫きつしたい！　罠わなの準じゅん備びもしたいし。そうしよう。


ソラの前まえにポーションを二〇本ぽん取とり出だして並ならべる。ポーションが泡あわとなって消きえていくのを見みながら干ほし肉にくをかじる。今日きょうは野の兎うさぎの干ほし肉にくだ。野のネズミより肉にくに厚あつみがあるため食たべごたえがある。旨うま味みは、野のネズミの方ほうがあるかな？　野の兎うさぎでも十じゅう分ぶん美お味いしいけど。干ほし肉にくを食たべ終おわった後あとはザロだ。久ひさしぶりの甘あま酸ずっぱいザロの香かおりを満まん喫きつしながら二に個こ食たべきってしまった。


「ふ～、美お味いしかった。ソラ、明日あしたは狩かりをしようか？」







    
  
  




ソラはチラッと私わたしに視し線せんを向むけるとプルプルと揺ゆれてまた食しょく事じを再さい開かいする。バッグから本ほんを取とり出だして、野の兎うさぎ用ようの罠わなを確たしかめる。仕し組くみは比ひ較かく的てき簡かん単たんなので、私わたしでも作つくれそうだ。しかも設せっ置ちタイプだから安あん全ぜんに狩かりが出で来きる。材ざい料りょうを見みてみるが、今いま持もっている物もので作つくる事ことが出で来きるだろう。今日きょう中じゅうに数すう個こ作つくる事ことが出で来きれば、明日あした仕し掛かける事ことが出で来きる。テントも買かったし収しゅう入にゅうが欲ほしい。頑がん張ばって野の兎うさぎを狩かって、お金かねを稼かせごう。


ソラは食しょく事じが終おわると、バッグの上うえに乗のってプルプルと揺ゆれて目めを閉とじている。……あれ？　食しょく事じが終おわっているのにソラの体からだの中なかで泡あわがしゅわ～っと出でている。不ふ思し議ぎに思おもって見みていると、しばらくして落おち着ついた。何なんだったのだろう？　いつもは食たべている時ときだけ泡あわが発はっ生せいするのに。ソラをつつくと目めを開あけて、見みつめてくる。


「大だい丈じょう夫ぶ？」


ソラは縦たてに伸のびたり縮ちぢんだりして元げん気きなのをアピールしているみたいだ。初はじめての事ことなので驚おどろいたけど問もん題だいはないようだ。……食たべさせすぎたのかな？
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テントは想そう像ぞう以い上じょうに快かい適てきで、ゆっくりと睡すい眠みんを取とる事ことが出で来きた。気きを緩ゆるめすぎてしまったような気きがする、気きを付つけないとな。


ソラをバッグに入いれて簡かん易い調ちょう理り場ばへ向むかう。お湯ゆを沸わかして、森もりでとってきた茶ちゃ葉ばを入いれてお茶ちゃを作つくる。朝あさから温あたたかいモノが飲のめるのはうれしい。森もりの中なかだと、朝あさ起おきたらまず移い動どうする。危き険けんを避さけるためなのだが、慣なれたとはいえ寝ね起おきには結けっ構こうつらい。


テントに戻もどって一ひと息いきついていると、数すう名めいの冒ぼう険けん者しゃが近ちかづいて来くるのが見みえた。何なんだか険けん悪あくな雰ふん囲い気きで怖こわい。


「おい！　泥どろ棒ぼう！」


「え？」


男だん性せいの冒ぼう険けん者しゃ二に名めいと女じょ性せいの冒ぼう険けん者しゃ二に名めいのおそらくチームだろう。そんな彼かれらの中なかの一ひと人りが、私わたしに向むかって怒ど鳴なり声ごえを上あげた。周まわりにも響ひびく声こえだったので、ざわついていた広ひろ場ばが一いっ瞬しゅんで静しずまりかえる。


「これで間ま違ちがいないのか？」


「あぁ、間ま違ちがいない。このテントは俺おれのだ！　こいつ盗ぬすみやがった」


男だん性せいは、周まわりに響ひびくほどの大おお声ごえで怒ど鳴なりつける。何なにを言いっているのだろう？　このテントは昨日きのう私わたしが購こう入にゅうしたもので間ま違ちがいない。親おや父じさんがどんな人ひとかは分わからないけど、人ひとの物ものを盗ぬすんで売うるような人ひとではないと思おもう。


「正しょう直じきに言いえ！　盗ぬすんだな！」


あまりの怒ど鳴なり声ごえに体からだがびくつく。でも、違ちがう。私わたしは盗ぬすんでなんていない。


「盗ぬすんでいません。これは私わたしが買かったテントです」


「お前まえみたいなやつが買かえるテントじゃないんだよ！　嘘うそつきが！」


最さい初しょにどなった男だん性せいが、私わたしの首くび元もとの服ふくを掴つかむ。体からだが少すこし宙ちゅうに浮うく。


怖こわい、怖こわい、怖こわい。


「まったく。どういう育そだち方かたをしたらこんな嘘うそつきに育そだつわけ？」


「本ほん当とうにね。嫌いやだわ～」


女じょ性せいの冒ぼう険けん者しゃが、私わたしを見みて嘲あざ笑わらっている。


周まわりの冒ぼう険けん者しゃたちも騒そう然ぜんとしている。


怖こわさで体からだが震ふるえだす。悪わるい事ことはしてないから泣なきたくないけど……。涙なみだで視し界かいが滲にじみだす。


「何なにをしている！」


私わたしの服ふくを掴つかんでいた手てをはたき落おとしながら、一ひと人りの男だん性せいが間あいだに入はいってくれた。男だん性せいを確かく認にんすると、許きょ可か板ばんを私わたしに渡わたしてくれた広ひろ場ばの管かん理り人にんさんだ。


「こいつを捕つかまえろよ！」


「仲なか間まのテントをそいつが盗ぬすんだ。訴うったえるから捕つかまえろ」


そんな。どうしよう。


「印しるしは？」


「買かったすぐに盗ぬすまれたから付つけてない。でも、間ま違ちがいなくこれだ！」


「どうして？」


管かん理り人にんさんと冒ぼう険けん者しゃたちの話はなしを聞ききながら、どうしていいか分わからず困こん惑わくする。管かん理り人にんさんが彼かれらの言いい分ぶんを信しんじてしまったら、どうしたらいいのだろう？


「こんなガキが、このテントを買かえるわけないだろ？　常じょう識しきで考かんがえれば分わかる事ことだ」


「それだけか？」


「それだけ？　充じゅう分ぶんだろうが！」


「そうよ～。仕し事ごとしてよね」


「ほんと、ほんと」


管かん理り人にんさんまで悪わるく言いわれてしまった。悔くやしい。……テント、諦あきらめた方ほうがいいのかな？


「このテントはこの坊ぼう主ずの物ものだ」


え？


「はぁ？」


「なんだと！　盗ぬすまれたって言いってんだろうが、そのガキに！」


「何ど処こでお前まえはテントを購こう入にゅうしたんだ？」


「バキの店みせだ」


「あそこは新しん品ぴんだけを扱あつかっている店みせだな」


「あぁ、何なんなんだよ」


「このテントは中ちゅう古こだから、お前まえたちの捜さがしてる物ものとは違ちがう」


「そんな訳わけないだろ！　そのテントは新しん商しょう品ひんだぞ！　ふざけんな！」


「これは、ラグの親おや父じの店みせの中ちゅう古こ品ひんで間ま違ちがいない」


ラグの親おや父じの店みせ？　親おや父じさんの事ことかな？　でも、どうしてこの人ひとが知しっているのだろう？


「ちなみに、坊ぼう主ずにその店みせを紹しょう介かいしたのはオグト隊たい長ちょうとヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうだ」


「「「「「え！」」」」」


隊たい長ちょうさんと副ふく隊たい長ちょうさんだったのか。そういえば、驚おどろいたりバタバタしたりで自じ己こ紹しょう介かいするのをすっかり忘わすれていた。


「もう一いち度ど聞きく。テントが盗ぬすまれたのは本ほん当とうの話はなしか？」


「えっあ……いや。勘かん違ちがいかな？」


「お前まえたち、詳くわしく話はなしを聞ききたいから一いっ緒しょに来きてもらおうか」


「い、いや。俺おれ達たちの思おもい違ちがいだ。もう問もん題だいない」


「残ざん念ねんだが、俺おれには聞ききたい事ことが沢たく山さんある。逃にげるなら容よう赦しゃしないが？」


冒ぼう険けん者しゃたちを囲かこうように、管かん理り人にんさんの仲なか間まが現あらわれる。それを見みた彼かれらは逃にげようとしたのだが、すぐに捕つかまって連れん行こうされてしまった。


「あの、ありがとうございました」


「いや、すまないな。少すこし来くるのが遅おそくなってしまった」


「いえいえ。とても助たすかりました。あの……どうしてテントが私わたしのだと？」


「親おや父じの店みせに入はいるのを、ちょうど見みかけたんだ。そのあと隊たい長ちょうに会あったんだが、坊ぼう主ずの事ことを聞きかれてな」


「？」


「ククッ。坊ぼう主ずが一ひと人りで、テントを張はれていたか気きにしていた」


気きにしてくれていたのか……何なんだかちょっと恥はずかしいな。会あったらもう一いち度どお礼れいを言いおう。


「怪け我がとかしていないか？」


「はい。大だい丈じょう夫ぶです」


「そうか。よかった」


管かん理り人にんさんが仕し事ごとへ戻もどっていくのを見み送おくってから、もう一いち度ど休きゅう憩けいする。先さきほどの事ことで、体からだがまだ少すこし震ふるえている。ゆっくりとお茶ちゃを飲のんで、深しん呼こ吸きゅう。


はぁ～、管かん理り人にんさんがいてくれてよかった。
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長ながめの休きゅう憩けいをとって、気き持もちを落おち着つかせる。それにしても若わかい冒ぼう険けん者しゃからむしり取とるなんて、何なんともせこい集しゅう団だんだ。見みた目めだけで言いえば、中ちゅう級きゅうレベルの冒ぼう険けん者しゃに見みえたのに。あっ、でも雰ふん囲い気きが他ほかの冒ぼう険けん者しゃと少すこし違ちがったかな。見みた目めで騙だまされないように注ちゅう意いしよう。


さて落おち着ついた事ことだし、野の兎うさぎの罠わなを仕し掛かけに行いこうかな。


本ほんによれば野の兎うさぎは朝あさ方がた動うごき回まわるらしい。昼ひるや夜よるはあまり動うごかないと書かいてあったので、仕し掛かけの結けっ果かは明あ日すの朝あさだな。昨日きのう作つくった野の兎うさぎ用ようの罠わなは四よん個こ。それをバッグに入いれて森もりへ向むかう。


ソラ専せん用ようのバッグの中なかを見みると、気き持もちよさそうに寝ねている。マイペースのソラを見みるとほっこりする。癒いやしだ。


森もりの中なかにある程てい度ど入はいってから、周まわりの気け配はいを探さぐる。近ちかくに、人ひとの気け配はいはないようだ。ソラをバッグから出だすと、腕うでの中なかで縦たて伸のび運うん動どうを始はじめる。最さい近きんこの動うごきが好すきなようで、よくやっている。気きを付つけて持もっていないと、落おとしそうになる。


ソラを抱かかえたまま、木きの根ね元もとや土つちに開あいた穴あななど、野の兎うさぎの痕こん跡せきを捜さがしていく。一いち時じ間かんほど捜さがすと、小しょう動どう物ぶつの糞ふんを見みつける事ことが出で来きた。周まわりを確かく認にんすると、何なにかの足あし跡あとや木きを削けずった場ば所しょなどを発はっ見けん。足あし跡あとを確たしかめて、野の兎うさぎの可か能のう性せいが高たかいので、近ちかくに罠わなを仕し掛かけて行いく。他ほかにも似にたような痕こん跡せきがある場ば所しょに、罠わなを仕し掛かける。全ぜん部ぶの罠わなを仕し掛かけ終おわると、そのまま捨すて場ばへ向むかう。


野のネズミ用ようの罠わなを作つくる材ざい料りょうを探さがすためだ。


あと少すこしで捨すて場ばという場ば所しょで、ソラが急きゅうに私わたしの腕うでから飛とび降おりる。驚おどろいている間あいだに、ピョンピョンと飛とび跳はねて、捨すて場ばとは違ちがう方ほう向こうへ行いってしまう。


「ソラ？」


急いそいでソラの後あとを追おいながら周まわりの気け配はいを探さぐると、少すこし離はなれた所ところに何なにかが居いるのを微かすかに感かんじた。それ以い外がいの気け配はいは近ちかくには無ないので、ソラはそちらに向むかっているようだ。何なにか感かんじる事ことでもあるのだろうか？　疑ぎ問もんに思おもいながら後あとを追おうと、


「えっ！」


体からだを血ちで真まっ赤かに染そめた、何なにか大おおきな動どう物ぶつが横よこたわっていた。死しんでいるのかと思おもったが、微かすかに胸むねのあたりが上じょう下げしているので生いきているようだ。近ちかづくと、私わたしに気きが付ついたようで牙きばをむいて威い嚇かくしてくる。だが、かなり苦くるしそうだ。動どう物ぶつだと思おもったが、魔ま力りょくを感かんじたのでどうやら魔ま物ものらしい。近ちかづくまで魔ま力りょくに気きが付つかないほど弱よわっているようだ。


ソラは威い嚇かくに全まったく動どうじる事ことなく何なにを思おもったのか、その怪け我がをした魔ま物ものの体からだを包つつみ込こんだ。


ん？　包つつみ込こんだ？


「ソラ！　これは、えっと、あっ、いや！　ふぅ、よし！……よくその大おおきさを包つつみ込こめたね？」


とりあえず、頭あたまに浮うかんだ疑ぎ問もんを口くちに出だしてみる。目めの前まえの怪け我がをした魔ま物ものは、大おおきさが二にメートル以い上じょうあるように見みえる。ソラが包つつみ込こめる大おおきさではないと思おもうのだが。完かん全ぜんに包つつみ込こんでいる。正しょう直じき、今いま気きにする事ことではないと思おもうが、声こえを出だした事ことで少すこし落おち着つけた。


怪け我がをした魔ま物ものも、ソラの行こう動どうに少すこし慌あわてたようだが、しばらくすると落おち着ついた。おそらく痛いたみが引ひいたのだろう。治ち療りょうされていると気きがついたのだろうか？　それとも私わたしみたいに食たべられると思おもって、諦あきらめたのだろうか？


ソラからは、しゅわ～っと音おとが聞きこえてくる。これが治ち療りょうなのか食しょく事じなのかは分わからないけど、どっちにしても待まつしかないようだ。ソラは瀕ひん死しの怪け我がが好すきなのだろうか……それはちょっと考かんがえたくないな。


この状じょう態たいを見みられると何なにを言いわれるか分わからないので、周まわりの気け配はいには注ちゅう意いする。……ただ、気け配はいが近ちかづいても逃にげられないけど……。それにしてもこの魔ま物もの、何なんなんだろう？


しばらくすると、ソラがぴょんと大おおきく跳はねて私わたしの足あし元もとに来きた。


「終おわったの？」


「ぷっぷぷ～」


ちょっと鳴なき方かたがアレンジされた。ただ、相あい変かわらず力ちからが抜ぬける鳴なき方かただけど。ソラから治ち療りょうされた魔ま物ものに目めを向むけて……固かたまった。


本ほんで見みた事ことがある、おそらくアダンダラだ。森もりの中なかで遭そう遇ぐうしたら死しぬと言いわれている魔ま物ものだ。


アダンダラは立たち上あがって、ぐーっと体からだを伸のばしている。逃にげれるかな？　少すこし足あしを動うごかすと、すぐに視し線せんがこちらを向むく。うっ、どうしよう……ソラ～。


「グルル」


喉のどを鳴ならして近ちかづくアダンダラに、ギュッと目めを閉とじる。恐こわすぎる。しばらく私わたしの匂においを嗅かいでいたアダンダラは、何なにを思おもったのか頭あたまにすりすりと顔かおを擦こすりつけてきた。







    
  
  




「？」


目めを開あけるとグルルッと鳴なきながら頭あたまにすりすりと顔かおを擦こすりつける。もしかして助たすけたのが私わたしだと勘かん違ちがいしているのだろうか？　ソラに助たすけるように命めい令れいしたと？　だから攻こう撃げきされずに済すんでいるのかな？　どちらにせよ助たすかったみたいだ。


よかった～。


安あん心しんしたら腰こしが抜ぬけ、その場ばに座すわり込こんでしまった。ソラはピョンピョンと飛とび跳はねては、縦たてに伸のびて遊あそんでいる。


「ソラ～」
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座すわり込こんだ私わたしに顔かおを寄よせるアダンダラ。手てを伸のばして首くび元もとを撫なでる。ふわふわの毛けが気き持もちいい。ソラが治ち療りょうしたので大だい丈じょう夫ぶだとは思おもうが、手てで体からだ全ぜん体たいを撫なでながら傷きずが無ないか確たしかめる。何ど処こを触さわっても怒おこらないアダンダラ。首くびの下したあたりを撫なでると、目めを細ほそめて気き持もち良よさそうだ。……もしかして、アダンダラではないのかな？


本ほんには、そうとう凶きょう暴ぼうで手てが付つけられないレアな魔ま物ものだと、書かかれていたような気きがする。確たしか、一いっ匹ぴきに対たいして上じょう位い冒ぼう険けん者しゃチームが五ごチーム以い上じょうは必ひつ要よう……だったかな？　グルルと喉のどを鳴ならしている、アダンダラ……みたいな魔ま物もの。他ほかに書かかれていた事ことってなんだったかな？　あっ、視し線せんがあったら殺ころされるって書かかれていたな。……さっきからこの魔ま物ものとは、結けっ構こう視し線せんが合あっているような気きがする。目めの前まえのアダンダラみたいな魔ま物ものを見みる。ばっちり視し線せんが合あっている。どう考かんがえても、本ほんで書かいてあった内ない容ようと一いっ致ちしない。もしかしたら、似にたような魔ま物ものが居いるのかもしれない。本ほんをもう一いち度ど読よんで、アダンダラの特とく徴ちょうを確たしかめておこう。


それにしても、ふわふわで気き持もちがいいな。色いろは黒くろで少すこし毛け足あしが長ながめ、なんというか風ふう格かくがある。……テイム出で来きたらうれしいけど、私わたしの魔ま力りょくの量りょうでは無む理りだな。もっと魔ま力りょくがあったらよかったのに。残ざん念ねん。


ソラを見みると満まん足ぞくそうにプルプルと揺ゆれている。あれ？　まただ。食しょく事じ中ちゅうでもないのに泡あわが発はっ生せいしている。何なんなんだろう、これって。気きになるけど誰だれかに聞きけるわけもないし、様よう子すを見みるしかないよね。ソラを気きにしていると、数すう人にんがこちらに向むかって来きている気け配はいを感かんじた。急いそいでいるのか、近ちかづいて来くる速そく度どが速はやい。


「誰だれか来くるみたいだから、行いって！」


アダンダラ似にの魔ま物もののお尻しりを押おして、森もりの奥おくを指ゆびで示しめす。私わたしの頭あたまにすりすりと頭あたまを擦こすりつけグルルと喉のどを鳴ならしてから、森もりへ颯さっ爽そうと走はしり去さった。


「速はやい！　ソラすごいね！」


ってソラも隠かくさないと。慌あわててソラをバッグに隠かくして、立たち上あがろうとするが……まだ力ちからが入はいらない。少すこしここで休きゅう憩けいしてから村むらへ戻もどろう。


こちらに急いそいで来きていた人ひと達たちは三さん人にん、どうやら見み回まわりの人ひと達たちだったようだ。私わたしの姿すがたを見みると、周まわりを警けい戒かいしながら近ちかづいてくる。


「大だい丈じょう夫ぶか？」


「はい。ちょっと疲つかれてしまって、休きゅう憩けいしているだけです」


森もりの中なかの何なにもない所ところで休きゅう憩けい……無む理りがあるだろうな。ぅわ～ドキドキする。何なにかを言いわれるかと様よう子すを見みるが、周しゅう辺へんの森もりを調しらべているいつもとなんだか雰ふん囲い気きが違ちがう気きがする。何なにかあったのだろうか？


「問もん題だいないな」


「何なにかありましたか？」


「この辺あたりに見みた事ことのない魔ま物ものが現あらわれたという情じょう報ほうがあったので、確たしかめに来きたんだ」


「何なにか見みていないか？」


見みた事ことの無ない魔ま物もの？　さっきのアダンダラ似にの魔ま物ものかな？


「いいえ」


「そうか、情じょう報ほうでは怒いかり狂くるっていたそうだが」


怒いかり狂くるう？　どうやら違ちがう魔ま物ものが居いたみたいだ。そういえばソラが治ち療りょうする前まえは瀕ひん死しだったな。あの怪け我がを負おわせた魔ま物ものが、この辺あたりに？　慌あわてて周まわりを見み回まわしてみる。


「ハハハ、大だい丈じょう夫ぶだ。情じょう報ほうではこの辺あたりだったが、どうやら移い動どうしたらしい」


「あぁ、もういないようだ」


「おい、血けっ痕こんだ」


あっ、それあの魔ま物ものの血けっ痕こんだ。どうしよう。


「ここに来きた時ときに怪け我がした動どう物ぶつか、魔ま物ものを見みなかったか？」


「いいえ」


ぅ～ごめんなさい。心しん臓ぞうに悪わるい。


「獲え物ものを安あん全ぜん圏けんに持もって行いったのか？」


「その可か能のう性せいが高たかいな」


「しかし、結けっ構こうな量りょうの血けっ痕こんだ。デカい動どう物ぶつか魔ま物ものだろう。それを持もち去さったのか？」


「間ま違ちがいなく上じょう位いの魔ま物ものだろうな」


「獲え物ものを追おって、たまたまここに来きただけならいいが」


アダンダラ似にのあの魔ま物ものだけだったけど。狩かられそうになって逃にげて来きていたのかな？　それとも返かえり討うちにしたのだろうか？　少すこし体からだに力ちからを入いれてみる……どうやら立たち上あがる事ことが出で来きそうだ。


「ありがとうございます。村むらに戻もどります」


立たち上あがって一ひとつ頭あたまを下さげる。此こ処こで話はなしを聞きいていると、心こころがチクチクする。見み回まわりの人ひと達たちは、もう少すこしこの周しゅう辺へんを調ちょう査さするそうだ。あの魔ま物ものはもう遠とおくに行いっているはずだから大だい丈じょう夫ぶだろう。村むらに向むかって歩あるき出だす。


それにしても、どうしてソラはあの魔ま物ものを助たすけたのだろう？　木きの魔ま物ものの時ときは危き険けんを知しらせてくれた。あのアダンダラ似にの魔ま物ものは、襲おそわないと知しっていたから助たすけたのだろうか？……まさか、ただ傷きずが好すきなんて言いわないよね？　ソラの入はいっているバッグを見みつめる。よく分わからないけど、ソラのしたいようにさせようかな。意い味みがあるのかもしれないし。無ないかもしれないけど……。
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村むらに戻もどってくると、会あいたいと思おもっていた門もん番ばんさんが出で入いりをチェックしていた。確たしかオグト隊たい長ちょうだったかな？　あれ？　ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの方ほうかな？　そういえば、どっちがどっちか知しらないや。


「お帰かえり、今日きょうの朝あさは大たい変へんだったみたいだな。大だい丈じょう夫ぶか？」


「っはい。あのオグト隊たい長ちょうさんでいいのでしょうか？」


「ん？……そういえば自じ己こ紹しょう介かいしていなかったか？」


「はい。えっとアイビーと言いいます。テントはとても寝ね心ごこ地ちが良よかったです。紹しょう介かいしてくれてありがとうございました」


「ハハハ、そりゃよかった。俺おれは隊たい長ちょうのオグトだ」


合あってたみたいだ、よかった。此こ処こで間ま違ちがえたら、かなり失しつ礼れいだったもんね。


「あの冒ぼう険けん者しゃ達たちだが、他ほかの村むらや町まちから調ちょう査さ対たい象しょうとして情じょう報ほうが流ながれている奴やつらだったよ」


「調ちょう査さ対たい象しょう？」


「あぁ、他ほかのところでも若わかい冒ぼう険けん者しゃに難なん癖くせを付つけては、目めについた物ものを奪うばい取とっていたらしい。被ひ害がい届とどけがギルドに多た数すう寄よせられていたんだが、物ものについては所しょ有ゆう権けんを証しょう明めいするのが難むずかしくてな。なかなか尻しっ尾ぽを掴つかめなかったみたいだ」


「それで調ちょう査さ対たい象しょうになっていたのですか？」


「そういう事ことだ。奴やつらもずる賢がしこい、物ものについては調しらべが付つきにくいって事ことを理り解かいした上うえで犯はん行こうに及およんでやがる。まぁ、今こん回かいは俺おれが紹しょう介かいした店みせで、この村むらでは有ゆう名めいな親おや父じが売うったテントだ。証しょう拠こも証しょう言げんもばっちり。奴やつらも終おわりだな」


「そうですね」


「アイビーには怖こわい思おもいさせちまったな。悪わるかった」


「だっ、大だい丈じょう夫ぶです。本ほん当とうに」


「……無む理りはするなよ？」


「はい」


「それにしてもすごいぞ。少すこし前まえからヴェリヴェラが取とり調しらべをしているのだが、まぁ、出でるわ出でるわ。今いま、ギルドから取とり寄よせた被ひ害がい届とどけと照てらし合あわせているが、被ひ害がい届とどけが出でていない余よ罪ざいもあってな、ちょっと慌あわただしい事ことになっているよ」


冒ぼう険けん者しゃの中なかにも悪わるい人ひとはいるけど、ずいぶんな人ひと達たちに狙ねらわれたみたいだ。オグト隊たい長ちょうに紹しょう介かいしてもらった店みせで購こう入にゅうしてよかった。


「それでだ、逮たい捕ほに貢こう献けんしたとして謝しゃ礼れい金きんが少すこしだが出でる。魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうとまではいかないがな」


「え？　私わたしは何なにもしていませんが？」


「いやいや、坊ぼう主ずでなかったら証しょう明めいは難むずかしかったからな。それにお金かねはあって困こまらないだろう？」


「まぁ、はい」


「よし！　奴やつらの刑けい期きによって金きん額がくが少すこし変かわるから、ちょっとだけ待まってくれ」


謝しゃ礼れい金きん。知しらない事ことがいっぱいあるな。お金かねはこれからの事ことを考かんがえるとうれしい。


オグト隊たい長ちょうにもう一いち度どお礼れいを言いってから、広ひろ場ばへ戻もどる。あっ、ラトミ村むらの口くち減べらしではなく、逃にげて来きましたって言いうのを忘わすれた。これって、どのタイミングで言いうのが正せい解かいだろう？　改あらためて言いうとなると難むずかしいな。


広ひろ場ばに行いくと、朝あさ私わたしを助たすけてくれた管かん理り人にんさんが居いた。


「お疲つかれ様さまです」


「お帰かえり。聞きいたか？」


「っただいま戻もどりました」


オグト隊たい長ちょうの時ときも思おもったけどお帰かえりって言いわれると少すこしドキッとする。馴な染じみのない言こと葉ばだからだろうか？


「捕つかまった人ひと達たちについては、オグト隊たい長ちょうから聞ききました。あっ、そうだ。えっとアイビーと言いいます」


「ん？　あぁ、ロイグルトだ。広ひろ場ばの管かん理りと村むらの中なかの見み回まわりをしている。そういえば今いまの時じ間かんは隊たい長ちょうが門もん番ばんだったか？」


「はい」


「そうか」


ロイグルトさんに挨あい拶さつをしてからテントに戻もどる。


入いり口ぐちを閉しめてバッグからソラを出だす。……あっ！　捨すて場ばに行いって、罠わなに必ひつ要ような物ものを拾ひろってくるのを忘わすれてしまった。どうしよう？　今いまから行いく？……なんだか、朝あさから色いろ々いろありすぎて疲つかれたな。ソラを見みると、既すでに寝ねている。早はやいな。


「今日きょうはもういいか～」


とりあえずバッグの中なか身みを確かく認にんする。野のネズミ用ようの罠わななら二に個こは作つくれそうだ。でも、明日あしたは捨すて場ばに行いかないとな。ソラ用ようのポーションが足たりない。とりあえず、少すこし寝ねよう。


疲つかれた～。
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ゆっくり寝ねたおかげで、すっきりと目め覚ざめる事ことが出で来きた。野のネズミ用ようの罠わなは昨日きのうのうちに完かん成せいさせてある。今日きょうはまず、野の兎うさぎの罠わなを確かく認にんして、お肉にくが確かく保ほ出で来きたら村むらへ戻もどろう。それから野のネズミの罠わなを仕し掛かけようかな。


森もりの木きの実みを食たべながら、今日きょうの予よ定ていを立たてていく。あ、木きの実みもこれで最さい後ごだった。確たしか川かわの近ちかくに採さい取しゅできそうな実みを付つけている木きが数すう本ほんあったな、服ふくも洗あらいたいしあとで川かわへ行いこう。後あとは……ソラ用ようのポーションと罠わな用ようの材ざい料りょうを捨すて場ばで拾ひろう事ことぐらいかな？


ソラを見みると勢いきおいよくポーションを消しょう化かしている。あれ、何なにかいつもと違ちがうような？　あっ！　ソラの色いろは半はん透とう明めいの青あお色いろのはずなのに、部ぶ分ぶん的てきに赤あかい色いろが見みえる。体からだの色いろが変かわるのだろうか？　ん～……ソラの状じょう態たいが分わからない。食しょく欲よくもあるし、元げん気きに飛とび跳はねているから問もん題だいないと思おもうけど。食たべ終おわったのか縦たて運うん動どうを勢いきおいよくしている。それにしても随ずい分ぶんと縦たてに伸のびられるようになったな。大だい丈じょう夫ぶなのかな？　お茶ちゃを飲のんで食しょく後ごの休きゅう憩けいをしていると、ソラも落おち着ついたようだ。


テントを開あける前まえにソラをバッグに入いれる。お肉にくが確かく保ほ出で来きない可か能のう性せいもあるので、罠わなと汚よごれた服ふくをバッグに入いれてテントから出でる。


まだ日ひが出でたばかりなので少すこし薄うす暗ぐらい。広ひろ場ばの出で入いり口ぐちに向むかうと、なんだか少すこし騒さわがしい。どうやら冒ぼう険けん者しゃたちが、酒さか場ばから帰かえってきたところのようだ。管かん理り人にんに何なにかを言いっている様よう子すが見みえる。あっ、暴あばれだした。どうしようかと迷まよっている間あいだに、解かい決けつしていた。管かん理り人にんは強つよい人ひとだったようだ。グルグル巻まきに捕つかまっている冒ぼう険けん者しゃたちの横よこを、軽かるく頭あたまを下さげながら急いそぎ足あしで広ひろ場ばから出でる。管かん理り人にんさんの顔かおを見みたけれど初はじめて見みた人ひとだった。……笑え顔がおなのになぜかちょっと怖こわかった。あの冒ぼう険けん者しゃたち、何なにを言いったのだろう？










村むらの門もん番ばんと朝あさの挨あい拶さつを交かわし、森もりの奥おくへ足あしを進すすめる。少すこしずつ挨あい拶さつを交かわす事ことにも慣なれてきた、まだドキドキするけど。


仕し掛かけておいた場ば所しょを目め指ざして歩あるくと、何なんだか不ふ思し議ぎな気け配はいを感かんじる。立たち止どまって、周まわりを確かく認にんするが異い変へんは無ない。


何なんだろう？


深しん呼こ吸きゅうして気け配はいを深ふかく探さぐるが、気け配はいが消きえていた。


気きのせいかな？


とりあえず、仕し掛かけておいた罠わなを確かく認にんしていく。二ふたつの罠わなは押おし潰つぶされてしまっていた。駄だ目めかな？　三みっつめの罠わなで一いっ匹ぴきの野の兎うさぎを確かく保ほ！


「やった！」


バッグから出でて私わたしの隣となりを飛とび跳はねていたソラも、嬉うれしそうに野の兎うさぎの周まわりを飛とび跳はねる。野の兎うさぎを用よう意いしていたカゴに入いれて、次つぎの仕し掛かけた場ば所しょへ移い動どうする。最さい後ごの仕し掛かけは川かわに近ちかい場ば所しょなので、すぐに解かい体たいが出で来きる。最さい後ごの一ひとつは仕し掛かけた時ときの状じょう態たいのままだった。


「収しゅう穫かくは一いっ匹ぴきか～」


罠わなを多おおくすれば、もっと多おおくの野の兎うさぎが狩かれるかな？　一いっ匹ぴきの野の兎うさぎが入はいったカゴを持もって川かわへ向むかう。川かわ辺べで解かい体たいの準じゅん備びをしながら、実みのなっている木きがあるか周まわりを見み回まわす。川かわからあまり離はなれていない場ば所しょに、数すう種しゅ類るいの木きの実みを見みつける事ことが出で来きた。後あとで採さい取しゅしようと考かんがえながら、解かい体たいを始はじめる。解かい体たいしていると、後うしろに気け配はいを感かんじた。


慌あわてて振ふり返かえると、昨日きのうの魔ま物ものが何なにかを咥くわえて近ちかづいてくる。本ほんを読よみなおして覚おぼえたアダンダラの特とく徴ちょうを、目めの前まえの魔ま物もので確かく認にんする。この魔ま物ものはやっぱりアダンダラだ。大おおきな爪つめに目めの色いろ、尻しっ尾ぽにある模も様よう……死しを呼よぶと言いわれるアダンダラ。近ちかづいたアダンダラからグルルと喉のどがなる音おとが聞きこえる。手てを急いそいで洗あらって、頭あたまを撫なでると気き持もちよさそうに目めを細ほそめる。


本ほんに書かいてあった事ことって嘘うそなのかな？　全ぜん然ぜん、怖こわくないのだけど。アダンダラは一いっ歩ぽ下さがると、口くちに咥くわえている物ものを地じ面めんに下おろした。見み間ま違ちがいかなと思おもったけど間ま違ちがいない、大たい量りょうの野の兎うさぎだ。微かすかに動うごいているので生いきているようだ。野の兎うさぎを見みていると前まえ足あしで私わたしの方ほうへ移い動どうさせる。……もしかして。


「譲ゆずってくれるの？」


グルルという音おとが少すこし大おおきくなる。迷まよっていると、アダンダラは鼻はな先さきで野の兎うさぎを私わたしの方ほうへ寄よせる。もらう事ことにしようかな、くれるみたいだし。


「ありがとう」


八はち匹ひきも譲ゆずってくれた、ありがたい。それにしても、八はち匹ひきすべてが無む傷きずで失しっ神しんしている。どうやって捕つかまえたのだろう？


「とりあえず解かい体たいだ！」


ソラを見みると、アダンダラの前まえ足あしでソラが突つかれているところだった。突つかれたソラが転ころがっていく。止とめようとしたのだが、ソラの雰ふん囲い気きが何なんだか楽たのしそうに感かんじたので少すこし様よう子すを見みる。転ころがされたソラは、アダンダラのところに戻もどってプルプルと震ふるえる。そうするとまた、アダンダラはソラを突ついて転ころがす。何なん度ども繰くり返かえすソラとアダンダラ。……あれは、楽たのしいのか？


あっ、そんな事ことより早はやく解かい体たいしないと。お肉にくを売うるなら鮮せん度どが大たい切せつだ。


「ふぅ～、終おわった～」


解かい体たいを終おえたお肉にくを、二に匹ひきずつバナの葉はで包つつんでバッグへ入いれる。疲つかれた～。ソラを捜さがすと、アダンダラのお腹なかに潜もぐり込こんで寝ねている。


……まぁ、良いいけどさ。
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村むらへ戻もどるため、ソラを起おこす。熟じゅく睡すいをしていたようで何なんとも反はん応のうが悪わるい。森もりの中なかなので、もう少すこし警けい戒かいしてほしいところだ。


「ソラ、野の兎うさぎを売うりたいから村むらへ戻もどろう」


「ぷっぷ～」


ようやく目めが覚さめたようだ。アダンダラから離はなれてピョンピョン跳はねている。アダンダラは、体からだを伸のばし筋きん肉にくをほぐしているようだ。


ソラが申もうし訳わけない。


「えっと、お肉にく、いっぱい譲ゆずってくれてありがとう」


まっすぐ私わたしの目めを見みるアダンダラにお礼れいを言いって、手てを振ふる。グルルっと喉のどを鳴ならすと、昨日きのう同どう様よう颯さっ爽そうと走はしり去さった。相あい変かわらず速はやいな。


お肉にくの鮮せん度どが気きになるので、足あし早ばやに村むらへ戻もどる。ソラは楽たのしそうに私わたしの隣となりをピョンピョンと跳はねている。そういえば、ソラの移い動どうするスピードも速はやくなったよな。跳はねる力ちからもついたし。ソラを見みると、着ちゃく地ちした場ば所しょにあった木きに引ひっ掛かかって転ころんでいた。どんくさいのは改かい善ぜんされていないな。


村むらへ近ちかづいたので、ソラをバッグに入いれる。スライムについて早はやく調しらべないとな。門もん番ばんに挨あい拶さつすると、なぜかものすごく笑え顔がおで迎むかえられた。ちょっと疑ぎ問もんに思おもうも、今いまはお肉にくを早はやく売うりたいので肉にく屋やへ向むかう。










「すみません」


「あら、この間あいだの」


店みせの奥おくから、野の兎うさぎの事ことを教おしえてくれたおばさんが出でてきた。その後うしろから、少すこし強こわ面もての男だん性せいが出でてくる。ちょっと怖こわくて、びくついてしまう。


「アハハ、大だい丈じょう夫ぶだよ。これはうちの旦だん那なだから」


「あっ、すみません。野の兎うさぎの肉にくを売うりたいのですが」


「いいわよ、お肉にくを見みせてもらえるかい？」


「はい」


おばさんの前まえにある机つくえに、野の兎うさぎのお肉にくを全すべて並ならべる。


「おや、こんなに狩かれたのかい」


アダンダラにもらったお肉にくがほとんどなので、ちょっと苦にが笑わらいをしてしまう。


「良いい状じょう態たいだね。お肉にくもしっかりと厚あつみがあるから、干ほし肉にくにはとても良いいし」


よかった。初はじめて野の兎うさぎを解かい体たいしたので、少すこし不ふ安あんだったのだ。野のネズミとほとんど同おなじだったが、肉にくに厚あつみがあるぶん野のネズミよりも時じ間かんがかかってしまった。


「うん、問もん題だいなし。全ぜん部ぶで九きゅう匹ひきだね。一いっ匹ぴき九五ダルだから八五五ダルになるけど問もん題だいないかい？」


「ないです。ありがとうございます」


野のネズミが一いっ匹ぴき、基き本ほん一〇〇ダル、野の兎うさぎは一いっ匹ぴき九五ダルか。大おおきくて狩かりやすいって言いうけど……私わたしには野のネズミの方ほうが狩かりやすいな。今日きょうのはアダンダラが譲ゆずってくれた物ものだし。野のネズミの狩かりの方ほうが効こう率りつが良いいかな？　お金かねを受うけ取とって肉にく屋やを出でると、すぐに森もりへ向むかう。野のネズミの罠わなを仕し掛かけるためだ。


野の兎うさぎの罠わなを仕し掛かける時ときに良いい場ば所しょを数すうか所しょ見みつけておいたので、それほど時じ間かんはかからないだろう。罠わなを仕し掛かける時じ間かんより、仕し掛かける場ば所しょを探さがす方ほうが時じ間かんがかかる。


門もんのところで、森もりの見み回まわりを終おわらせた様よう子すの人ひとたちと遭そう遇ぐうした。


「行いってらっしゃい、気きを付つけて」


「えっ、はい」


なぜか声こえをかけられた。門もん番ばんの人ひとも手てを振ふっている。さっきから、何なんなんだろう？


不ふ思し議ぎに思おもいながら森もりを進すすむ。見みつけておいた場ば所しょに仕し掛かけが終おわると、次つぎは川かわへ行いく。木きの実みの確かく保ほと洗せん濯たくだ。


解かい体たいが多おおかったので、予よ定ていより少すこし遅おくれている。


解かい体たいした場ば所しょからは離はなれた川かわで洗せん濯たくを終おわらせたら、少すこし水みずけを切きっている間あいだに木きの実みを探さがす。木きに近ちかづく時ときはソラの様よう子すを必かならず見みるようにしている。襲おそわれるのは一いち度どで十じゅう分ぶんだ。甘あま酸ずっぱくて好すきな木きの実みを発はっ見けん！　これはうれしい。栄えい養よう価かが高たかい木きの実みも確かく保ほできた。


湿しめっている服ふくをカゴに入いれる。後あとは広ひろ場ばで乾かん燥そうさせればいいだろう。


次つぎは捨すて場ばへ急いそぐ。捨すて場ばに着つくと、前まえに見みた時ときよりゴミが増ふえている。これっていつか、お金かねを出だして処しょ理りするんだよね。大たい変へんだな～。


ソラのポーションを探さがすが、探さがす必ひつ要ようが無ないぐらい捨すてられている。手て当あたり次し第だいに拾ひろってはバッグに入いれる。次つぎに罠わなの材ざい料りょうを探さがす。野の兎うさぎ用ようの罠わなの材ざい料りょうはどれくらい必ひつ要ようだろう？　とりあえず野のネズミの罠わなと同おなじ、一〇個こ分ぶんぐらいでいいかな？


後あとは……あっ、誰だれか来くる。


慌あわてて近ちかくで縦たて運うん動どうをしていたソラをバッグに入いれる。捨すて場ばから出でると、ちょうど見み回まわりの人ひとが私わたしに気きが付ついたようだ。


「あっ！　隊たい長ちょうが言いってたアイビーか？」


え？　どちら様さまでしょうか？


「はい。えっとあなたは？」


「あぁ、俺おれはガンズベルだ。たぶん門もん番ばんの時ときに会あってるはずだが」


顔かおを確かく認にんするが、覚おぼえていない。


「すみません」


「いや、いいって。人にん数ずうが多おおいからな」


「何なにを苛いじめているんだ？」


「先せん輩ぱい、酷ひどい。苛いじめてないよな？」


「えっと、はい」


「悪わるいな。ほら見み回まわりに行いくぞ。アイビーも気きを付つけてな」


「えっ、はい。ありがとうございます」


二ふた人りで見み回まわりをしているようで、捨すて場ばを確かく認にんしたら森もりへ入はいっていった。……と言いうか、なんで名な前まえが知しられているのだろう。「隊たい長ちょうが言いってた」って、オグト隊たい長ちょうさんから聞きいたって事こと？　とりあえず、必ひつ要ような物ものだけ拾ひろって村むらへ戻もどろう。
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「お帰かえり、アイビー」


「あっ、ただいまです」


他ほかの事ことに気きを取とられていて、ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの挨あい拶さつに焦あせってしまった。


「あの、オグト隊たい長ちょうは何ど処こにいますか？」


「隊たい長ちょうに用よう事じか？」


「用よう事じというか、捨すて場ばでガンズベルさんという方かたに会あったのですが、その方かたが隊たい長ちょうが言いっていたアイビーかって。オグト隊たい長ちょうの事ことかと思おもったのですが」


「あ～悪わるい、もうそこまで広ひろまっているのか。隊たい長ちょうが周まわりの隊たい員いんにアイビーっていう冒ぼう険けん者しゃが困こまっていたら手て助だすけしてやれって言いって回まわっているんだよ」


「えっ！」


「小ちいさいのに一ひと人りで頑がん張ばっている冒ぼう険けん者しゃだから、目めをかけてやってくれって」


「えぇ！」


なっ、何なにそれ、恥はずかしい。顔かおが熱あついので、もしかしたら真まっ赤かになっているかも知しれない。ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが、私わたしの様よう子すを見みて笑わらいを堪こらえている。隠かくせていないが……。


「悪わるいな、一いち応おう止とめたんだが。クククッ、気きが付ついたら話はなしが広ひろがっていた。ハハハッ、隊たい長ちょうは悪わるい奴やつではないんだ、思おもい込こんだら止とまらないだけで。アハハハ……」


最さい後ごは我が慢まんが利きかなかったらしい。というか、門もん番ばんの人ひと達たちや見み回まわりの人ひと達たちの、なんだかむず痒がゆい視し線せんはオグト隊たい長ちょうのせいだったのか。オグト隊たい長ちょう……悪わるい人ひとでは無ないけど！


「本ほん当とうに悪わるいな」


「いえ、大だい丈じょう夫ぶです」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうに頭あたまを下さげて村むらに入はいる。広ひろ場ばに行いくまでに、数すう名めいに名な前まえを呼よばれてお帰かえりと言いわれる。その度たびになんだか顔かおが熱あつくなる。もしかして、この村むらに居いる間あいだはずっとこんな感かんじになるのだろうか？


う～恥はずかしい。










広ひろ場ばに着ついて管かん理り人にんさんにも名な前まえを呼よばれた。……オグト隊たい長ちょう、どこまで広ひろめたのですか！　テントに入はいって崩くずれ落おちる。


何なにか、想そう像ぞうしていなかったダメージを受うけたような気き分ぶんだ。


ソラをバッグから出だして、青あおと赤あかのポーションを一〇本ぽんずつ並ならべる。ソラが食しょく事じを始はじめたのを確かく認にんしてからテントから出でる。近ちかくの木きに縄なわをかけさせてもらって、濡ぬれている衣い服ふくを干ほしておく。テントに戻もどると、幸しあわせそうに食しょく事じをしながらプルプル揺ゆれているソラ。私わたしがテントに入はいると揺ゆれが少すこし激はげしくなった。


拾ひろってきた物ものをバッグから出だして、確かく認にんしながら分わけていく。それぞれの物ものをバッグに入いれたところで、ソラの食しょく事じが終おわったので様よう子すを見みる。やっぱり、泡あわがまだ出でた状じょう態たいが続つづいている。ん～、赤あかい色いろの部ぶ分ぶんが多おおくなっているような気きもする。そうだ、本ほん屋やさんに行いこう。ソラの事ことは無む理りでも、スライムについての本ほんがあれば何なにか分わかるかも。


「ソラ、本ほん屋やさんへ行いこう！」


食しょく後ごの運うん動どう中ちゅうなのか、縦たてに思おもいっきり伸のびていたソラは私わたしを見みてぴょんと跳はねた。が、跳はねすぎてテントの天てん井じょうにぶつかって勢いきおいよく落おちてしまった。


「……大だい丈じょう夫ぶ？」


ソラの目に涙なみだが浮うかんでいる。……新あたらしい表ひょう情じょうを発はっ見けん出で来きたけど、喜よろこべない。


「……痛いたかったね」


ソラを撫なでてからバッグに入いれる。スライムが泣なくなんて、聞きいた事こと無ないのだけど。どうしよう、まったくスライムからかけ離はなれた存そん在ざいになっていたら……。バッグを見みる。


ハハハ、まさかね。










広ひろ場ばを出でて大おお通どおりを歩あるくと、数すう名めいから声こえがかけられる。その内うちの一ひと人りに何ど処こに行いくのか聞きかれたので、本ほん屋やと言いえば、数かずがそろっている有ゆう名めいな本ほん屋やを紹しょう介かいされた。


本ほん屋やに入はいると、想そう像ぞうしていた本ほん屋やとはずいぶん違ちがって困こまってしまった。本ほんが棚たなに並ならんでいるイメージだったのだが。棚たなはたしかにあるが、そこに数すう冊さつずつ平ひら置おきされていた。おかしいな、どうして棚たなに本ほんがびっしり詰つまっているイメージだったのだろう？　近ちかくの棚たなにある、一いっ冊さつの本ほんを手てに取とって中なかを確かく認にんする。武ぶ器きの種しゅ類るいの本ほんだったようだ。棚たなに戻もどして一いっ冊さつ一いっ冊さつ確かく認にんしていく。初しょ級きゅうテイムという本ほんを見みつける事ことが出で来きたので、中なかを確かく認にんする。


「……」


テイマーの星ほしが一ひとつの人ひとのための本ほんの様ようなのだが。テイム出で来きる魔ま物ものの名な前まえと強つよさのランクが載のっているだけだった。もっと詳くわしい内ない容ようの本ほんは無ないのかな？　スライムの本ほんを探さがしたが見みつからない。というか、占うらない師しがくれたような本ほんが一いっ冊さつも無ない。


罠わなを紹しょう介かいしている本ほんは確たしかにあったのだが、上じょう位いの魔ま物ものの足あし止どめをするための罠わなしか載のっていない。しかも、穴あなを掘ほる場ば合あいの大おおきさだけというアバウトな本ほんだった。本ほんを探さがしている間あいだにもお客きゃくさんが来きていて、みんな購こう入にゅうして帰かえっている。全すべての本ほんを確かく認にんしたが、どれも大おお雑ざっ把ぱな内ない容ようだった。皆みな、この情じょう報ほうで満まん足ぞくなのだろうか？　諦あきらめて本ほん屋やを出でる。


「おっ、見みつけた！」


「えっ、あっ、オグト隊たい長ちょう」


いきなり声こえをかけられて驚おどろいたら、オグト隊たい長ちょうだった。何なんだかちょっと焦あせっているようだけど。


「どうかしたのですか？」


「ごめん！」


えっ、えぇ～！　本ほん屋やの前まえでオグト隊たい長ちょうが頭あたまを下さげたけど、なにこれ！　なにこれ！


「はぁ～、だから周まわりを気きにしろってお前まえは！」


すぐにヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが来きてくれて、オグト隊たい長ちょうの頭あたまを上あげさせる。何なにがどうなっているのか、分わからないが……目め立だっている。


「いや、だって。怒おこっているってお前まえが言いうから」


「怒おこっている？」


何なんの事ことだろう？　私わたしがオグト隊たい長ちょうに怒おこっている？


「違ちがう！　隊たい員いんに言いいふらしているから困こまっていたぞって言いったんだ！」


「あれ？　そうだっけ？」


なるほど。……オグト隊たい長ちょうの暴ぼう走そうか。
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ものすごく疲つかれた顔かおのヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう。少すこし呼こ吸きゅうも乱みだれている。もしかしてオグト隊たい長ちょうを止とめるために捜さがしていたのだろうか？　もしそうなら、なんだか申もうし訳わけないな。私わたしの視し線せんに気きが付ついたのか、苦にが笑わらいされた。


「いつもの事ことだ。こいつが暴ぼう走そうして俺おれが止とめるのは。他ほかの奴やつは、やりたがらないからな」


「なんだその言いい方かたは、俺おれがいつも暴ぼう走そうしているように聞きこえるが？」


「自じ覚かくしてくれ」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの言こと葉ばに、眉み間けんにしわを寄よせるオグト隊たい長ちょう。何なんだかいい関かん係けいだな。


「あぁそうだ、アイビー。お詫わびに食しょく事じをおごるよ」


「えっ！　いいです、そんな。ただ、あまり私わたしの事ことを言いいふらさないでいただければ」


「あ～、それなんだが……」


ばつの悪わるそうな顔かおで目めが泳およぐオグト隊たい長ちょう。


「？」


「とっとと白はく状じょうしろ」


「悪わるい！　仲なか間ま全ぜん員いんに流ながしちまった」


「……手て遅おくれ？」


「アハハハ……すまん」


「悪わるい、まさか全ぜん員いんに伝つたわっているとは思おもわなかった」


「本ほん当とうにすまん」


オグト隊たい長ちょうが頭あたまを掻かきながら、小ちいさく頭あたまを下さげる。悪わる気ぎがあったわけでは無ない。逆ぎゃくに力ちからになってくれようとしたのだ。とは思おもうが……全ぜん身しんから力ちからが抜ぬけそうだ。


「大だい丈じょう夫ぶです。心しん配ぱいしてくれての事ことですし」


「で、お詫わびにおごるよ」


「でも」


「この村むらの名めい物ぶつがあるんだが食たべたか？」


「名めい物ぶつ？　いいえ？」


「ノノシの串くし焼やきだ。いっぱい食くえよ！」


「え？」


決けっ定てい？　私わたしの手てを掴つかんで、ゆっくりと広ひろ場ばへ向むかって歩あるき出だす。前ぜん回かいの事ことがあるので掴つかんでいる手ては緩ゆるく歩あるきもゆっくりだ。ただ、奢おごる事ことは決けっ定ていしているようだ。後うしろについて来きているヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうを見みる。


「おごってもらえって。ノノシうまいぞ」


これについては止とめないらしい。確たしかに、気きになるな。旅たびの中なかでは干ほし肉にくか、野のネズミを焼やいて塩しおを振ふった物ものだけだったし。


「楽たのしみです」


私わたしの言こと葉ばにオグト隊たい長ちょうが破は顔がんして頭あたまを撫なでた。それにはちょっと驚おどろいた。頭あたまを撫なでられたのなんていつ振ぶりだろう？……思おもい出だせないや。


「どうした？」


「いえ、お腹なかが空すいたなって……」


私わたしの表ひょう情じょうを見みてヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが声こえをかけてくる。ちょっと感かん傷しょう的てきになってしまった。もう、捨すてた過か去こだ。屋や台たいが並ならんでいる通とおりに来くると、食たべ物ものの良いい匂においに食しょく欲よくがわく。今いままで寄より付つかなかった場ば所しょだ。オグト隊たい長ちょうは一いっ軒けんのお店みせに一いっ直ちょく線せん。


「よっ！」


「オグト隊たい長ちょうじゃないか……隠かくし子ごかい？」


「ハハハ、可か愛わいいだろう」


「えっ？　はっ？　えっ？」


隠かくし子ご？　何なに？


「はぁ、困こまらせるなって言いったばっかりなんだが」


「おお、わりぃ。冒ぼう険けん者しゃのアイビーだ」


「えっと、初はじめまして」


「ノノシの串くし焼やき屋やの女将おかみのテグラだ」


「随ずい分ぶんと可か愛わいらしい冒ぼう険けん者しゃだね」


「女将おかみ、一〇本ぽんくれ」


「はいよ」


女将おかみのテグラさんが、串くしに刺ささったノノシを網あみにのせて焼やいていくのを見みる。……デカい。


「大おおきいですね」


「そうか？　一〇本ぽんぐらい食くえるだろう？」


「えっ！　無む理りです。無む理りです」


「……無む理り？　何なん本ほんぐらいだったら食くえる？」


「えっと」


焼やかれているノノシを見みる。私わたしの拳こぶしぐらいのお肉にくが二に個こ串くしに刺ささっている。どう見みても二に本ほん、もしくは三さん本ぼんが限げん界かいだ。


「二に本ほんか三さん本ぼんぐらいだと」


「な、少すくなすぎるだろ！」


「でも、お肉にくが大おおきいですし」


やっぱり三さん本ぼんが限げん界かいだ。それでも食たべすぎだと思おもう。お肉にくが焼やかれていくと黒くろいソースが塗ぬられる。それが火ひにあぶられて食しょく欲よくをそそる香かおりが辺あたりに広ひろがる。美お味いしそう。お肉にくから、目めを離はなせない。


「冒ぼう険けん者しゃとはいえまだ小ちいさいんだ、一〇本ぽんは無む理りだろう」


「そうか？　前まえの奴やつは一〇本ぽん以い上じょう食くったぞ」


「あいつとアイビーの体たい格かく差さを考かんがえろ」


「隊たい長ちょう、どうするんだい？　もう焼やいちゃったよ」


「ハハハ、女将おかみ七なな本ほんと三さん本ぼんに分わけてくれ」


「了りょう解かい」


焼やかれたお肉にくが見みた事ことの無ない葉はっぱで包つつまれる。何なんの葉はっぱだろう？　女将おかみのテグラさんは、三さん本ぼんを包つつんだ物ものと七なな本ほんを包つつんだ物ものをオグト隊たい長ちょうに渡わたす。


「ほら」


オグト隊たい長ちょうから三さん本ぼん入はいった包つつみを渡わたされる。







    
  
  




「ありがとうございます」


「いいって、元もとはと言いえば俺おれが原げん因いんだしな」


「確たしかにな」


屋や台たいが並ならんでいる場ば所しょには椅い子すとテーブルも設せっ置ちされている。そこへ向むかっている途と中ちゅう、オグト隊たい長ちょうとヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが隊たい員いんに呼よばれた。どうやら問もん題だいがおきたらしい。


「悪わるいアイビー。仕し事ごとが入はいった」


「いえ」


「あ～……一ひと人りだと危あぶないな」


「あの、広ひろ場ばに戻もどって食たべますから」


「大だい丈じょう夫ぶか？」


「はい。お仕し事ごと頑がん張ばってください」


「いい子こだよな～」


と、言いいながら頭あたまを撫なで回まわす。髪かみがすごい事ことになっていそうだな。


「悪わるいな。行いくぞ」


「じゃ、またな」


「はい。また」


会かい話わだけ聞きいているとヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの方ほうがえらく感かんじるな。広ひろ場ばへ向むかって歩あるくと、手て元もとのお肉にくからいい香かおりが……。ちょっと急いそぎ足あしで広ひろ場ばへ戻もどった。
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う～っと背せ伸のびをすると、隣となりでソラがプルプルと揺ゆれている。朝あさのポーションを用よう意いしてから、簡かん易い調ちょう理り場ばで水みずを沸わかす。テントの中なかまで運はこぶとお茶ちゃを作つくり、残のこりのお湯ゆを少すこし大おおきめの桶おけに入いれる。タオルをお湯ゆに入いれて絞しぼって、全ぜん身しんを拭ふいていく。広ひろ場ばだとお湯ゆを使つかえるからうれしいな。旅たびの途と中ちゅうだとなかなかお湯ゆは沸わかせない。水みずで体からだを拭ふいているけれど、寒さむい時じ季きになると厳きびしいだろうな。これからの季き節せつは夏なつだから大だい丈じょう夫ぶだけど、冬ふゆのためにもっとお金かねを貯ためておかないと。冬ふゆは野のネズミも野の兎うさぎも狩かりにくくなる。魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうが入はいったので、予よ定ていより多おおく貯たまっているけれど、まだまだ足たりない。


「ふ～、さっぱり」


新あたらしい服ふくを着きて、着きていた服ふくを汚よごれ物もの専せん用ようのバッグに入いれる。時じ間かんがある時ときにまた洗あらわないとな。


木きの実みを食たべながら、今日きょうの予よ定ていを考かんがえる。えっと、今日きょうは野のネズミの罠わなの確かく認にんだな。あ～、昨日きのうは食たべ過すぎで罠わなを作つくれなかったのだった。体からだが重おもくて動うごきたくなかった。あんな状じょう態たいになったのは初はじめてだ。やっぱり二に本ほんで止やめておいて、一いっ本ぽんを今日きょうの夕ゆう飯はんに回まわせばよかったな。お茶ちゃを飲のみながら少すこし休きゅう憩けい。


「よし！　ソラ、今日きょうも頑がん張ばろうね」


マジックバッグに汚よごれ物もの専せん用ようのバッグを入いれて、野のネズミの罠わなを確かく認にんしに行いく。ソラ専せん用ようのバッグを提さげてソラを呼よぶと、ぴょんと跳はねて私わたしの足あし元もとにやって来くる。ソラをバッグに入いれてテントから出でる。使つかったお湯ゆを、排はい水すい用ようの溝みぞに捨すてて桶おけをテントの中なかに入いれてテントを閉しめる。忘わすれ物ものが無ないか確かく認にんして、森もりへ向むかう。










管かん理り人にんさんや見み回まわりの人ひと、門もん番ばんさんなどに声こえをかけられながら森もりへ進すすむ。声こえをかけられるたびにドキドキするけど、最さい初しょの頃ころのようにビクつく事ことは減へった。ただ、恥はずかしさはなかなか消きえない。


森もりへ入はいると、また不ふ思し議ぎな気け配はいを感かんじた。周まわりを確かく認にんするが何なにもいない。


「なんなんだろう？　ソラ、分わかる？」


「ぷっぷぷ～」


分わかっているのかな？　ソラがこの反はん応のうなら大だい丈じょう夫ぶかな？　疑ぎ問もんに思おもうも、気け配はいは消きえているので探さがしようがない。とりあえず野のネズミの罠わなを見みに行いこう。


「あ～、駄だ目めだ。罠わながつぶされている」


何なにか動どう物ぶつにでも荒あらされたのかな？　罠わながつぶれていた。もう一ひとつの罠わなを確かく認にんしに行いこう。


この森もりは罠わながつぶされる確かく率りつが高たかいな。そういえばノノシと言いう動どう物ぶつがいるって言いっていた。……ん？　あっ、昨日きのうの美お味いしいお肉にくだ。名めい物ぶつっていう事ことは、かなりの数かずがこの森もりに居いるのだろうか？


「あ～、こっちもか」


野のネズミの罠わな一ひとつと前ぜん日じつの野の兎うさぎの罠わな一ひとつを確かく認にんするが、どちらも潰つぶれていた。残ざん念ねん。とりあえず洗せん濯たくして、広ひろ場ばに戻もどって罠わなを作つくろう。いっぱい仕し掛かければ、何なんとかなるかな。


川かわへ向むかいバッグから洗せん濯たく物ものを取とり出だそうとすると、後うしろに気け配はいが。後うしろを向むくと、昨日きのうと同おなじ光こう景けいが。口くちに何なにかを咥くわえたアダンダラだ。グルルと近ちかづいてくるので頭あたまを撫なでる。何なんだろう？　ものすごく懐なつかれている感かんじがする。いいのかな？


ある程てい度ど満まん足ぞくしたのかアダンダラが口くちに咥くわえていた物ものを私わたしの前まえに置おく。あれ？　今日きょうは野の兎うさぎだけではないようだ。野の兎うさぎが多おおくて五ご匹ひき、野のネズミが三さん匹びき。そして鳥とり？


「これって野のバト？」


野のバトについては本ほんに載のっていたので覚おぼえている。アダンダラを見みると前まえ足あしで私わたしの方ほうへ寄よせる。ん～、いいか、もらってしまおう。


「ありがとう」


グルルと鳴ないて頭あたまに顔かおをすり寄よせる。顔かおはちょっと怖こわいけど可か愛わいいな。ギュッと抱だきしめてみると、ポカポカと暖あたたかい。……ってダメだ。早はやく解かい体たいをしてしまわないと。


アダンダラを離はなして、解かい体たいを始はじめる。解かい体たいが終おわった野の兎うさぎと野のネズミのお肉にくを、バナの葉はで包つつみバッグに入いれる。最さい後ごに野のバト。鳥とりの解かい体たいは初はじめてで、ドキドキしながら解かい体たいを進すすめる。


「出で来きた～」


初はじめての野のバトの解かい体たい。ちょっと失しっ敗ぱいしてしまったが……。売うれない場ば合あいは自じ分ぶんで食たべよう。野のバトのお肉にくをバナの葉はで包つつみバッグに入いれる。


「さてと」


ソラを捜さがし後うしろを向むくと、ソラとアダンダラが寝ねている。気き持もちよさそうだな……ってダメだ、急いそがないと。


「ソラ、起おきて～。肉にくを売うりに行いくよ」


アダンダラが目めを覚さまして、ソラを転ころがす。転ころがされたソラは少すこし不ふ服ふくそうに揺ゆれている。


「昨日きのうも今日きょうもありがとう。無む理りしちゃダメだよ」


アダンダラはグルルっと鳴なくと颯さっ爽そうと走はしり去さる。やっぱり走はしる姿すがたがかっこいいな。ソラを見みると、また縦たて運うん動どうをしている。


「それ、何なんなんだろうね」


「ぷっぷぷ～」


うん、分わからない。とりあえず肉にくを売うりに村むらへ戻もどろう。
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村むらへ戻もどり肉にく屋やへ向むかう。野のバトが売うれるかちょっとドキドキする。


「すみません」


「はいはい。あら、おはよう」


「おはようございます。今日きょうも良いいですか？」


「大だい丈じょう夫ぶよ」


おばさんの前まえにバッグからバナの葉はに包つつまれた肉にくを取とり出だす。


「あら、また今日きょうも大たい量りょうだね」


今日きょうもアダンダラの手て柄がらなので苦にが笑わらい。特とくに今日きょうは野のバトがある。どうやって捕つかまえたって聞きかれたら、どうしよう。お肉にくを一ひとつ一ひとつ確かく認にんしていくおばさんが、最さい後ごの一ひとつを手てに取とる。


「これ、野のバトだね」


「はい。ただ、解かい体たいする時ときにちょっと失しっ敗ぱいしてしまって」


「ん？　あぁ、大だい丈じょう夫ぶ。これぐらいどうって事ことないよ。あれ？　野のバトの骨ほねは？」


「骨ほねですか？」


「あっ、もしかして知しらなかった？　野のバトは骨ほねも売うれるんだよ」


「えっ、そうなんですか？　捨すててきちゃいました」


「あらま～、それだと仕し方かたがないね。今こん度どまた野のバトがあったら骨ほねもよろしくね」


骨ほねなんて何なにに使つかうんだろう？　食たべるのかな？　でも、解かい体たいしている時ときに思おもったけど硬かたかったよな。何なにかの材ざい料りょう？


「あの、骨ほねなんて何なにに使つかうんですか？」


「骨ほねはね、ここで綺き麗れいに処しょ理りして薬くすり屋やに売うるんだよ」


「薬くすり屋や？」


「そう。他ほかの薬くすりや食しょく材ざいと煮にて、体たい力りょくを回かい復ふくさせるスープとして売うられているよ」


「そうなんですか」


薬くすりになるんだ。知しらなかったな。ちょっともったいない事ことをしてしまった。


「はい、お金かねだけど、野のネズミが三さん匹びきで三〇〇ダル、野の兎うさぎが五ご匹ひきで四七五ダル、野のバトが一いっ匹ぴきで一五〇ダル。合ごう計けい……九二五ダル。問もん題だいないかい？」


「はい。ありがとうございます」


お金かねを受うけ取とって、お礼れいを言いって店みせを出でる。野のバトが一いっ匹ぴきで一五〇ダル。これはデカいな。でも、罠わなの本ほんには鳥とり用ようの罠わなが書かかれていなかった。残ざん念ねんだけど、私わたしには捕つかまえられないな。


さて、今日きょうは……そうだ、洗せん濯たくものを洗あらってしまおう。それと森もりを少すこし探たん索さくして、必ひつ要ような木きの実みを探さがそう。ソプナの実みを探さがしたいな。髪かみを洗あらう時ときに、ソプナの実みがあると綺き麗れいに汚よごれが落おちる気きがする。


他ほかには、やっぱり食しょく料りょう探さがしだな。そろそろ次つぎのオトルワ町まちへ向むかう準じゅん備びをしていかないと。


川かわに向むかいながら周まわりの木きを確かく認にんして行いく。なかなか探さがしているソプナの木きは見みつからないが、食しょく料りょうは確かく保ほする事ことが出で来きた。もう少すこしで川かわに着つくという場ば所しょで、ようやくソプナの木きを発はっ見けん。沢たく山さん実みを付つけている。


「やった！」


ソプナの実みをバッグに入いれていく。ある程てい度どバッグに入いれると、川かわへ行いき洗せん濯たくする。洗あらい終おわった洗せん濯たく物ものを近ちかくの木きに干ほす。


「う～、腰こしが痛いたい」


周まわりの気け配はいを探さぐって、魔ま物ものや動どう物ぶつや人ひとがいない事ことを確かく認にんする。髪かみを濡ぬらしてソプナの実みを一ひとつ手ての中なかでつぶして手てをこすり合あわせる。少すこし泡あわ立だったところで髪かみ全ぜん体たいを洗あらう。数すう回かい川かわの水みずで泡あわを洗あらい落おとして、タオルで髪かみを拭ふく。


「少すこし髪かみが伸のびてきたな、あとで切きろうかな」


「ぷっぷ～」


隣となりで縦たて運うん動どうしているソラは、なんだか機き嫌げんがよさそうだ。最さい近きんは横よこにプルプル揺ゆれるより、縦たてに伸のびる回かい数すうがぐっと増ふえている。意い味みがある様ように感かんじるけれど、何なにをしているのかは分わからない。ふぅ～、ある程てい度ど髪かみも乾かわいたし、服ふくを持もって帰かえろう。よし、帰かえったら罠わなを作つくろう。










門もん番ばんさんに頭あたまを下さげて村むらへ入はいる。


「あっ、ちょっと待まって。アイビーだよね」


「はい」


「ちょっとついてきてもらっていいかな？」


「どうかしましたか？」


「謝しゃ礼れい金きんが決きまったから、隊たい長ちょうからアイビーを見みかけたら詰つめ所しょまで案あん内ないするようにって言いわれているんだ。何なにか用よう事じがあったらそれが終おわってからでもいいが、どうだろう？」


「今いまからで大だい丈じょう夫ぶです」


謝しゃ礼れい金きんの事ことをすっかり忘わすれていた。


門もん番ばんさんについていくと、少すこし大おおきめの建たて物ものまで案あん内ないされる。村むらを見みて回まわった時ときに、不ふ思し議ぎに思おもった建たて物ものだ。出で入いり口ぐちが何なん個こもあり、家いえではないし、お店みせでもない。ギルドとも違ちがい、何なにをする建たて物ものなのか分わからなかったのだ。


「ここだよ。お疲つかれ様さま～、隊たい長ちょう」


中なかに入はいると、多おおくの人ひとが出で入いりしているのが分わかる。数すう名めいで出でて行いく人ひと達たちは見み回まわりだろうか？　建たて物ものの奥おくを見みると扉とびらが数すう枚まい見みえるので部へ屋やもあるようだ。


「アイビー、おはよう。悪わるいな呼よび出だして」


「おはようございます、オグト隊たい長ちょう。大だい丈じょう夫ぶです」


それよりも、皆みなさんの視し線せんが何なんだか温あたたかいというか生なまぬるいというか。むずむずするようで落おち着つかない。


「ついてきてくれ」


「はい」


この場ばから、離はなれられるのなら！　少すこし急いそぎ足あしでオグト隊たい長ちょうの後あとを追おって部へ屋やに入はいる。そこには簡かん易いの机つくえと棚たな。棚たなにはびっしりと何なにかが詰つめ込こまれている。椅い子すをすすめられて座すわると、オグト隊たい長ちょうがお茶ちゃを用よう意いしてくれた。


「ありがとうございます」


温あたたかいお茶ちゃにホッとする。


「謝しゃ礼れい金きんなんだが」


「はい」


「二にラダルと三さんギダルになった」


「……えっ？」


あれ？　魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうより少すくないって言いっていたと思おもうけど。二にラダルって金きん貨かだよね。どういう事ことだろう？
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「驚おどろいたか？」


「はい。魔ま物ものの情じょう報ほう料りょうより少すくないと聞きいていたので」


「通つう常じょうはそうなんだ。今こん回かいは捕つかまえた四よ人にんのうちの二ふた人りが、殺さつ人じんで指し名めい手て配はいされていてな」


「えぇっ！」


「仲なか間ま割われを起おこすように誘ゆう導どうしていたんだが、その内うちの一ひと人りが『仲なか間まに人ひとを殺ころした奴やつがいる。俺おれはそいつに脅おどされていたんだ』とか言いい出だしてな。あの時ときはさすがに驚おどろいた」


「はぁ」


「そいつの言いう男おとこを調しらべたら、殺さつ人じんで指し名めい手て配はいされている人じん物ぶつと、顔かおや背せ格かっ好こうが似にている。なのに名な前まえが違ちがう。おかしいと思おもって名な前まえを調しらべたら、家か族ぞくから捜そう索さく依い頼らいが出でていた。一いち番ばん背せの高たかい男おとこなんだが、覚おぼえているか？」


「はい、一いち番ばん雰ふん囲い気きが怖こわかった人ひとだと思おもいます」


「そうか。その男おとこを調しらべたら、名な前まえの奴やつは死しんでいる事ことが分わかってな。殺ころして名な前まえを奪うばったそうだ。本ほん名みょうだとすぐに足あしがつくからな。でもそいつを取とり調しらべていたら『俺おれだけじゃねぇ、あの女おんなもだ』とか言いい出だしてな」


「はぁ」


「取とり調しらべ、大たい変へんだったよ」


「お疲つかれ様さまです。指し名めい手て配はいされていたから高こう額がくなんですか？」


「ん？　あぁ、それもあるが二にラダルはギルドからだ。殺さつ人じんを犯おかした二ふた人りには、懸けん賞しょう金きんがかかっていたからな。懸けん賞しょう金きんは一ひと人り一いちラダルで二ふた人りだったから二にラダル。謝しゃ礼れい金きんは通つう常じょう一ひと人り五〇〇ダルなんだが、殺さつ人じん犯はんだった二ふた人りが一いちギダルずつで、残のこり二ふた人りが五〇〇ダルずつになって、合ごう計けい三さんギダルなんだ」


「……あの、私わたしはギルドに登とう録ろくしていませんが、大だい丈じょう夫ぶですか？」


「えっ、そうなのか？　あぁ、でもこの懸けん賞しょう金きんは別べつに登とう録ろくしていなくても支し払はらわれる物ものだ」


「そうなんですか。それにしても、懸けん賞しょう金きんまで出でていた人ひと達たちに狙ねらわれたんですね。捕つかまってよかった」


「殺ころしをした二ふた人りは解かい放ほうなしの奴ど隷れい落おち。残のこり二ふた人りも長ちょう期きの奴ど隷れい落おちが決けっ定ていしたから、もう安あん心しんだ」


「はい」


「それにしても今こん回かいは占うらない師しのアルトラがいなかったから、確かく認にんに少すこし時じ間かんがかかっちまった。遅おそくなって悪わるいな」


「いいえ。あの……」


「どうした？」


「占うらない師しのアルトラさんがいると、もっと早はやく判わかったんですか？」


「あぁ、占うらない師しスキルを持もっている者ものは、人ひとの判はん定ていが出で来きるんだ。星ほしが一ひとつだと嘘うそをついているか、ついていないか。星ほしが二ふたつだと罪つみを犯おかしていないか、判はん断だん出で来きるからすごいぞ。星ほしが三みっつだと誰だれが何なにをしたのかまで判わかるらしい」


「そうなんですか」


「この村むらの占うらない師しのアルトラは星ほしを二ふたつ持もっているからな、嘘うそをついてもばれる。優ゆう秀しゅうな人ひとでな、罪つみの種しゅ類るいも大おおまかに判はん断だんしてくれるんだ。いつも頼たより切きっていて申もうし訳わけなく感かんじるよ」


「すごいですね」


占うらない師しにそんな仕し事ごとがある事ことは知しらなかったな。助たすけてくれた占うらない師しはいろいろ話はなしをしたけど、あまり仕し事ごとについては話はなしてくれなかった。特とく産さん品ひんに関かかわっている事ことも知しらなかったし。


「そういえば、ギルドに登とう録ろくはしていないのか？」


あっ、ちゃんと説せつ明めいしないと。


「はい。えっと、私わたしラトミ村むらから逃にげてきたので」


「逃にげて？　口くち減べらしではなく？」


「はい、黙だまっていてすみません。家か族ぞくが村そん長ちょう寄よりで、私わたしは村そん長ちょうからその……要いらない存そん在ざいだと……」


「そうだったのか。幼おさないのに逃にげるしかないなんてな、あそこの領りょう主しゅは何なにをしているんだ！」


領りょう主しゅって確たしか村むらを治おさめている人ひとだよね。村そん長ちょうと、かなり仲なかが良よかったけど。遠とおくから見みた事ことがあるけど、正しょう直じき近ちかづきたくない雰ふん囲い気きだったな。


「しかし逃にげているなら、ギルドへの登とう録ろくは成せい人じんしてからの方ほうがいいだろうな」


「成せい人じんしてからですか？」


「未み成せい年ねんの場ば合あいは、親おやがいる村むらに報ほう告こくされる事ことがある。事じ情じょうを説せつ明めいして報ほう告こくされないようにする事ことも出で来きるが、何ど処こで漏もれるか分わからないからな。ラトミ村むらが変かわれば問もん題だいないが、入はいってきている情じょう報ほうでは期き待たいが出で来きない」


報ほう告こく。あっ、成せい人じんしても登とう録ろくは出で来きないのだけど。


「アイビーはいくつだ？」


「八はっ歳さいであと一いっヵ月げつほどで九きゅう歳さいです」


「八はっ歳さい！　そうか。見みた目めが……。いや、そんな幼おさないのに、すごいなアイビーは」


「いえ、そんな事ことは」


「お、話はなしが随ずい分ぶんと脱だっ線せんしているな。えっと、何なんだっけ？　あぁ、そうだお金かねを渡わたさないとな」


机つくえの上うえに準じゅん備びしてくれていた金きん貨か二に枚まいと銀ぎん貨か三さん枚まい。二に回かい目めの金きん貨かの登とう場じょう。テントを買かったお店みせの親おや父じさんにもらった、小ちいさいマジックバッグを取とり出だす。中なかにお金かねを入いれて、少すこし大おおきめのバッグに入いれて腰こしに巻まきつける。冬ふゆまでにお金かねを貯ためるって決きめているけど、大たい金きんになってきているから不ふ安あんだ。旅たびの道どう中ちゅう、もっと気きを付つけないとな。


「ギルドで口こう座ざは作つくっていないのか？」


「えっ？」


「ん？　お金かね持もち歩あるくの心しん配ぱいだろう？」


「あの、ギルドに登とう録ろくしないとお金かねは預あずけられないのでは？」


「えっ？　いや、そんな事ことは無ないぞ」


えっ？　どういう事こと？　あれ？　私わたしの知しっている知ち識しきって間ま違ちがっているのかな？


「冒ぼう険けん者しゃギルドでは確たしかにそうだが、商しょう業ぎょうギルドの方ほうは登とう録ろくは必ひつ要ようないぞ」


「商しょう業ぎょうギルドで口こう座ざ？」


商しょう業ぎょうギルドで口こう座ざが作つくれるの？


「とりあえず、お金かねはそのまま持もっていると危あぶないからな。預あずけに行いこう」


「商しょう業ぎょうギルドでは、登とう録ろくしなくてもお金かねを預あずけられるのですか？」


「あぁ、商しょう売ばいをするなら登とう録ろくは必ひつ要ようだが、しないだろ？」


「はい」


「なら口こう座ざを作つくるのに個こ人じんを判はん断だんするための血ちが一いっ滴てき必ひつ要ようだが、それだけだ」


「そうなんですか、商しょう業ぎょうギルドでも口こう座ざが作つくれるとは知しりませんでした」


「あ～、商しょう業ぎょうギルドはまだできて一〇年ねん目めぐらいか。王おう都とや町まち、それと大おおきな村むらにしかまだないからな、詳くわしく知しられていないのだろうな」


なるほど、人ひとが多おおい場ば所しょにしかないのか。にしても自じ分ぶんの口こう座ざか、うれしいな。







[image: アイコン] 52話わ　商しょう業ぎょうギルド


商しょう業ぎょうギルドに向むかいながら、オグト隊たい長ちょうが色いろ々いろと教おしえてくれた。商しょう人にんを犯はん罪ざい組そ織しきから守まもるために作つくられた組そ織しきで、冒ぼう険けん者しゃギルドとは違ちがう組そ織しきになるそうだ。徐じょ々じょに力ちからをつけ、今いまでは王おう都とや町まち、大おおきな村むらでは商しょう業ぎょうギルドに登とう録ろくしないと商しょう売ばいが出で来きないらしい。小ちいさい村むらにも、少すこしずつ浸しん透とうして行いっているとの事ことだった。まだまだ知しらない事ことが多おおいな、しっかりと覚おぼえていこう。


冒ぼう険けん者しゃギルドの隣となりにある同おなじような建たて物ものが商しょう業ぎょうギルドだった。私わたしはどちらも冒ぼう険けん者しゃギルドだと思おもっていたので驚おどろいた。そう言いえば看かん板ばんが違ちがったな。関かん係けいないと思おもっていたので、気きが付つかなかった。


オグト隊たい長ちょうの後あとに続つづいて商しょう業ぎょうギルドに入はいると、多おおくの人ひとが動うごき回まわっている。部へ屋や全ぜん体たいを見み回まわすと、カウンターで布ぬのを広ひろげて見みせている人ひとがいた。


「あれは、売うり物ものの説せつ明めいだろうな。ギルドに登とう録ろくする場ば合あいは何なにを売うるのかを見みせる必ひつ要ようがある」


「そうなのですか」


部へ屋やの隅すみには個こ別べつに部へ屋やがあるのか、扉とびらが並ならんでいる。すごいな。


「こっちだアイビー」


周まわりに気きを取とられて、オグト隊たい長ちょうから少すこし離はなれてしまっていた。慌あわてて後あとを追おう。


「ルギレット、口こう座ざを一ひとつ作つくりたいんだが」


「オグト隊たい長ちょう、お疲つかれ様さまです。っていうか口こう座ざ？」


「俺おれじゃないからな。この子こだ」


「初はじめまして、よろしくお願ねがいいたします」


「あら、可か愛わいい」


カウンターで一ひと人りの女じょ性せいに紹しょう介かいされる。穏おだやかな印いん象しょうの綺き麗れいな女おんなの人ひと。ルギレットさんが一いち枚まいの紙かみをカウンターに置おく。


「では、まずは口こう座ざについてのご説せつ明めいをいたします」


「お願ねがいします」


「口こう座ざを作つくるとプレートをお渡わたしいたします。初はじめて作つくる場ば合あいは費ひ用ようが掛かかりませんが、無なくした場ば合あいの再さい発はっ行こうには五〇〇ダルが掛かかりますので、無なくさないようにご注ちゅう意いくださいね。また口こう座ざ管かん理り費ひとして、一いち年ねん間かんに一〇〇ダルを引ひき落おとしさせていただきます。ここまでで何なにかご質しつ問もんはございますか？」


管かん理り費ひに一〇〇ダルか。迷まようけど金きん貨かが今いま四よん枚まいあるんだよね。それを持もって歩あるくのは怖こわいし……やっぱり必ひつ要ようだな。


「最さい初しょの年としはここで一〇〇ダルを払はらうのですか？」


「あっ説せつ明めい飛とばしちゃった……ごめんなさい。えっと、口こう座ざを作つくった年としは免めん除じょされて、翌よく年としからという事ことになります。お作つくりしますか？」


「はい、お願ねがいします」


「では、これに必ひつ要ような情じょう報ほうを書かき込こんでいただけますか？　文も字じが書かけない場ば合あいは、こちらで代だい筆ひついたします」


「大だい丈じょう夫ぶです」


紙かみを受うけ取とり周まわりを見み回まわすと、近ちかくに机つくえと椅い子すが用よう意いされている。椅い子すに座すわり紙かみを確かく認にんすると、出しゅっ身しん場ば所しょと名な前まえと年ねん齢れいを書かく欄らんがあるが他ほかには何なにもなかった。よかった、私わたしでも口こう座ざが作つくれそうだ。


「出しゅっ身しん場ば所しょは書かかなくても良いいぞ」


「え？」


「大だい丈じょう夫ぶだ」


「はい」


名な前まえと年ねん齢れいを記き入にゅうして、カウンターに居いるルギレットさんに持もっていく。記き入にゅうされた紙かみを見みて、少すこし不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてオグト隊たい長ちょうを見みるルギレットさん。


「村むらの村そん長ちょうに問もん題だいがあってな、逃にげているから場ば所しょは空くう欄らんだ」


「分わかりました、ではこれで処しょ理りいたしますね」


通とおってしまった。問もん題だいにならないのだろうか？　心しん配ぱいになってオグト隊たい長ちょうを見みると、視し線せんに気きが付ついて私わたしの頭あたまを優やさしく撫なでる。


「領りょう主しゅや村そん長ちょうが問もん題だいを起おこすと、被ひ害がいに遭あうのは村そん民みんだ。逃にげて来きた村そん民みんを守まもるために、商しょう業ぎょうギルドが出で来きると同どう時じに、名な前まえと年ねん齢れいだけで口こう座ざが作つくれるように法ほう律りつが出で来きたんだ。冒ぼう険けん者しゃギルドに口こう座ざを作つくった事ことで、居い場ば所しょがばれて財ざい産さんが領りょう主しゅに奪うばわれるなんて事ことが結けっ構こうあってな。それを防ふせぐためだ。ただし、口こう座ざを作つくるには、その人じん物ぶつを保ほ証しょうする人ひとが必ひつ要ようだが」


「保ほ証しょうする人ひと？」


「あぁ、その人じん物ぶつが居いた村むらの現げん状じょうを知しっている者もの、もしくは俺おれのように情じょう報ほうを知しる事ことが出で来きる者ものだな」


なるほど、オグト隊たい長ちょうにはお世せ話わになりっぱなしだな。それにしても、ラトミ村むらはそんなにひどい状じょう態たいなのかな？　親したしくしていた人ひとはいないから、特とくに何なにも思おもう事ことは無ないけど、なんだかな。


「準じゅん備びが出で来きました。ではこちらに血ちを一いっ滴てきもらえますか？」


「はい」


白しろいプレートの上うえに、丸まるい透とう明めいな物ものが置おかれている。これは、何なにをどうすればいいのだろうか？


「凹くぼんだ部ぶ分ぶんがございますので、そちらに指ゆびを入いれてください。小ちいさい針はりが付ついていますので、少すこし痛いたみがありますが、よろしくお願ねがいいたします」


透とう明めいな物ものをよく見みると、確たしかに凹くぼんだ部ぶ分ぶんがあった。そっと指ゆびを入いれてグッと押おし付つける。痛いたみはそれほどなく、すぐに白しろいプレートが光ひかって名な前まえと年ねん齢れいが浮うかび上あがった。


「ありがとうございます。こちらがプレートとなります。入にゅう金きん方ほう法ほうなどをご説せつ明めいいたしますか？」


「それは俺おれがするから大だい丈じょう夫ぶだ」


「そうですか？　では、よろしくお願ねがいいたします。ご利り用ようありがとうございます」


プレートに文も字じが浮うかび上あがった事ことに驚おどろいている間あいだに、話はなしが終おわっていた。差さし出だされたプレートを受うけ取とり、小ちいさく頭あたまを下さげた。
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オグト隊たい長ちょうについていくと、部へ屋やの隅すみに並ならんでいた扉とびらの前まえで止とまる。その中なかの一ひとつの扉とびらを開あけて、オグト隊たい長ちょうと一いっ緒しょに入はいる。と言いっても一いっ緒しょに入はいれるほどには広ひろくないので私わたしが中なかへ、隊たい長ちょうは扉とびらを開あけた状じょう態たいで説せつ明めいしてくれた。


「ここで、入にゅう金きんや出しゅっ金きんを行おこなう。正しょう面めんに小こ窓まどがあるから、そこを数すう回かい叩たたくと小こ窓まどが開ひらいて対たい応おうしてくれる。中なかの人ひとに入にゅう金きんか出しゅっ金きんか伝つたえる。ここまでで、分わからない事ことはあるか？」


「……いえ、大だい丈じょう夫ぶです」


「ん、入にゅう金きんの場ば合あいはお金かねとプレートを渡わたす。出しゅっ金きんの場ば合あいは金きん額がくを言いってプレートを渡わたす。プレートが手て元もとに戻もどってきたら、小こ窓まどの前まえに白しろい板いたが置おいてあるだろう？」


「はい、あります」


「その上にプレートを置おくと、入にゅう金きんした日にち時じと金きん額がく、出しゅっ金きんした日にち時じと金きん額がくが表ひょう示じされる。ちょっと置おいてみろ」


「はい」


小こ窓まどの前まえにある白しろい板いたの上うえに、先さきほどもらったプレートを置おく。するとただの白しろい板いたに見みえた物ものに、今日きょうの日ひ付づけと開かい設せつという文も字じが浮うかび上あがる。


すごい、ワクワクする。


まじまじと見みていると、後うしろで笑わらい声ごえが聞きこえた。後うしろを見みると、オグト隊たい長ちょうが肩かたを震ふるわせて笑わらっている。


「悪わるい。すごい真しん剣けんに見みてるから、ハハハ」


少すこし頬ほほが熱あつくなっているので、きっと赤あかくなっているだろう。隠かくすように小こ窓まどの方ほうへ体からだの向むきを戻もどす。


「悪わるい。悪わるい」


頭あたまをくしゃっと撫なでられる。う～、恥はずかしい。







    
  
  




「今いま、入にゅう金きんしちまうか？」


「はい。良いいですか？」


「あぁ、分わからない事ことがあれば中なかの人ひとに聞きけばいい。聞ききにくかったら俺おれに聞きけ。すぐそこに居いるから」


「ありがとうございます」


オグト隊たい長ちょうが扉とびらを閉しめるのを確かく認にんしてから、小こ窓まどを二に回かい叩たたく。ドキドキする。大だい丈じょう夫ぶかな。


「はい」


小こ窓まどが開ひらいて、男だん性せいが対たい応おうしてくれた。


「にゅ、入にゅう金きんをお願ねがいします」


「こちらにお金かねとプレートをお願ねがいします」


お金かねを入いれているバッグから、金きん貨か四よん枚まいと銀ぎん板ばん一いち枚まい銀ぎん貨か五ご枚まいを取とりだす。小こ窓まどから出だされた小ちいさなお皿さらに、お金かねとプレートを載のせて小こ窓まどから男だん性せいに渡わたす。心しん臓ぞうの音おとが外そとまで聞きこえそうだ。


「はい。完かん了りょういたしました。ご確かく認にんください」


「はっ、はい！」


早はやい！　ビックリした～。戻もどって来きたプレートを白しろい板いたの上うえに載のせる。開かい設せつの下したに今日きょうの日ひ付づけと入にゅう金きんした金きん額がくが表ひょう示じされる。


［金きん貨か：四よん枚まい　銀ぎん板ばん：一いち枚まい　銀ぎん貨か：五ご枚まい］


「あれ？」


ちょっと想そう像ぞうした表ひょう示じ方ほう法ほうと違ちがうと感かんじたが、何なにが違ちがうのかは不ふ明めい。


「どうかなさいましたか？」


「いいえ、大だい丈じょう夫ぶです。ありがとうございます」


「こちらこそ、ご利り用ようありがとうございます」


プレートをバッグへ入いれている間あいだに、小こ窓まどは閉しまっていた。小こ部べ屋やを出でると、オグト隊たい長ちょうが心しん配ぱいそうに見みて来くるので笑わらってお礼れいを言いう。


「ありがとうございます。すごく助たすかりました」


「ハハハ、気きにするな」


商しょう業ぎょうギルドから出でると、怖こわい顔かおしたヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうがオグト隊たい長ちょうの前まえに立たつ。何なんだろう、何なにかあったのかな？


「隊たい長ちょう！　何ど処こへ行いくのか、周まわりに言いっといてください」


「あれ？　言いって来こなかったっけ？」


「はぁ～」


ものすごく長ながい溜ため息いきを吐つくヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう。


「すみません。私わたしのせいです」


「「それは無ない」」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの声こえにもう一ひとつ声こえが重かさなる。不ふ思し議ぎに思おもうと、何なん度どか広ひろ場ばで見みかけた管かん理り人にんさんが一いっ緒しょにいた。軽かるく頭あたまを下さげると、手てを振ふられた。


「はぁ、とりあえず隊たい長ちょう、仕し事ごとを部ぶ下かに押おし付つけて逃にげないでください」


「逃にげてねーよ。もっと大だい事じな事ことがあったからな」


やっぱり私わたしのせいだよね？　仕し事ごとを放ほうりださせてしまったわけだし。


「隊たい長ちょう！　貴き族ぞくの対たい応おうがめんどくさいからといって、俺おれに押おし付つけて逃にげるのは止やめてください！　あのあほ、失しつ礼れい。頭あたまの中なかがスカスカの貴き族ぞくの野や郎ろう、隊たい長ちょうではない事ことをぐちぐち、ぐちぐちと」


「ヴェリヴェラ、言いい換かえた意い味みが分わからん」


「えっ？　あぁ、つい本ほん音ねが。ふぅ、とりあえず行いきますよ」


「はぁ？　終おわってないのか？」


「えぇ。一いち時じ間かん愚ぐ痴ちだけを言いい続つづけて、いい加か減げんうっとうしくなったので少すこし寝ねていただきました」


「……は？　何なにをしたんだ？」


「さぁ、お疲つかれだったのでしょう」


「イヤイヤ、待まて。相あい手て貴き族ぞくだぞ。アレでも」


「大だい丈じょう夫ぶです、アレですから」


これって私わたしが聞きいて、良いい話はなしなのかな？　どうしよう。静しずかに離はなれた方ほうが良いいのかな？


「お二ふた人りさん、アイビーがものすごく困こまってますよ」


「えっ？」


「おっ、悪わるいなアイビー。仕し事ごとが入はいったみたいだ」


「い、いえ。今日きょうはありがとうございます」


とりあえず話はなしを合あわせておこう。私わたしは何なにも聞きいていません！　絶ぜっ対たいに！


「申もうし訳わけありませんね。少すこしクソ貴き族ぞくのせいでストレスが」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう、顔かおが怖こわすぎる！


「お仕し事ごと、お疲つかれ様さまです」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうに頭あたまを撫なでられる。あっ、表ひょう情じょうが少すこし柔やわらかくなった。よかった。


もう一いち度どしっかりとお礼れいを言いって、商しょう業ぎょうギルドの前まえで別わかれて広ひろ場ばへ戻もどる。隊たい長ちょうも副ふく隊たい長ちょうも大たい変へんだな。
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テントの中なかに戻もどり、口こう座ざのプレートを見みつめる。自じ分ぶんの名な前まえが刻きざまれている。何なんだか、私わたしという存そん在ざいがちょっと認みとめられたようでうれしい。


そろそろ、オトルワ町まちへ行いく準じゅん備びを始はじめようかな。ラトメ村むらとは離はなれがたいけど、もっといろいろな村むらや町まちを見みて回まわりたい。それにラトミ村むらでお世せ話わになった占うらない師しに、王おう都との隣となり町まちへ行いくように言いわれているし。何なにがあるのかは知しらないけれど、必かならず行いくように言いわれた。何なん度どか理り由ゆうを聞きいたけど言こと葉ばを濁にごされたっけ、でもあの時ときの占うらない師しは真しん剣けんだった。何なにがあるか分わからないけど、約やく束そくは守まもりたい。


うん、旅たびの準じゅん備びをしよう。


あ、忘わすれるところだった。ソプナの実みを採とって来きたんだった。皮かわを乾かん燥そうさせて、粉こなにしないと。とりあえず、旅たびに出でる前まえにこれは完かん成せいさせよう。乾かん燥そうさせる時じ間かんは、罠わなを仕し掛かけてお金かねを増ふやそう。そうと決きまれば、まずはソプナの実みから皮かわを剥はがさないと。


「疲つかれた～」


頑がん張ばって採さい取しゅしてきたので、思おもった以い上じょうにソプナの実みがあった。それの皮かわを一ひとつ一ひとつ剥はいでいくのは結けっ構こうな労ろう力りょくだ。固かたまった肩かたをほぐしながら、テントの外そとに布ぬのを広ひろげてソプナの皮かわを並ならべる。乾かん燥そうには二に、三さん日にちぐらいかかるかな。天てん気きが続つづきそうだから大だい丈じょう夫ぶだけど、雨あめには気きを付つけないとな。


さて、次つぎは……。ソプナの皮かわを干ほして、テントに戻もどるとソラが転ころがってくる。


「どうしたの？」


ソラの視し線せんがバッグへと移い動どうする。お腹なか空すいたのかな？　ソラの専せん用ようポーションを取とり出だして前まえに並ならべる。すぐにポーションの上うえに乗のって食しょく事じを始はじめたので、お腹なかが空すいていたようだ。


「さて、私わたしは罠わなを作つくるね」


野のネズミ用ようと罠わなと、野の兎うさぎ用ようの罠わなを作つくっていく。アダンダラがまた来きたら、この村むらを離はなれる事ことを話はなしておこう。それにしても随ずい分ぶんと助たすけられているな。ソラが助たすけたのに、最さい終しゅう的てきには私わたしが助たすけられている。


旅たびの準じゅん備びには何なにが必ひつ要ようかな？　服ふくは問もん題だいないし、罠わなの準じゅん備びは旅たびの間あいだは要いらないし、縄なわはいるな。後あとは木きの実みの食しょく料りょうがもう少すこし欲ほしいかな、少すこし不ふ安あんな量りょうだな。ソラのポーションは、バッグに入はいるだけ持もっていこう。


「出で来きた！」


各かく一〇個こずつ作つくってバッグに入いれる。


ソラはいつもの通とおり寝ねている。


ソプナの実みの乾かん燥そう状じょう態たいを確かく認にんして、空そらを見みる。夜よるまで天てん気きが持もつか不ふ安あんだな、テントの中なかに入いれておこう。


お湯ゆを沸わかしてお茶ちゃを作つくる。干ほし肉にくにお茶ちゃに木きの実み。いつもの食しょく事じにホッとする。


新あたらしくお湯ゆを沸わかして、テントの中なかで体からだを拭ふいて早はやめに休きゅう息そく。明あ日すは罠わなをいっぱい仕し掛かけるため、森もりをかなり歩あるく事ことになる。良いい場ば所しょが見みつかればいいけど。


「ソラ、お休やすみ」










うっすらと目めを開あけると、微かすかにテントの中なかが明あかるくなってきている。少すこし早はやいと思おもったが、仰あお向むけで腕うでを伸のばして体からだをほぐす。村むらを出でるなら少すこし警けい戒かい心しんを元もとに戻もどさないとな。テントで寝ねるようになってから、少すこし緩ゆるみすぎかも。


「ソラ、おはよう」


ソラと一いっ緒しょに食しょく事じを済すませ、お茶ちゃで休きゅう憩けい。罠わなを詰つめ込こんだバッグと、ソラを入いれているバッグを持もってテントを出でる。


広ひろ場ばの管かん理り人にんさんと挨あい拶さつをして、見み回まわりの人ひととも軽かるく頭あたまを下さげて挨あい拶さつをする。さすがに回かい数すうをこなしてきたので、照てれずに出で来きるようになった。これも、成せい長ちょう？


「おっ、アイビー早はやいな、おはよう」


「おはようございます。ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう、昨日きのうは大だい丈じょう夫ぶでしたか？」


やっぱり気きになる。これぐらいなら大だい丈じょう夫ぶだよね。


「あぁ、隊たい長ちょうに全すべて丸まる投なげしたからな」


……なんだろう、ものすごく清すが々すがしい表ひょう情じょうなんだけど。オグト隊たい長ちょう大だい丈じょう夫ぶかな？


「えっと、そうですか……では、行いってきます！」


「おお、気きを付つけてな」


聞きかない方ほうがよかったかな。オグト隊たい長ちょうが気きになる。


森もりの中なかを野の兎うさぎと野のネズミの痕こん跡せきを捜さがしながら歩あるき回まわる。痕こん跡せきを見みつけても、周まわりを見みると大おおきな動どう物ぶつの痕こん跡せきも見みつかる。罠わなを仕し掛かけても、また壊こわされる可か能のう性せいが高たかい。なかなかいい場ば所しょが見みつからないな。


あ、またこの気け配はいだ。これって……。立たち止どまって周まわりを見み回まわす。しばらく待まつが、何なにも起おこらない。違ちがったかな？


「グルル」


やっぱり！　声こえが聞きこえた方ほう向こうへ視し線せんを向むけると、アダンダラが口くちに何なにかを咥くわえて立たっている。見みえない気け配はいを感かんじた後あとにアダンダラが来くるから、もしかしてと考かんがえたが正せい解かいかな。


「おはよう、アダンダラ」


「グルル」


アダンダラは私わたしを見みて歩あるき出だす。不ふ思し議ぎに思おもって眺ながめていると、ソラがアダンダラの後あとを追おいかけてしまう。慌あわてて、私わたしも後あとを追おう。しばらくすると、川かわにたどり着ついた。


「どうしたの？」


アダンダラは咥くわえていた物ものを置おくと、前まえ足あしで私わたしの方ほうへ寄よせる。野の兎うさぎと野のネズミだ。


「アダンダラ、これは君きみの食しょく料りょうでしょ？　もう充じゅう分ぶんにお礼れいはしてもらったから気きにしなくてもいいよ」


瞳ひとみを見みつめながら話はなすが、アダンダラはもう一いち度ど私わたしの方ほうへと寄よせる。どうしよう。もう十じゅう分ぶんすぎるほど、お礼れいはしてもらったし。アダンダラを見みる。耳みみがへたりと下さがってしまっている。


「今こん回かいが最さい後ご。もらうね。ありがとう」


「グルル」


耳みみがピンと立たって喉のどを鳴ならす。頭あたまを撫なでると、目めが細ほそくなって気き持もちよさそうな表ひょう情じょうをみせる。可か愛わいいな。


よし、解かい体たいを始はじめよう。見みるからに、今日きょうも多おおいし。あ、罠わな……解かい体たいを急いそごう。
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野の兎うさぎが七なな匹ひき、野のネズミが五ご匹ひき。アダンダラは狩かりが上う手まい。しかも生いきたままの状じょう態たいで持もって来きてくれる。どうやって狩かっているのだろう？　


いつものお肉にく屋やさんに売うりに行いくと、連れん日じつなのでさすがに驚おどろかれた。合ごう計けい一一六五ダルを受うけ取とり、お肉にく屋やを出でる。次つぎは違ちがう店みせに売うりにきた方ほうがいいかな？


急いそいで森もりへ行いき、罠わなを仕し掛かける場ば所しょを探さがす。場ば所しょを探さがしている近ちかくで、ソラとアダンダラが遊あそんでいる。まぁ、ソラが転ころがされているだけだが。


ん～、ないな。しばらく探さがすが、なかなか場ば所しょが決きまらない。


「アイビー、こんな所ところで何なにやってるんだ？」


「ぅわっ！」


罠わなを仕し掛かける場ば所しょを探さがすのに必ひっ死しで、周まわりに気きを配くばるのを忘わすれた。すぐに、ソラとアダンダラを探さがす。が、いない。


「あれ？」


「……どうかしたのか？」


「えっ、いえ、大だい丈じょう夫ぶです。えっと確たしかガン、ガン……」


「アハハハ、ガンズベルな」


「すみません」


「いいって別べつに。で、なんでこんな所ところに？　危あぶないぞ」


見み回まわり中ちゅうに、私わたしを見みつけてわざわざ様よう子すを見みに来きてくれたようだ。


「罠わなを仕し掛かけようと思おもって」


「わな？……あっ、罠わなね。へ～珍めずらしい狩かりの仕し方かたをするんだな」


珍めずらしい？　確たしかに罠わなを仕し掛かける人ひとって少すくないな。安あん全ぜんに狩かれていいと思おもうけど。


「この辺あたりはノノシが出でやすい。もう少すこし川かわ下しもの方ほうがいいのでは？」


「そうなんですか、ありがとうございます」


頭あたまを下さげてお礼れいを言いっていると、見み回まわりの仲なか間まがガンズベルさんを呼よんでいる声こえが聞きこえた。


「お！　じゃ、またな。それと、気きを抜ぬくなよ」


「はい。ありがとうございます」


見み回まわりの人ひと達たちが見みえなくなったので、辺あたりを見み回まわす。ソラもアダンダラもいない。どうしよう。


不ふ安あんになってきた時とき、上うえから何なにかがどさっと目めの前まえに落おちてくる。驚おどろいて硬こう直ちょくしていると、


「ぷっぷ～」


「えっ……」


アダンダラとその背せ中なかに乗のっているソラ。どうやら木きの上うえに隠かくれていたらしい。


よかった～。


全ぜん身しんから力ちからが抜ぬけて、その場ばに座すわり込こむ。アダンダラがそばに寄よってきて、すりすりと体からだを寄よせる。


「アダンダラ、ソラをありがとう」


アダンダラがソラを隠かくしてくれなかったら、どうなっていたことか。それにアダンダラも、見みつかったら討とう伐ばつ対たい象しょうになってしまったかもしれない。やっぱりちょっと気きが緩ゆるんでる。ガンズベルさんにも注ちゅう意いされたし、気きを引ひき締しめよう。










教おしえてもらった川かわ下しもへ行いって罠わなを仕し掛かける。何なん度どか周まわりを確かく認にんしながら作さ業ぎょうを進すすめる。ようやく終おわったのは、薄うす暗ぐらくなり始はじめた頃ころ。アダンダラと別わかれて、村むらへ急いそぐ。


情じょう報ほうでは、夕ゆう方がたあたりからノノシの活かつ動どう時じ間かんになるそうだ。巨きょ大だいな体からだでぶつかってくるという事ことを聞きいているので、正しょう直じき出で会あいたくない。途と中ちゅうでソラをバッグに入いれて駆かけ足あしで移い動どうする。


薄うす暗ぐらくなる前まえに村むらへ戻もどれた時ときは、ホッとした。全ぜん身しんで呼こ吸きゅうするほどに疲つかれている私わたしに、門もん番ばんさんが不ふ思し議ぎそうに何なにかあったのかを聞きいてくる。暗くらくなる前まえに戻もどって来きたかった事ことを伝つたえる。


「確たしかに暗くらくなるとノノシもだが、魔ま物ものも出でやすいからな。お疲つかれ様さま」


軽かるく頭あたまを下さげてから広ひろ場ばへ向むかう。頑がん張ばって走はしったのでお腹なかが空すいた。






徐じょ々じょに明あかるくなり始はじめた早そう朝ちょう、テントから出でて全ぜん身しんを軽かるく動うごかす。よし、罠わなを見みに行いこう。


その前まえに、雲くもの状じょう態たいを確たしかめる。雨あめの気け配はいはないかな。ソプナの皮かわを昨日きのう同どう様ように、テントの外そとに干ほしておく。いい感かんじに乾かわいてきている、明あ日すぐらいには粉こなに出で来きそうかな？


森もりへ向むかい罠わなの確かく認にんに向むかう。途と中ちゅう、アダンダラが合ごう流りゅうする。昨日きのうお願ねがいしたので今日きょうは何なにも咥くわえてはいないようだ。


よかった。


けど、いいのかな？　こんな頻ひん繁ぱんに人ひとの近ちかい場ば所しょに現あらわれて。今いまのところ、アダンダラを見みたという情じょう報ほうは村むらに流ながれていない。でも、連れん日じつ村むらの近ちかくに来きているから、心しん配ぱいだな。


「アダンダラ、誰だれかに見みられると討とう伐ばつ対たい象しょうになっちゃうから、気きを付つけてね」


「グルル」


何なんだかうれしそうに頭あたまに顔かおを寄よせて来くる。何なんだろう？　さて、そろそろ罠わなを仕し掛かけた辺あたりだな。かかってくれていればいいけど。


「ん～難むずかしいな。半はん分ぶん以い上じょう、壊こわされちゃったしな」


野の兎うさぎ三さん匹びき、野のネズミ一いっ匹ぴき。〇でなかっただけよかったかな。とりあえず、解かい体たいをしなくちゃ。四よん匹ひきなのであっという間まだ。とりあえず肉にく屋やへ売うりに行いこう。アダンダラと別わかれて村むらへ戻もどる。


「いつもの肉にく屋やでいいかな？　不ふ審しんに思おもわれてないよね？」


迷まよったが、やはりいつもの肉にく屋やへ向むかう。ちょっとドキドキする。


「お願ねがいします」


「はい、あら？　今日きょうは少すくないのね」


「……はい」


「三八五ダルね。そういえばそろそろノノシの発はつ情じょう期きの時じ期きではないかい？」


「発はつ情じょう期き？」


「そうそう、発はつ情じょう期きの時じ期きは凶きょう暴ぼう化かするし、昼ひる間まも村むらの近ちかくまで来きてしまうから気きを付つけてね」


「ありがとうございます」


発はつ情じょう期きか。そういえばノノシではないが、発はつ情じょう期きに入はいった動どう物ぶつは危あぶないって冒ぼう険けん者しゃたちが話はなしていたな。昼ひる間まの村そん道どうにも現あらわれたりするのかな？　そうなると、旅たび路じが少すこし危き険けんだ。


地ち図ずが欲ほしいな。拾ひろった地ち図ずは、オトルワ町まちまでしか書かかれていなかった。それに、間ま違ちがっている部ぶ分ぶんがあって、森もりで迷まよいそうになった。正せい確かくな地ち図ずが欲ほしい。前まえに行いった本ほん屋やには置おいていなかったけど、違ちがう本ほん屋やに行いけばあるかな？
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地ち図ずを手てに入いれるため本ほん屋やを見みて回まわる事ことにしたが、なかなか見みつからない。探さがす場ば所しょを間ま違ちがえているのだろうか？


「おっ、アイビーか？」


「えっ？　あっテントのお店みせの」


「おう、どうしたこんな場ば所しょで、探さがし物ものか？」


「はい、地ち図ずを探さがしています」


「地ち図ず？……この村むらを離はなれるのか？」


「はい、そろそろオトルワ町まちへ行いこうかと思おもいまして」


「そうか。地ち図ずだったらギルドにあると思おもうが？」


「冒ぼう険けん者しゃギルドですか？　商しょう業ぎょうギルドですか？」


「ん？　どっちのギルドにもあると思おもうぞ」


「そうなのですか？」


「あぁ、冒ぼう険けん者しゃの奴やつらにも、行ぎょう商しょうの奴やつらにも地ち図ずは必ひつ要ようだからな」


なんだ、本ほん屋やではなくてギルドにあったのか。だったら商しょう業ぎょうギルドに行いこうかな。旅たびを始はじめる前まえに、もう少すこしお金かねを口こう座ざへ移い動どうさせようと思おもっていたから、ちょうどいいな。


「ありがとうございます。早さっ速そく行いってみます」


「おう。そうだ、テントで困こまった事ことは無ないか？　あと欲ほしいモノとか」


「テントはすごく快かい適てきなので、問もん題だいは無ないです。欲ほしいモノは……」


「なんだ、あるのか？　言いってみな」


「水みずを入いれる竹たけ筒づつを探さがしていて……」


「竹たけ筒づつ？……あっ、あるぞ」


「えっ、売うってもらえますか？」


「やるやる。アレは売うり物ものじゃないからな」


「いいのですか？」


「あぁ、問もん題だいない。今いまから取とりに来くるか？」


「はい。ありがとうございます！」


欲ほしかった竹たけ筒づつが手てに入はいりそうだ。これで水みずをもう少すこし多おおく持もち運はこべる。川かわを捜さがしながらの移い動どうになると、遠とお回まわりだったからな。お店みせに行いくと七なな本ほんの竹たけ筒づつを出だしてきてくれた。どれも綺き麗れいで私わたしが持もっている物ものより丈じょう夫ぶそうだ。


「必ひつ要ようなら全ぜん部ぶ持もって行いっていいぞ」


「えっ、でも」


「いいって、餞せん別べつだ」


「ありがとう！」


「ハハハ」


何なん度どもお礼れいを言いってお店みせを出でる。うれしい。よし、捨すて場ばに行いって準じゅん備びを整ととのえよう。あっ、その前まえにテントに戻もどって捨すてる物ものを持もっていこう。






捨すて場ばは、相あい変かわらずすごい。まずは壊こわれる寸すん前ぜんの竹たけ筒づつを捨すてる。それとサイズが合あわなくなってしまった服ふく。これも随ずい分ぶんとお世せ話わになったな。


次つぎは、必ひつ要ような物ものを拾ひろっていく。先まずは私わたしの使つかうポーション。ラトメ村むらの捨すて場ばでは、変へん色しょくの少すくないポーションもそれなりの数かずが捨すてられている。これは他ほかの村むらでは見みられなかった光こう景けいだ。私わたし的てきにはとてもうれしい。


次つぎにソラ用ようのポーションは、目めについた物ものからどんどんバッグに入いれていく。他ほかには小ちいさい巾きん着ちゃくバッグに、マジックバッグも二に個こ見みつける事ことが出で来きた。予よ備びとして、もらっていこう。他ほかにも旅たびに必ひつ要ようだと思おもう物ものをバッグに入いれる。


「ぷっぷ～」


ソラは捨すて場ばにあるポーションを、自じ分ぶんで見みつけては食たべているようだ。一いっ本ぽん食たべては、うれしそうに声こえを出だしている。まぁ、時とき々どきゴミに挟はさまっているので救きゅう出しゅつに向むかうが、順じゅん調ちょうだ。


必ひつ要ような物ものは拾ひろい終おわったので、捨すて場ばを出でる。気け配はいを探さぐるが、こちらに向むかって来きている人ひとはいない。ただいっぱい拾ひろったので、ここで選せん別べつしていると人ひとが来くる可か能のう性せいがある。テントに戻もどってから選せん別べつをしようかな。


「ソラ、戻もどろうか」


「ぷぷっぷぷ～」


ソラを抱だき上あげてぎゅっと抱だきしめる。可か愛わいいな～。ほっこりしながら村むらへ戻もどる。


「お疲つかれ様さまです」


「お帰かえり」


門もん番ばんに挨あい拶さつをして村むらへ入はいると、商しょう業ぎょうギルドへ向むかう。商しょう業ぎょうギルドは前まえ見みた時ときと同おなじように賑にぎわっている。とりあえず、口こう座ざにお金かねをもう少すこし移い動どうさせよう。小こ部べ屋やに入はいって小こ窓まどを二に回かい叩たたく。


「はい。入にゅう金きんですか？　出しゅっ金きんですか？」


「入にゅう金きんをお願ねがいします」


今日きょうは女じょ性せいの様ようだ。小こ窓まどから出でて来きた小ちいさいお皿さらに銀ぎん貨か六ろく枚まいと銅どう板ばん三〇枚まいをプレートに載のせて小こ窓まどから女じょ性せいに渡わたす。


「しばらくお待まちください」


「お待またせいたしました。ご確かく認にんください」


やっぱり早はやいな。戻もどって来きたプレートを小こ窓まどの前まえの白しろい板いたに乗のせる。前ぜん回かいの入にゅう金きん金きん額がくの下したに、本ほん日じつの日ひ付づけと入にゅう金きんした金きん額がくが表ひょう示じされる。


［銀ぎん貨か：六ろく枚まい　銅どう板ばん：三〇枚まい］


そして少すこし下したに合ごう計けい［金きん貨か：四よん枚まい　銀ぎん板ばん：一いち枚まい　銀ぎん貨か：一一枚まい　銅どう板ばん三〇枚まい］が新あらたに追つい加かされていた。


「大だい丈じょう夫ぶですか？」


「はい。ありがとうございます」


「ご利り用ようありがとうございます」


小こ窓まどが閉しまると、財さい布ふバッグの中なかに残のこった金きん額がくを確たしかめる。銀ぎん貨か二に枚まい　二にギダル　銅どう板ばん一〇枚まい　一〇〇〇ダル　銅どう貨か一九七枚まい　一九七〇ダル　銅どう片へん一五枚まい　一五ダル。財さい布ふバッグにお金かねを戻もどして、小こ部べ屋やを出でる。


「地ち図ずはどこだろう？」


商しょう業ぎょうギルドを見みて回まわる。カウンターの近ちかくの本ほん棚だなにあったのだが、地ち図ずが四よん種しゅ類るいもある。


何なにが違ちがうんだ？


一いち番ばん大おおきい紙かみを広ひろげて見みてみる。王おう都とや町まち、小ちいさい村むらまで全すべてが載のっている地ち図ずのようだ。一いち番ばん小ちいさい地ち図ずを広ひろげてみると、この村むらの周しゅう辺へんだけが載のっている地ち図ずだった。王おう都とまで行いく予よ定ていなら、一いち番ばん大おおきい地ち図ずが必ひつ要ようかな？


大おおきい地ち図ずをもう一いち度ど広ひろげて確かく認にんする。森もりで採さい取しゅできる鉱こう物ぶつなどが詳しょう細さいに書かき込こまれている。これは必ひつ要ようない情じょう報ほうだな。二に番ばん目めに大おおきい地ち図ずを広ひろげてみる。一いち番ばん大おおきい地ち図ずに似にている。違ちがいは川かわや湖みずうみが描えがかれている事ことだろうか？　他ほかにも、村むらから村むらまでの距きょ離りと、かかる日にっ数すうが書かかれている。


私わたしに必ひつ要ようなのはこの地ち図ずかな？


一いち応おう、他ほかの地ち図ずも確たしかめる。王おう都とや町まちや村むらの特とく産さん品ひんなどが詳しょう細さいに書かかれている地ち図ず。これは商しょう人にんさん用ようかな。最さい後ごの一ひとつはこの村むらの魔ま物ものや動どう物ぶつが多おおく見みられる場ば所しょを示しめした地ち図ずだった。こんな地ち図ずがあるんだ、知しらなかった。欲ほしい地ち図ずの金きん額がくは五〇〇ダル、少すこし高たかいがこれから必ひつ要ようになる物ものだ。仕し方かたないよね。迷まよって迷まよって、銅どう貨か五〇枚まいで購こう入にゅうした。
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テントのそばに、拾ひろってきた表ひょう面めんが平たいらな石いしを置おく。その上うえに乾かわいたソプナの皮かわを載のせ、拳こぶし大だいの石いしを使つかって細こまかく叩たたいていく。ソプナの皮かわを粉こなにするための単たん純じゅんな作さ業ぎょうだが、子こ供どもの力ちからなので時じ間かんがかかる。朝あさから始はじめて、昼ひるを過すぎた頃ころにようやく全すべての皮かわを粉こなにする事ことが出で来きた。拾ひろってきたビンに、ソプナの粉こなを入いれて布ぬのと紐ひもで蓋ふたをしてバッグに入いれる。


「疲つかれた～」


腕うでがプルプルしている。今日きょうは、もう何なにも持もちたくない。ふ～、本ほん当とうに疲つかれた。ずっと力ちからを込こめていたから、指ゆびの先さきまでジンジンしている。でも、終おわった。


あとは……ソラのポーションは明日あした、この村むらを離はなれる時ときでいいかな。あっ、干ほし肉にくを買かいたさないと足たりなくなる。


「よし！　干ほし肉にくを買かいに行いこう！」


テントの中なかに入はいりソラを呼よぶと、ぴょんと大おおきくジャンプして近ちかづいて来くる。大おおきくジャンプしても、最さい初しょの頃ころのように天てん井じょうにぶつかる事ことは無ない。しっかりと調ちょう整せいできるようになったようだ。ソラを抱だき上あげてバッグに入いれる。


明日あした、この村むらを離はなれる予よ定ていにしている。お世せ話わになったオグト隊たい長ちょうやヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうに挨あい拶さつしたいな。何ど処こに居いるかな？　待たい機き場ば所しょまで行いかないと会あえないかな？　肉にく屋やを目め指ざしながら、オグト隊たい長ちょうとヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうを捜さがす。そう都つ合ごうよく会あえるものではないか。


「あら、いらっしゃい」


「こんにちは」


「こんにちは？　おや？　今日きょうは狩かれなかったのかい？」


「えっ？　あっ今日きょうは干ほし肉にくを買かいに、明日あしたこの村むらを離はなれるので」


「そうなのかい、残ざん念ねんだよ。解かい体たいが綺き麗れいだったから、無む駄だを出ださずに干ほし肉にくが作つくれたからね。感かん謝しゃしていたんだ」


「……ありがとうございます」


うれしいな。ちょっと赤あかくなっているだろう顔かおを隠かくすために、干ほし肉にくが置おいてある棚たなに行いく。小こ袋ぶくろと大おお袋ぶくろ、少すこし迷まようが大おお袋ぶくろを手てに取とる。いつもなら一ひと袋ふくろなのだが、少すこし食たべる量りょうが増ふえているので二に袋ふくろにしよう。


「お願ねがいします」


「はい。六〇〇ダル。あとこれはお世せ話わになったから、おまけだよ。ありがとうね」


「あっ、ありがとうございます」


購こう入にゅうした大おお袋ぶくろの隣となりに小こ袋ぶくろが置おかれる。中なかには干ほし肉にくの端はしの部ぶ分ぶんがいっぱい入はいっていた。


「気きを付つけるんだよ。ノノシとか魔ま物ものとか」


「はい。ありがとうございます」


深ふかく頭あたまを下さげて肉にく屋やを出でる。おまけの入はいったバッグを、ポンとたたいて広ひろ場ばへ戻もどる。


「お、いたいた。アイビー」


「ん？……オグト隊たい長ちょう、こんにちは」


少すこし遠とおいところから声こえをかけられた。大おおきな声こえで名な前まえを呼よばれるのは恥はずかしいが、オグト隊たい長ちょうだ。何なにを言いっても無む駄だだろう。


「アイビー、親おや父じに聞きいたよ。オトルワに行いくんだって？」


そうだ、お礼れいを言いいたかったのだ。会あえてよかった。


「はい。いろいろと本ほん当とうにお世せ話わになりました」


深ふかく頭あたまを下さげてお礼れいを伝つたえる。


「俺おれが勝かっ手てにやった事ことだ。……なぁ、この村むらにこのまま住すむ事ことも出で来きるぞ」


「……この村むらはとてもいい村むらです。でも、お世せ話わになった占うらない師しに『世せ界かいを見みて回まわって、視し野やを広ひろめなさい』って、私わたしももう少すこしいろいろ見みて学まなびたいので」


「そうか。確たしかに色いろ々いろと見みて学まなぶのは良いい事ことだ。俺おれも冒ぼう険けん者しゃの経けい験けんがあるから分わかる。そういえば、占うらない師し？」


「はい。生いきるすべを教おしえてくれたのが占うらない師しなんです。その占うらない師しに、王おう都との隣となりの町まちに行いってほしいと言いわれているので、それも叶かなえたいです」


「……そうか。お世せ話わになった……占うらない師しの願ねがいだったら叶かなえないとな」


「はい。ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうにもお礼れいが言いいたいのですが。何ど処こに居いるか分わかりますか？」


「あ～、今いまは忙いそがしいかな」


「？」


「ちょっと仕し事ごとをな……えっと」


ん？　何なんだろう……もしかして。


「また、怒おこられますよ？」


「大だい丈じょう夫ぶ、そんなややこしい仕し事ごとではない」


「だったらオグト隊たい長ちょうが……」


「部ぶ下かを育そだてるのも俺おれの仕し事ごとだからな～」


……ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう、頑がん張ばってください。


「あの、ありがとうございましたと伝つたえていただけますか？」


「おぅ、任まかせとけ！」


「ありがとうございます」


広ひろ場ばに戻もどろうとすると、なぜか屋や台たいに連つれていかれノノシの串くし焼やきを三さん本ぼん渡わたされた。頭あたまをぐしゃぐしゃっと撫なでてから、オグト隊たい長ちょうは戻もどっていった。いや、逃にげて行いったと言いうほうが正ただしいかも知しれないが。


ゆっくりと村むらを見みながら広ひろ場ばへ戻もどる。


占うらない師しから、話はなし方かたや人ひととの接せっし方かたを教おそわってきた。どんな場ば所しょで情じょう報ほうを集あつめるか、人ひとのどういう行こう動どうが危き険けんかも教おしえてくれた。


ある時とき「王おう都との隣となり町まちへ行いってほしいが、永えい住じゅうしたいと思おもう場ば所しょが見みつかったら行いく必ひつ要ようはない。ただし信しん頼らい出で来きる人ひとを見みつける事こと。そしてその人ひとにすべてを話はなしなさい」と言いわれた。どうしてと感かんじた、隠かくせるなら隠かくしたい。でも「隠かくし事ごとはいつかバレるもの。その時とき、味み方かたになって一いっ緒しょに戦たたかってくれる人ひとが必ひつ要ようなんだよ。隠かくし事ごとは信しん用ようを失うしなうきっかけになってしまうものだからね」


オグト隊たい長ちょうにすべてを話はなせるかと言いわれると……無む理りだ。色いろ々いろと心しん配ぱいしてくれて、頼たよりになる人ひとだとは分わかっている。だけど、怖こわい。


両りょう親しんのあの視し線せんが、村むらの人ひと達たちの視し線せんが、まだ忘わすれられない。まだ、私わたしは誰だれも信しんじきる事ことが出で来きない。もっと時じ間かんをかければと思おもう気き持もちもある、でもバレたらとも考かんがえてしまう。ラトミ村むらから逃にげ出だした村むら人びとがいるなら、いつかこの村むらにも来くる。その時ときにバレてしまう。


……弱よわいな、私わたしは。


占うらない師しと最さい後ごに会あった時ときの事ことを思おもい出だす。「ゆっくり世せ界かいを見みて回まわって、視し野やを広ひろげなさい。そしてゆっくりでいい、強つよくなりなさい。そうすればきっと幸しあわせになれるから。ただし幸しあわせになりたいからと、焦あせっては駄だ目め。焦あせると間ま違ちがった方ほう向こうへ行いってしまうからね。人ひととの関かかわりも、焦あせらない事こと。この世せ界かいにはいろいろな考かんがえを持もつ人ひとがいる。ゆっくりそれを学まなべばいい。自じ分ぶんの力ちからを信しんじなさい」


私わたしも、強つよくなれるかな？　


……占うらない師しに会あいたいな。
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空そらにうっすら朝あさ日ひがさす頃ころに、目めが覚さめた。広ひろ場ばを誰だれかが移い動どうしている気け配はいがする。よかった。旅たびをする前まえに感かん覚かくが戻もどったようだ。


朝あさごはんのポーションを勢いきおいよく消しょう化かしているソラの姿すがたを見みながら、木きの実みと干ほし肉にくを食たべる。


「ソラ、今日きょうでこのラトメ村むらともお別わかれだよ。次つぎはオトルワ町まちだね」


声こえをかけると、ソラの体からだがプルプルと揺ゆれる。食しょく事じが終おわりお茶ちゃを飲のんで休きゅう憩けいしている隣となりで、ソラは縦たてに伸のびる運うん動どうを始はじめた。この運うん動どうもいつもの光こう景けいになったな。


半はん透とう明めいの青あお色いろだったソラは今いま、完かん全ぜんに二に色しょくに変へん化かしている。雫しずく形がたの下したの部ぶ分ぶんが青あお色いろ、上うえの部ぶ分ぶんが赤あか色いろだ。半はん透とう明めいなので綺き麗れいだが、なぜ色いろが変へん化かしたのか、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶなのかは不ふ明めいのままだ。運うん動どうが終おわったのか、私わたしを見みてプルプルしている。可か愛わいいな。


「ふ～、さて、行いこうか」


旅たびの準じゅん備びは既すでに終おわっている。後あとはテントを片かた付づけるだけだ。ソラをバッグに入いれてテントから出でる。テントを片かた付づけて、背せ負おうとそれ以い外がいのバッグをそれぞれ肩かたから提さげる。準じゅん備び完かん了りょう。広ひろ場ばの管かん理りをしている人ひとに軽かるく頭あたまを下さげる。


「行いくのか？」


「はい、色いろ々いろとありがとうございました」


「気きを付つけて、良よい旅たびを」


一いち度ど深ふかく頭あたまを下さげてから、村むらの門もんへと歩あるき出だす。門もんが見みえてくると、ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが門もんに寄よりかかっている。今日きょうの門もん番ばんはヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうなのだろうか？


「おはよう。アイビー」


「おはようございます」


伝でん言ごんは伝つたえてもらったけれど、自じ分ぶんでちゃんと言いいたかったので会あえてうれしい。


「ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう、お世せ話わになりました。ありがとうございます」


深ふかく頭あたまを下さげる。ポンポンと頭あたまを撫なでられるのが気き持もちいい。


「気きにするな、隊たい長ちょうの被ひ害がい者しゃ同どう士しだからな」


「えっ、いや、それは……。昨日きのうは仕し事ごと大だい丈じょう夫ぶでしたか？」


「あ～、ハハハ事じ務む仕し事ごとが苦にが手てな人ひとだからな～。何なにか言いっていたか？」


「……部ぶ下かを育そだてるのも、その」


言いわないほうがよかったかも。ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうの笑え顔がおに何なんだか寒さむい物ものが……怖こわいです！


「ほぉ～育そだてるね～。なるほど」


オグト隊たい長ちょうすみません。何なんだか、ものすごく申もうし訳わけないです。


「えっと、……」


「あぁ、悪わるい。気きにするな。それより気きを付つけろよ、森もりには危あぶない動どう物ぶつも魔ま物ものもそして人ひともいるからな」


「はい」


「次つぎのオトルワ町まちだが、やばい人ひとさらいの組そ織しきがある。取とり締しまりは強きょう化かされたとは聞きいたが、全ぜん員いんが捕つかまったという情じょう報ほうは無ない。違い和わ感かんを感かんじた奴やつには絶ぜっ対たいに近ちかづくな」


「人ひとさらい……気きを付つけます」


「あぁ、それといつかまたこの村むらに来こい。待まってるからな」


「えっ、……はい。いつかまた」


軽かるく頭あたまを下さげて村むらを離はなれる。村そん道どうを歩あるきながら、少すこし泣なきそうになった。


『いつかまた』


また、会あいたいと思おもってもらえる事ことがこんなにうれしい事ことだと初はじめて知しった。少すこし乱らん暴ぼうな話はなし方かただけど優やさしいヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょう、暴ぼう走そう気ぎ味みだけど頼たのもしいオグト隊たい長ちょう。良いい人ひとに出で会あえたな。いつか、この村むらに戻もどってきたいな。


「いつかまた」







    
  
  








ＳＩＤＥ：オグト隊たい長ちょう






バサバサ。目めの前まえの机つくえに置おかれた紙かみの束たば。嫌いやな予よ感かんがするな～。ちらりと視し線せんを横よこに向むけると、あ～笑え顔がおなのに、ものすごい寒さむ気けが。


「ヴェリヴェラ、えっと。これは？」


「隊たい長ちょうがこのところず～っとため込こんでいる仕し事ごとです」


「ハハハ。おっと、見み回まわり」


「ハハハ、安あん心しんしてください。一いち日にちずっとこの場ば所しょで仕し事ごとが出で来きるように変へん更こうしておきましたから」


「[image: え゛]っ……ハハハ」


「あっ、そうそう。俺おれも今日きょうは一いち日にちここで仕し事ごとですから」


「……………………そうか」


本ほん気きだ、この目めは本ほん気きだ。やばい、さすがにこれは。そういえばここ最さい近きん、書しょ類るい仕し事ごとをまったくしていないな……チラッと視し線せんを書しょ類るいの束たばに向むける。なるほど、そりゃ切きれるわけか。


「やらせていただきます」


「当あたり前まえです」


「はい」


書しょ類るいに手てを伸のばす。あ～、いちいち読よむのがめんどくさいんだよな。ほんと、書しょ類るい仕し事ごとってどうしてこう。


「あっ、これ」


「どうした？」


ヴェリヴェラが一いち枚まいの書しょ類るいをこちらに差さし出だす。手てに取とって中なかを確たしかめる。次つぎの瞬しゅん間かん、眉み間けんに深ふかい皺しわが入はいったのが自じ分ぶんでも分わかった。


その書しょ類るいは、ラトミ村むらが冒ぼう険けん者しゃギルドに出だした依い頼らいの写うつしだ。内ない容ようは村むらの財ざい産さんを盗ぬすんでいった村むら人びとを、見みつけてほしいという物ものだ。三さん枚まいにおよび名な前まえが羅ら列れつされている。


「ラトミ村むらの村そん長ちょうは頭あたまが悪わるいな」


「えぇ、既すでに両りょうギルドがラトミ村むらの現げん状じょうを広ひろげています。こんな物ものは意い味みがない」


行ぎょう商しょう人にんたちの情じょう報ほうは、生せい活かつが懸かかっているためとても正せい確かくで速はやい。商しょう業ぎょうギルドも情じょう報ほうを大たい切せつにしているので、行ぎょう商しょう人にんたちの噂うわさ話ばなしにもすぐにチェックが入はいるような体たい制せいになっている。その結けっ果か、ラトミ村むらが今いまどのような状じょう態たいになっているのかは、既すでに知しられているのだ。商しょう業ぎょうギルドは、ラトミ村むらを運うん営えいする村そん長ちょうと領りょう主しゅに対たいして、評ひょう価かランクを一いち番ばん低ひくい一いちにしている。


評ひょう価かランクとは信しん用よう度どを意い味みする。低ひくいという事ことは、まともな取とり引ひきが行おこなえない可か能のう性せいが高たかい事ことを意い味みしている。評ひょう価かの低ひくい村そん長ちょうがいる村むらとは、誰だれも取とり引ひきをしたがらない。


そんな中なかこんな依い頼らいを冒ぼう険けん者しゃギルドに出だすなんてな。自じ分ぶんの首くびを絞しめる事ことになると、なぜ気きが付つかないのか？　冒ぼう険けん者しゃギルドにも村むらの情じょう報ほうは流ながれている。そのため、この書しょ類るいの最さい初しょのページの空くう欄らんに追つい加かされた一いち文ぶんには、以い下かの村むら人びとたちの財ざい産さんを保ほ護ごするとある。村むらではなく、逃にげた村むら人びとの財ざい産さんを守まもる。つまり、冒ぼう険けん者しゃギルドも商しょう業ぎょうギルドもこの件けんでは動うごかないという宣せん言げんだ。


「馬ば鹿かだな」


「馬ば鹿かですね」


羅ら列れつされている名な前まえにアイビーの名な前まえは無ない。ただ、気きになる少しょう女じょの名な前まえがある。家か族ぞくで逃にげ出だしている者ものが多おおいなか、この少しょう女じょだけ一ひと人りだ。おそらくヴェリヴェラも気きが付ついているだろう。


「あの子こには何なにか秘ひ密みつがある。性せい別べつとは別べつの何なにか」


「おそらく。それが村むらに居いられなかった原げん因いんではないですか？」


「ふ～、信しん用ようされなかったな、俺おれ」


「……それだけラトミ村むらでの事ことが傷きずとなっているのでしょう。いつか話はなしてくれますよ、きっと」


「そうだな。まぁ気き長ながに待まつか。会あったのだろう？」


「あぁ、ある情じょう報ほうもしっかり伝つたえたかったので」


「それよりお前まえ、どんな言いい方かたして当とう番ばんを代かわってもらったんだ？」


「なぜですか？」


「以い前ぜんにも当とう番ばんを代かわった事ことがあっただろう？　あの時とき、当とう番ばんを代かわった奴やつが真まっ青さおな顔かおで『二に度どと副ふく隊たい長ちょうを怒おこらせないでください』って俺おれに訴うったえに来きた」


「失しつ礼れいな、笑え顔がおで丁てい寧ねいにお願ねがいしましたが」


「……絶ぜっ対たい、俺おれより怖こわがられているよな」


「隊たい長ちょう、いつまでたってもこの部へ屋やから出でられませんよ」


「あ～、やります！　やります！」
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